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プロローグ







「ありがとう、フィオナちゃん。よくこれを持ってきてくれたね……これでお父さんの無念を晴らせるよ」

　ジェフリー・ベケット検事は涙なみだをにじませてそう言ってくれた。

　そのことがフィオナは嬉うれしくて、一いつ緒しよに泣きそうになってしまう。

　彼かれは大学時代、父の後こう輩はいだった人だ。何度か家に遊びに来てくれたので、フィオナにとっても見知った人である。

　そんな人が父のために涙を見せてくれた。

　ああ、父は慕したわれていたのだと、そう思うことが出来て。

　そして、父はもう死んでしまったという事実が、悔くやしくて悔しくて。

　涙が勝手に流れてくる。

　もう何度も何度も泣いたのに。まだ涸かれていない。

　人前で泣くなんて。まるで子供みたい。

　そう思っても、止められない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、フィオナちゃん。これだけハッキリした証しよう拠こがあれば、バンク・オブ・スカーレットを必ず追おい詰つめてみせる。地検だって無能じゃないんだ。僕ぼくに任せてくれ」

「はい……ありがとうございます、ベケットさん……」

　ここに来るまで、本当に不安だった。

　相手にしてもらえないんじゃないかとも思った。

　だけど、彼は優やさしくて。

　この人なら信じられると思った。

　父が残した告発文書。

　リヴァーフラット地方検察庁のベケット検事に託たくす。

　必ず父の仇かたきを取ってくださいと嗚お咽えつしながら。




　　　　　※




　フィオナ・ブルースターをなだめ、タクシーを呼んで帰したあと、ベケットはタバコを一本吸った。

　そして電話をかける。

「……夜分遅おそくに失礼します。地検のジェフリー・ベケットです。至急、知事のお耳に入れておきたいことがございまして。実は、マイケル・ブルースターの娘むすめがたった今、私の所に来まして。ええ。やはりマイケルは、あの告発を書類としてまとめていました。無論、これは私が握にぎり潰つぶしておきますが。娘のほうは……はぁ、そちらで処理すると。分かりました。では、これからもよろしくお願いします」

　受話器を置いてから、ベケットはもう一本、火を付けた。

　マイケル・ブルースターは確かに先せん輩ぱいだった。色々世話になったし、嫌きらいではない。

　だが、そんなものは権力者からこぼれ落ちてくる甘あまい蜜みつに比べたら、糞くそのようなものだ。

　ベケットには、別れた妻に支し払はらう慰い謝しや料りようと養育費があるのだ。

　積もりに積もったキャバレーのツケも払はらわなければ。

　だから、つまらない正義感で自分の人生を棒に振ったりはしない。

　きっとフィオナは消されるだろう。

　しかしそれは、ベケットの人生に何の関係もないことだった。







第一話　リベリオン教皇領







　ホトマック湾わんは半島と半島に挟はさまれた、ほとんど川のように細長い海である。

　バニスター合衆国の首都『オルニアシティ』に面したこの海は、ある意味恵めぐまれた環かん境きようにあった。

　工場の排はい水すいとは無む縁えんで、貨物船の往来もなく、せいぜい娯ご楽らく用のヨットなどが行き交う程度。その湾わん岸がんには緑地が多く、建物も五階より高いものはない。

　見ているだけで心にゆとりが生まれる。

　これが経済の中心地『クロスロードシティ』ともなれば、超ちよう高こう層そうビルや工場が建ち並び、大型貨物船がひっきりなしに出入りする。巨きよ大だいな船を入港させるために海底を削けずり、陸地を広げるために埋うめ立たてる。クロスロードシティの海岸の原形は、とっくの昔に消しよう滅めつしていた。

　では、オルニアシティがクロスロードシティに比べて穏おだやかな場所かといえば、全く事実に反する。

　いかに景色が美しくとも、それは世界を二分する超ちよう大たい国こくの首都なのだ。

　魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする伏ふく魔ま殿でんに他ほかならない。

　そんなオルニアシティのホトマック湾に、一隻せきのクルーザーが浮うかんでいた。

　時刻は夜の十時過ぎ。

　人々は仕事を終え、されどまだ街が眠ねむりについていない時間帯。クルーザーの中にグラスをぶつけ合う音が静かに響ひびく。

　そして琥こ珀はく色いろの酒を飲のみ交かわしたのは、魑魅魍魎たちの中でも格別の二人だ。

　リベンジャー・オブ・ルーメシアＲＯＬ社長、アレックス・ベイリアル。

　バニスター合衆国大統領首席補ほ佐さ官かん、ジョン・カトラル。

　企き業ぎようの社長と政治家が人目を忍しのんで会っている光景は、黒い金を想像させる。

　政治献けん金きんか。はたまた公共事業の不正入札か。

　否いな。この二人の腹の中にあるのは、それよりも遥はるかに悪あく辣らつな企たくらみである。




「リヴァーフラット州議会をぶっ潰しましょう」




　ウイスキーを一気に飲み干したアレックスは、そう短く言い放った。

　まるで州議会が自分の所有物であるかのように。

　流石さすがのジョン・カトラルも面食らい、即そく座ざの同意は不可能だった。

「潰すと言っても、アレックス。大学のサークルじゃないんだ。州議会だぞ。どういうことか説明してもらおうか」

　リヴァーフラット州も、そこの議会も、今この瞬しゆん間かんまで話題に上ることすらなかった。

　それが今夜、開口一番の「ぶっ潰す」である。

　アレックスが大だい胆たんなのはいつものことだが、いくらなんでも剣けん呑のんに過ぎるだろう。

　何やら怒いかりすら滲にじんでいるようにも見えた。

「ジョン。あそこの州知事、アンソニー・アンダーソンが、ノーナイフ造船の会長をやっているのは知っていますね？」

「ああ。彼は政治家であると同時に、実業家でもあるからね。他にも飲食店、ホテル、鉱山なんかも持っていたはずだ」

　基本的に政治家というのは金持ちしかなれない。

　立候補するだけで金がかかるし、事務所を借りるのにも金がかかる。選挙用のポスターは雨ざらしになるから耐たい水すい性せいの高い紙を使うので、これも馬ば鹿かにならない。違い法ほうだが、有権者に直接現金をばらまく事だってする。

　ジョン自身、大規模農家のせがれだった。父は小麦の生産をするかたわら市議会議員をやっていた。ジョンはその地じ盤ばんを三十歳さいのときに引ひき継つぎ、州議会、国会下院、上院と上り詰め、大統領首席補佐官という役職を得たのだ。

「ノーナイフ造船に、俺おれはリキッド・タンカーの建造を依い頼らいしました。ところが本社まで出向いた俺に向かって『ＲＯＬの経営状じよう況きようでは、分ぶん割かつ払ばらいは認められません。一いつ括かつでお支払い頂けるのであれば検討しますが』と言いやがったんですよ。百億レーラを一括で払えなんて馬鹿げてる」

「それは妙みような話だな。ＲＯＬはいまやトリプルキングダムからも警けい戒かいされる成長企業だ。普ふ通つうなら今のうちに関係を築いておこうとするはずだが……ああ、そうか。キングダムの圧力だな」

「そうです。ノーナイフ造船の株は、ハルバートが20％、エクストラが18％持っています。知事はキングダムの手下ですよ」

「なるほど。しかし、それなら銀行に融ゆう資ししてもらえばいい。どこの銀行もＲＯＬになら、百億くらい貸してくれるだろう」

　なんなら自分が口くち利ききしてやろうか、とジョンは言った。

　ところがアレックスは首を振り、二杯はい目を注ぎながら、静かに、しかし鋭するどく吼ほえた。

「融資は必要です。ですが、それはタンカーのためじゃありません」

　そして彼は、テーブルの上に書類の山を載せた。

　なにやら、ただならぬ気配漂ただよう紙束だ。

「これは？」

「リヴァーフラット州議会の議員、八十人の選挙法違い反はんや不正献金などの証拠をまとめたものです。これで全員逮たい捕ほできます」

　一いつ瞬しゆん、ジョンはアレックスが冗じよう談だんを言っているのかと思った。

　しかし彼の目が真しん剣けんそのもので、更さらに書類の中身を見て本気なのだと理解した。

　絶句というのは、こういうときにするものなのだと思い知る。

「こんなもの、一体どうやって？」

　ジョンは政治家として、その書類を冷静に見ることが出来なかった。なにせ、誰だれがいつどこでいくら受け取ったとか、票のとりまとめを依頼した対価としてどんな便べん宜ぎを図はかったとか、そういった事こと柄がらが信じられないほど詳しよう細さいに記され、中には写真付きの物まである。

　この書類はジョンとは無関係だ。それでも、もし自分だったらと思うと――。

「例の如く、チェルシー・パセットですよ。俺の情報の出所は、まあ七割方、あいつからです」

「だが……アレックス。君がノーナイフ造船に行ったのがいつかは知らないが、そう時間は経たっていないだろう。なのに八十人分の証拠を集めるなど、如い何かに彼かの女じよ率いるパンドラボックスといえど不可能――」

　そう言い切ろうとし、それから戦せん慄りつした。背中を冷たい汗あせが流れていく。

「そうか。君が依頼してから情報を集めたのではなく、もともと知っていたんだな？」

「ご名答。なにせパンドラボックスは、世界の全情報の目録を作ろうとしているくらいですからね。高く売れそうな情報は、日ひ頃ごろから集めているんですよ」

　アレックスは平然と言ってくれる。しかし、ジョンは気が気でない。

　ターゲットを特定しているのではなく、常に全方位で情報収集しているということは、自分もまた監かん視しの対象なのではないか。それを思うと、鳥とり肌はだが立った。

　すると、アレックスはこちらの心を見み抜ぬいたらしく、安心させるように微笑ほほえんだ。

「大丈夫ですよ、ジョン。チェルシーの諜ちよう報ほう力がずば抜ぬけているのは確かですが、無限でも無敵でもありません。資料をよく見て下さい。リヴァーフラット州の議員たちが、どれだけ杜ず撰さんなことをしているか……発覚して当然だと思えるでしょう」

「そうは言うが……いや、これは確かに……凄すごいな」

　改めて詳くわしく読むと、開いた口が塞ふさがらない。

　キャバレーを貸し切って人を集めて豪ごう遊ゆうし、自分に投票するようデカイ声で呼よび掛かけた奴やつ。一軒けん一軒戸別訪問して現金をばらまいた奴。あげく、自分がオーナーを務める企業の社内文書で投票を強要する奴までいた。

「噂うわさには聞いていたが、リヴァーフラット州はどうなっているんだ？　これは五十年前の話ではないのかね？」

「いいえ。正しよう真しん正しよう銘めい、前回の選挙のものです。愉ゆ快かいな連中じゃないですか。実のところ、チェルシーだけでなく、連れん邦ぽう警察も目を付けていたようです。その資料の半分くらいは、連邦警察の知り合いからもらってきたらしいですよ」

「もらってきたって、それはそれで問題だな」

　合衆国の法の番人である連邦警察が、一民間企業にそう簡単に情報を渡わたしてもらっては困る。だが、それはまた別の話だ。

「しかし、連邦警察はなぜ今まで放置してきたのだ？」

「それはもちろん、一人残さず一いち網もう打だ尽じんにするためでしょう。半分逮捕する証拠を集めたからといって行動に移せば、残りの半分が証拠隠いん滅めつに走って逃にげられてしまいます。ところが今回、チェルシーが調べたものと合わせると、めでたく全員分となったわけです」

「……それにしても……現職の州議会議員を全員逮捕とは……」

「そう大げさに考えないでください。ようは大おお掃そう除じですよ。この書類があれば、こっちの好きなタイミングで解散総選挙が出来ます。選挙の対策を完かん璧ぺきにしてから現職議員をまるごと監かん獄ごくに放り込んで、リヴァーフラット州を乗っ取るんです」

　解散総選挙、というのは不正確だ。

　なぜなら州議会の解散を決議するには、議員の四分の三以上が出席する必要があると決められている。

　だが、議員が全員逮捕されてしまえば、そんな条文は何の意味も成さない。

　強制総選挙とでも言うのだろうか。

「もっとも、この書類だけでは不十分です。肝かん心じんの知事を倒たおせません」

　アレックスは淡たん々たんとした声で、更に不ふ遜そんな発言を始める。

　この若者は議員だけでなく、知事まで入いれ替かえようというのか。

　もはや感心を通とおり越こして恐きよう怖ふすら覚える。度胸という言葉では表わせない超ちよう越えつした何かを感じた。アレックスはきっと、自分が勝つという確信を持っているのだ。よって恐おそれを抱いだく必要がこれっぽっちもない。

「知事が取とり締しまり役やくやオーナーを務める企業。ならびに議員たちと裏の繋つながりがあった企業の株価を下落させて、俺が買収バイアウトしてやります」

「それはつまり……州を丸ごと買うと言ってるのと同じようなものだな……」

　ジョンの背筋に冷たいものが流れたが、毒食らわば皿まで、だ。

　どうせ止めたってアレックスは勝手にやる。

　この男は、ジョン・カトラルが使いものにならないと判断した瞬間、容よう赦しやなく別の陣じん営えいを利用するだろう。

　それだけは避さけたい。

　アレックス・ベイリアルという未み曾ぞ有うの才能を手放すなど、あってはならない事だ。

　自分如ごとき凡ぼん才さいがその速度についていけるかは賭かけだが『世界を正す』と誓い合った。

　年長者が先に脱だつ落らくするのは、情けない事この上ない。

「……ふぅ、分かったよ、アレックス。私はリヴァーフラット州議会に送り込む八十人を集めればいいのだな。いや知事も入れて八十一人か。その間に君は知事を引きずり下ろす材料を探す、と」

「ええ、それでお願いします。ただ、選挙法違反ではなく、違い法ほう献けん金きんとか所得隠かくしに関しては、連邦警察より国税局の査察部に任せた方がいいかもしれません。今、一番元気がある捜そう査さ機関ですからね」

「連邦警察が手て柄がらを横取りされたとヘソを曲げないか？」

「それは問題ありません。金がらみの証拠は、ほとんどチェルシーが集めたものですから。連邦警察に口を挟む権利はありませんよ」

「なるほど……分かった。国税局の方が頼たよりになるという君の意見には賛成だ。だから、あそことのパイプは既すでに築いている」

「流石はジョン。やはりあなたを選んで正解でした」

　アレックスが嬉しそうに笑う。

　どうやら彼を失望させずに済みそうだと分かり、ジョンは安あん堵どした。

　そして、もうすぐ五十歳になろうという自分が、二十歳はたちの若者の才能に心しん酔すいしているという事実に、自じ嘲ちようする他なかった。

　それにしても、リヴァーフラット州の知事は、タンカー建造を断ったばかりに、恐ろしい奴を敵に回したものだ。巻まき添ぞえをくらう議員たちには、同じ政治家として同情を禁じ得ない。

　無論、助けてやろうなどとは、微み塵じんも思わないが。




　　　　　※




　政治の中心都市、オルニアシティ。

　経済の中心都市、クロスロードシティ。

　そして。

　信しん仰こうの中心都市、ガイナンシティ。




　バニスター合衆国の三大都市を述べよと言われたら、多くの者がこう答える。

　しかし、これは人々のイメージであって、実のところ間ま違ちがっていた。

　リヴァーフラット州都ガイナンシティは、教会や修道院の数が特別多いわけではない。

　では、なぜガイナンシティが信仰の中心都市と呼ばれているのか。

　それはガイナンシティの内部に、リベリオン教皇領が存在するゆえである。




　もともとバニスター合衆国は、アクランド帝てい国こくに喧けん嘩かを売って独立した国だ。

　政治的にも経済的にも袂たもとを分わかつのは望むところだが、しかし宗教的には問題があった。

　神々の軍勢は、かつて地上を席せつ巻けんしていた。

　神々の肉体は、エンシェント・リキッドに姿を変えた。

　神々の霊れい魂こんは、今でも人間を見守っていると信じられている。

　それら神々を祀る神しん殿でんや、聖者を称たたえる聖堂の全すべては、アクランド帝国が支配する旧大陸にあるのだ。

　神殿も聖堂もしょせんは建造物に過ぎない、同じものを造ってしまえばいいだけだ――初めの内はそう思われていた。

　ところが、新しく建てた神殿や聖堂は、なんとなく有あり難がたみがない。結局これらはコピーで、旧大陸のものが本物だ。そんな想おもいが人々を支配した。

　そこでバニスター合衆国の人々は、政治と経済のみならず、信仰に関しても帝国を攻こう撃げきすることに決めた。

　アクランド帝国における信仰は間違っている。彼らは悪あく魔まにそそのかされている。よって本物の信仰を取とり戻もどさなければならない。新大陸の神殿と聖堂こそが本物であり、旧大陸のものは偽にせ物ものなのだ！

　根こん拠きよも証拠もなにもない、徹てつ頭とう徹てつ尾びただの言いがかりだった。しかし合衆国の人々にとって、そう叫さけぶ以外、精神の安定を保つ方法がなかった。

　断固として旧大陸を捨て去る。

　旧大陸にあるものは全てが強きよう烈れつに悪であり、新大陸が絶対的に正義。

　そのような論法ででっち上げられたのが、リベリオン教皇領である。

　とにかく豪ごう華か絢けん爛らんな大だい神しん殿でんと大聖堂と修道院を建てまくり、その辺のオッサンを教皇だと言い張って崇あがめ、宗教組織を強ごう引いんに成立させたのだ。

　旧大陸のエグザンプル規範教。

　新大陸のリベリオン反逆教。

　どちらも同じ神々を信仰し、似たような戒かい律りつだが、交まじわることは決してないだろう。

　なんにせよ、合衆国における信仰の中心地を正確に言うなら、それはガイナンシティではなく、その内部にあるリベリオン教皇領なのだ。




　　　　　※




　ＲＯＬはラウドリア王国の鉱区を手に入れたことにより、リキッドの生産能力を劇的に増大させた。

　まだほんの一部しか手を付けていないのに、日産一万バレルという産出量だ。イブいわく、十万バレルまでは簡単に増やせるという。

　だが、現段階のＲＯＬは、一万バレルですらもてあましていた。輸送能力が絶対的に不足しているのだ。

　そこでアレックスは、二百万バレルを積せき載さい可能な超ちよう大おお型がたタンカーの建造をノーナイフ造船に依頼した。その結果はジョン・カトラルに語ったとおりである。

　他の造船所に依頼するという手もあるが、大型タンカーの建造能力を持った造船所は、全てキングダムの息がかかっているというのがこの業界の常識だ。どうせまた妨ぼう害がいされるに決まっている。

　ならばどこを選んでも同じだ。アレックスに恥はじをかかせてくれたノーナイフ造船に、目に物見せてやる。そのついでに、州のめぼしい企業を根こそぎさらってやるのだ。

　そのためにＲＯＬのメンバーは、リベリオン教皇領に来た。

　もっとも今日到とう着ちやくしたばかりなので、本格的な活動は始めてはいない。

　アレックスはカフェでくつろぎ、街並みと流れていく人々をのんびり眺ながめていた。

　リベリオン教皇領の売りは当然、建ち並ぶ宗教的建築物であるが、このカフェも隠れた名所である。

　広場に面した店で、外にもテーブルが並んでいる。教皇領独特の神こう々ごうしさを眺めながら飲むコーヒーはなかなか乙おつなものだ。

　おまけにウェイトレスが美しい修道女。

　実はこのカフェ、修道院が経営している。ミルクティーやお菓か子しを作るのに使う牛乳は、修道院で育てた牛から搾しぼったものらしい。

　つまり、あの修道女たちが搾った牛乳ということだ。素す晴ばらしい。

　せっかくなので、カフェオレとミルククッキーも頼たのんでみよう。

　そのついでにウェイトレスに声をかけてみよう。

　厳格な生活を送る修道女を陥かん落らくさせるのは至難のわざだが、自分なら出来るはずだ。

　などと神をも恐れぬことを企んでいると、いつもの二人がブンブン手を振りながらやって来た。

「お兄ちゃん、お待たせぇ」

「お土産みやげを買ってきましたわ」

　アレックスの義ぎ妹まいイブと、世界屈くつ指しのレギオンフレーム使いミレーヌである。

　二人とも両手に紙かみ袋ぶくろを持っている。見ればお菓子のパッケージが飛び出していた。

「観光はもういいのか？」

「うん。だって教皇領って神殿と聖堂ばっかりで面おも白しろくないんだもん」

　イブはもの凄いことを言い出した。

　それはカレー屋にカレー臭くさいと文句を付けるに等しい暴言であろう。

　ウェイトレスたちがこちらを睨にらんでいるような気がして、アレックスは肩かた身みが狭せまい思いをする。

　出来るだけウェイトレスと目を合わせないように心がけよう。せっかくの貴重な修道女だというのに、もったいない限りだ。せめてミレーヌの胸でも見つめて心を癒いやす。

　そう思い視線をミレーヌに向けたのだが。

「……ん？　ミレーヌ、お前どうかしたか？　いつもより元気がないぞ」

「え、そうですか……？」

　どこがどうというわけではないが、心なし、顔色が悪いように見えた。普ふ段だんが元気はつらつ過ぎるから、少し大人しくなっただけで違い和わ感かんがある。アレックスはミレーヌにいつも「落ち着け」と訴うつたえていた。だが本当に落ち着かれたら、それはもはやミレーヌではないのだ。

「……そろそろ、お婆ばあさまの命日ですから」

　命日。彼女はそう呟つぶやいた。

　――ミレーヌのお婆さま。

　そう言えばこの時期だったかと、アレックスは思い出す。

　自分には両親をキングダムに殺されたという過去があるように。

　ミレーヌにもまた、辛い過去がある。

　それは誰にも解決できない問題だ。人間は過去に干かん渉しようすることが出来ない。自分で耐たえ、乗り越えるしかなかった。

　いや、アレックスもミレーヌも、とうの昔に乗り越えたつもりでいるのだが、ときどきこうして悪夢が顔を出す。

　そういうときは酒でも飲んで、ひっくり返っているのが一番だ。

「……ホテルに移動するか。ムルルとポポラが待ってるぞ」

「うーん、その前に何か食べたい！　お腹なか減った！」

　イブは、ミレーヌの陰かげを染め上げるほどの明るさで叫んだ。

　それにミレーヌも応じる。

「私もですわ。ここのパフェが絶品だと観光ガイドブックに書いてあったので、楽しみにしていたのです！」

「そうなんだ！　じゃあ私、このスーパーＤＸアルティメットパフェってやつにする！」

「私も同じものを！」

　ミレーヌは酒よりも甘いものを選んだらしく、意い気き揚よう々ようとスーパーなんとかパフェを注文する。女子のスイーツに対する執しゆう着ちやくは見事なもので、先さき程ほどまでの沈しずんだ表情はもう欠片かけらもなかった。

　せっかくなので、アレックスもパフェを食べてみようか、と思ったそのとき。

　出てきたのは、バケツのような大きさの入れ物。冗談としか思えない物量である。

「これを食べるのか、お前ら……」

「え？　食べるに決まってるじゃん。あげないよ！　欲ほしいなら自分で注文してね、お兄ちゃん！」

「イチゴの集団力が凄すさまじいですわ」

　二人の乙おと女めは、一心不乱に巨大パフェにかじり付く。

　アレックスは見ているだけで胸焼けがしてきた。




　　　　　※




　リベリオン教皇領は合衆国政府からも州政府からも独立した、完全な自治領となっている。いってみれば、国の中にもう一つ国があるようなものだ。

　これは教皇に権けん威いを与あたえるための措そ置ちだが、決して形だけのものではない。

　確かに教皇領は固有の軍事力を持たない。ガイナンシティの間には壁かべも関所もない。

　だが、独自の司法と政府を持つ、独立国家だ。

　州警察はおろか、連邦警察すらリベリオン教皇領において捜そう査さ権けんを持たない。

　なにか問題が起きたときは、教皇直属の衛兵が処理に当たる。

　そんな教皇領に、宗教事業協会という組織がある。

　通つう称しよう、リベリオン銀行。

　任命された枢すう機き卿きようが総裁を務め、教皇領の資産の管理と運用を行なう組織だ。

　教皇領の国家予算だけでなく、顧こ客きやくの口座も管理している。

　口座を開けるのは、司教以上の位階にいる者。もしくは枢機卿の紹しよう介かい状じようを持っている者に限られていた。高名な政治家や、歴史ある企業の創業者などでなければ、紹介状を書いてもらえないらしい。

　リベリオン銀行の資産運用は、莫ばく大だいな利益を上げていると噂されている。だが決算書が公表されていないので、全てはベールの中だ。

　マネーロンダリングの温おん床しようとなっているのは、誰の目にも明白である。

　一度リベリオン銀行に入金されたら、連邦警察も国税局も追つい跡せきできないのだから。

「かつて、その闇やみを取り払おうとした教皇がいたわ。けど死んでしまったのよ。それは明らかに毒殺だったらしいけど、死因は公表されずじまい。葬そう儀ぎも教皇としては有り得ないくらい簡素だったのよ」

「三十年前のヨセフ二世だな」

「あら。あなたが生まれる前の話なのに、よく知ってるわね」

「こんなもの常識の範はん囲いだ。それにしても、見てきたように語っているが、あんた本当に何なん歳さいなんだ、チェルシー・パセット」

「さあ。忘れちゃったわ」

　彼女はそう言って微笑む。

　事実、その姿は年ねん齢れい不ふ詳しようだ。

　美しいのは確かなのだ。しかし、アレックスと同じような年ねん齢れいにも、ふとした拍ひ子ようしに三十代の熟れた女にも見える。

「流石は情報サービス会社『パンドラボックス』の代表チェルシー・パセットだ。防ぼう諜ちようはお手の物ってわけだな」

「バカ言ってるんじゃないわよ。続き、聞きたくないの？」

「いや、聞かせてくれ」

　アレックスとチェルシーがいるのは、貸し切りのスナックだった。

　完全に二人だけ。店員すらいない。

　なぜならこの店は、チェルシーが情報収集のために作った店なのだ。

　男というのは奇き妙みようなもので、女に自じ慢まんするためなら結構な機密でもベラベラ喋しやべってしまう。酔よっているなら尚なお更さらだ。

　ゆえにホステスは、必然的に情報通になる。

　これが並の諜ちよう報ほう員いんや捜そう査さ官かんならホステスに化けて店に潜もぐり込こむのだろうが、チェルシーは店を経営していた。それも一店や二店ではない。世界中、ほとんどの国の様々な街に触しよく手しゆが伸のびているらしい。

　さすがに国の中ちゆう枢すうにいる連中のガードは堅かたいが、地方の政治家など、チェルシーが選よりすぐった女の子たちにかかれば、ひとたまりもない。

　実は情報以外にも、店の売り上げ自体がなかなか儲もうかっているようだ。

　アレックスが一番驚おどろいたのは、この店で働いている女の子が、実際にとある議員の愛人だという話だった。その議員は愛人宅を現金の置き場所にして、所得隠しをしているのだとか。

　憐あわれな議員である。まさか自分の愛人が、情報サービス会社の構成員オフイサーだとは思うまい。

　そして今日はアレックスと会うため、その大切な店を閉めてくれた。

　ありがたい話だが、まさかチェルシーが直接ガイナンシティまで来てくれるとは思わなかった。

　どうしてかそのチェルシーが、露ろ出しゆつの激しいホステス風のドレスを着てアレックスの隣となりに座すわり、先程からピッタリと身を寄せてくる。

　胸の谷間が嫌いやでも目に入る。

「何のつもりなんだチェルシー。どこかの勢力に雇やとわれて、俺にハニートラップをしかけているのか。それとも俺が欲望に負けて押し倒した瞬間、イブとミレーヌが飛び出してくるというイタズラなのか」

「ちょっとからかっているだけよ。それに、とっくに欲望に負けてるじゃない。さっきから私の胸鷲わし掴づかみにして」

「はっ？　いつの間に！」

　アレックスは指し摘てきされるまで、自分の手がチェルシーのドレスの中に潜り込み、その胸を揉もみしだいていることに気が付かなかった。

「この俺とあろうものが……流石は元アクランド帝国軍情報部の諜報員。恐ろしい女だ」

「そう言いながらも揉むのをやめないのね」

「せっかくだからな。このまま話を聞こう」

　なにせ近ちか頃ごろのアレックスは、女性の体に触ふれる機会が少ない。

　ミレーヌは歴史に残るような巨乳で、ちょくちょく向こうから誘さそってくるが、いざアレックスが手を出そうとすると怖おじ気けづいて逃げてしまう。だったら最初から誘うなとも思うのだが、あれはあれで可愛かわいいので良しとする。

　シャロン姫ひめは会う機会が少ないし、それに正真正銘の王族だ。王族に見境なく手を出すほどアレックスは正気を失ってはいなかった。よって時と場所を選び、まだ二回しか揉んでいない。いや、あれは揉んだという程ほどのものではなく、冗談めかしてタッチしただけだ。よってノーカウントである。不敬罪だと訴えられても逃げ切れる。

　イブの胸は揉むところがない。顕けん微び鏡きようで調べれば微び粒りゆう子しレベルで存在しているのかも知れないが、少なくとも肉眼ではイブの胸が成長している徴ちよう候こうを発見できない。そもそも妹の胸を揉みたいなどと考える奴は変態だ。アレックスは決して変態ではないので、イブの胸には興味がないのである。

　というわけで、思う存分揉ませてくれるチェルシーという得難い女性に感謝しつつ、アレックスはその感かん触しよくを味わった。片手だけでは勿もつ体たいないので、両手で揉みまくった。それはもう無む我が夢む中ちゆうで。一心不乱に。全力全開だった。

「ちょっとアレックス！　あんた何マジ揉みしてんのよ。あっ、こら！」

　チェルシーが喘あえぎ始はじめたので、アレックスは更に調子に乗る。

　彼女をカウンターの上に押し倒し、ドレスをはだけさせ、その胸に吸い付く。
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「んあっ！」

　甲かん高だかい声を響かせ、チェルシーの体がビクンと震ふるえた。

　もはやアレックスの頭の中に仕事のことなど欠片もなく、燃えたぎる欲望をぶち込む以外に何も考えられない。

　ドレスのスリットから腕うでをいれ、股またを強引に開かせ、そして。

「……いい加減にしなさい、このエロガキ！」

　チェルシーの拳こぶしが唸うなりを上げ、アレックスの顎あごに直ちよく撃げきした。

　瞬間、視界が暗転し、ゲームオーバーである。




　　　　　※




「あんたの前にこんな格好で現われたらどうなるか、もっと真剣に考えるべきだったわ」

「まったくだ。次からは気をつけてくれ」

「……もう一回殴なぐられたいの？」

「いや、流石に遠えん慮りよ願いたい」

　アレックスとチェルシーは、夜のガイナンシティを並んで歩いていた。

　繁はん華か街がいから少し離はなれた、川かわ端ばたの道。

　火ほ照てった体を冷ますのに丁度良い夜風が流れていく。

　特にアレックスは、殴られた顎と、倒れたときに打った後頭部が痛いので、よく冷やしておく必要がある。

「それで州知事の隠し口座なんだけど、やっぱりリベリオン銀行にあるって噂よ」

「噂レベルの情報しか提供できないとは、チェルシー・パセットらしくもない」

「仕方ないじゃない。いくら私でも、教皇領のベールの奥おくは覗のぞけないの。申し訳ないと思ってるから、黙だまっておっぱい揉ませてあげたんじゃない」

「殴られたんだが？」

「それはあんたがおっぱい以外に手を出そうとしたからでしょ」

　それはそうなのだが、しかし密室で、こんなエロい格好の美女と二人っきりになったら、誰だって手を出す。手を出さない奴はどこか異常なのだ。アレックスは正常なので、ああなった。不ふ可か抗こう力りよくだ。よってアレックスは全く悪くない。

「しかしリベリオン教皇領か。表向きは観光客でごった返しているのに、いざ裏を探さぐろうとすれば死あるのみ。合衆国最大のアンタッチャブルとはよく言ったものだな」

「まあ、よく陰いん謀ぼう論のネタにされてるし。実際、訳の分からない金が出たり入ったりしてるし。あそこに比べたらキングダムなんて雑ざ魚こよ雑魚」

　リベリオン教皇領に関する陰謀論は、どれもこれも笑えるくらい規模が大きい。




　歴代大統領は全て教皇の操あやつり人にん形ぎようで、リベリオン教こそが真の政府である、とか。

　教皇をも陰で操る闇の勢力がいる、とか。

　闇の勢力は合衆国建国以前から暗あん躍やくしており、政財官界は完全に支配されている、とか。

　そもそも歴史の流れそのものが、彼かれらによって調整されている、とか。

　彼らとは合衆国建国に貢こう献けんした五家だ、とか。




　そういう話が好きな奴はどこにでもいて、伝わっていく内に尾おひれがつくものだから、際限なく闇の勢力は巨きよ大だいになっていく。

　しかし、リベリオン教皇領に何かがあるのは確かなのだ。

「なあチェルシー。あんた帝国軍情報部ＭＩＳの出身なんだろ。アクランド帝国は、リベリオン教皇領の秘密を探ろうとはしなかったのか？」

「当然したわよ。けど何人送り込んでも、全員行方ゆくえ不明になるのよ。分かったのは、とにかくヤバイってことだけ。だから私もこれ以上首を突っ込みたくないわ。いくらアレックスの頼みでもね」

「そうか……」

　今までアレックスがトリプルキングダムを相手に戦えたのは、チェルシーの提供してくれる情報があったからだ。

　州議会議員八十人の不正も、彼女が調べてくれた。

　だが、そのチェルシー・パセットが、教皇領を探るのは嫌だと言っている。

　それは事実上、アレックスが行動不能に陥おちいったことを意味する。

　彼かの女じよ抜ぬきで教皇領に挑いどむということは、後方支し援えんなしで敵てき陣じんに単たん騎き突とつ撃げきするのに等しい。

　自殺行こう為いだ。たんなる無む謀ぼう。命を粗そ末まつにすることもあるまい。

　で、あるならば。

　攻せめる場所を変えればいいだけの話。

　なにせアレックスの目的は、リベリオン教皇領の闇を探ることではなく、あくまでリヴァーフラット州の企き業ぎようの株価を下落させ、買収することにあるのだ。

「知事の口座が無理なら、知事と取引した連中から切り崩していくのはどうだ？　州のトップともなれば、公共事業費からリベートをもらいたい放題だろ」

「そうね。事実、最近リヴァーフラット州で建てられた公民館や博物館なんかは、無む駄だに豪ごう華かよ。予算も明らかに多く見積もられているわ。でもね、そういうのからピンハネして懐ふところに入れているのは議員たちで、知事のところに流れている形けい跡せきはないのよ」

　流石はチェルシー。その程度のことは調べ尽くしているようだ。

　しかし、感心してばかりもいられない。

　調べても何も出てこなかったということは、知事を倒せないということなのだから。

「州知事としての奴が白なら、実業家アンソニー・アンダーソンとしてはどうだ？　なにも不正を働くのは政治家だけと限らないんだぜ」

「ああ、なるほどね！　ＲＯＬの社長が言うなら説得力があるわ！」

　どうやらアレックスの言葉は、チェルシーの盲もう点てんを突ついたらしい。

　それが突とつ破ぱ口こうになってくれれば幸いだ。

　それにしてもＲＯＬの社長が言うと、なぜそんなに説得力があるのか？

　アレックスはそんなに不正を働いた覚えがない。

　せいぜいシャロン姫に国庫を横領させ、資本金にしたくらいだ。その程度のこと、ビジネスの世界では日にち常じよう茶さ飯はん事じである。

「さて。調査は明日から始めるとして……さっきの店に戻って飲み直しましょうか？　なんなら、ある酒、全部飲んだっていいわよ」

　そんなことをしたら急性アルコール中毒で死んでしまう。

　いや、それよりも何よりも。

　さっき、あんなことになったのに、また二人っきりになろうなんて。どういうつもりなのだろう。

「次は殴られてもやめないぞ」

「あら、そう？　けど、ちゃんとムード作ってくれるなら殴らないわよ」

　そう囁ささやいたチェルシーの微笑みが驚くほど蠱こ惑わく的てきで、アレックスは思わず生なま唾つばを飲み込んだ。




　　　　　※




　チェルシーと夜のお付き合いをしたアレックスは、日が昇のぼる前にホテルに戻った。イブやミレーヌを起こさないよう、静かに自分の部屋に入る。

　別にやましいことは何もない。大人の男と女がどんな関係であろうと、それは当人たちの問題であって、外野がとやかく言う道理はなかった。

　ところが、世の中そう理り屈くつどおりにはいかず、難なん癖くせをつけてくる者が必ずいるのだ。

　香こう水すいの匂においをプンプンさせて朝帰りなどした日には、イブとミレーヌから何を言われるか、想像しただけで面めん倒どうになる。

　まあ、イブは仕方がないだろう。兄が女の気配を漂ただよわせて帰ってきたら、年とし頃ごろの女の子としては嫌けん悪お感を抱くかも知れない。

　しかしミレーヌに言われる筋合いは皆かい無むである。別にアレックスの恋こい人びとというわけではないのだ。無論、ミレーヌはハーレム要員の候補であるが、それはアレックスが勝手に脳内で妄もう想そうしていること。対外的には仕事上のパートナーの一人に過ぎない。

　そもそもミレーヌからちょくちょく誘ってくるくせに、いざアレックスが何かしようとしたら、急に怖じ気づいて逃げてしまう。その繰くり返かえしでアレックスがどれだけ欲求不満になっているか分かっているのか。

　その限界ギリギリまでたまりにたまった性的欲望をチェルシーにぶつけたからといって、非難されてなるものか――という理屈を実際に語ると、ますます事態は悪化する。

　だからアレックスは悪いことをしていないのに、こそこそと人目を忍しのんで帰り、素す早ばやくシャワーを浴び、布ふ団とんの上で寝ねていたムルルを端はしに寄せて、ベッドに潜り込んだ。

　苦労した甲か斐いあって、トラブルは何もない。いつもこうでありたいものだ。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん。もうすぐお昼だよ。ご飯食べに行こうよー」

「ぴー」

　そしてアレックスは適度な睡すい眠みんを取り、妹と精せい霊れいに優やさしく起こしてもらった。

　ベッドから体を起こし、大きくアクビをする。

「お兄ちゃん。今日はお寝ね坊ぼうさんなんだね」

「ああ。昨日、考えごとしてたら眠ねむれなくなってな」

「あ、それ分かる！　私もアフラ・マズダの冷れい却きやく装置のこと考えると夜も眠れない！」

「そうかそうか。でもイブはまだ子供なんだから、あんまり夜よ更ふかししちゃ駄だ目めだぞ」

「はーい」

　素す直なおなイブが可愛くて、思わず頭を撫なでてしまう。イブも撫でられたことが嬉うれしいようで、ニコニコしていた。なんて幸せな目覚めなのだろう。これでアレックスの昨夜の所業がバレたら一気に地じ獄ごく絵図になるのだから、やはり嘘うそもときには必要なのだ。

「さてと。イブは何か食べたいものあるのか？」

　着き替がえ終わったアレックスは、ムルルと遊んでいたイブに問いかける。

「えっとね、ビーフシチュー」

「なるほど」

　この辺でビーフシチューが美味おいしい店はどこだろう。ホテルの人に聞けば分かるだろうか。それともここは一つ、イブの舌のため、元ＭＩＳであるチェルシー・パセットの情報収集能力をフルに使ってみようか。

　などとコストパフォーマンスの欠片もないことを考えていると、大きな段ボールをかかえたミレーヌが、ポポラと一いつ緒しよにやってきた。

「アレックスぅ。新聞社に行って頼まれていた物をもらってきましたわ」

「おお、助かる」

　ドスンと床ゆかに段ボールが降ろされると、その上にムルルとポポラが飛び乗り、なぜかダンスを始めた。相変わらず精霊の考えることは分からない。

「お兄ちゃん、これなぁに？」

「リヴァーフラット州の地方紙、一ヶ月分だ。情報担当はチェルシーだが、俺おれも新聞に載のっている程度のニュースは把は握あくしておかないとな」

「へぇぇ、これ全部読むんだぁ」

　イブは段ボールを見つめ、感心した声を上げる。

　しかし、改めて言われると、確かに一ヶ月分は凄すごい分量だ。そもそも、リヴァーフラット州に来る前に読むことが出来たら良かったのだが、地方紙は現地に来ないとなかなか手に入らないので仕方がない。

　ひとまず、段ボールの上で遊んでいる精霊二匹ひきをイブに手て渡わたし、ガムテープを剥はがして開かい封ふうする。

「……うーむ。こりゃ一仕事だ。イブ、お昼は外に行かないで、ルームサービスで済ませていいか？　読みながら食べる」

「お行ぎよう儀ぎ悪い！」

「済まない。二度としないから、今回だけ許してくれ」

「しょうがないなぁ」

「ぴー」

　妹と精霊のお許しが出たので、アレックスはお言葉に甘あまえて早さつ速そく新聞を広げた。まずは一面の記事から流し読みだ。

「では私が注文しますわ。イブちゃん、アレックス。ご希望をどうぞ」

「私、ビーフシチュー！」

「俺はそうだな……海え老びピラフにするか」

「では、私はステーキで」

　電話をかけるミレーヌを、アレックスは横目でちらりと見る。

　――こいつ、いつもステーキ食ってる気がするな。

　ケルストリア島で行動を共にするようになってから、基本的にミレーヌの生活費はアレックスが払はらっている。それをいいことに、高価なブランデーを飲み、高いステーキを食い、やりたい放題だ。

　無論、その栄養であの胸を維い持じしているのならば、文句は微塵もない。

　そして料理が運ばれ、イブが目を輝かがやかせながら「いただきまーす！」と元気に一口目を口に運んだとき、アレックスは気になる記事を見つけた。

「バンク・オブ・スカーレットの部長が事故死……？」

　それは一週間前の新聞だった。

　被ひ害がい者しやはリヴァーフラット州最大の銀行、バンク・オブ・スカーレットの総合企き画かく部ぶ部長、マイケル・ブルースター。朝方、通勤途と中ちゆうに、信号無視の車にはねられ即そく死し。犯人はそのまま逃とう走そうし、現在も行方知れず。

「ふむ……」

　ただの交通事故といえばそれまでだったが、アレックスは妙みようなひっかかりを覚えた。まず捜そう査さ関係者いわく、犯人がブレーキを踏ふんだ形跡がなかったらしい。そして目もく撃げき者しやが多い時間帯なのに、犯人が捕つかまらないというのも妙だろう。

　アレックスはそれ以降の新聞を漁あさってみたが、捜査が進展したという記事は見つからなかった。

　事故ではなく、故意の殺人。警察は意図的に捜査の手を抜ぬいている――そう邪じや推すいしたくなる事件だ。被害者が銀行員というのも怪あやしさに拍はく車しやをかけている。

　食事を終え、食器が片付けられてから、アレックスはチェルシーに電話した。

「マイケル・ブルースターって知ってるか？　一週間前に事故死した銀行員なんだが」

「マイケル・ブルースター……？　ああ、はいはい。いたわね、そんな人。それがどうかしたの？」

「どうもしないが、まだ犯人が捕まっていないってのがちょっと気になってな。もしかしたら暗殺されたんじゃないか、と」

「まさか。しょせんは部長でしょ。有り得ないとは言わないけど……」

「俺だって確証があるわけじゃない。ただの勘かんだよ。この男について、何か知っていることはないか？　遺族に話を聞いてみたい」

「そうねぇ、ちょっと待ってね……ええと、奥さんとは離り婚こんしてるけど、娘むすめが一人いるわね。フィオナ・ブルースター。わぁお、あの名門リベリオン大学の学生よ。秀しゆう才さいじゃないの」

「ほう、そいつは凄いな」

　リベリオン大学は教皇領の中にある合衆国有数の大学である。未来の司教や枢機卿の候補を育成しているが、一いつ般ぱん企き業ぎようへの就職も有利だ。

　チェルシーからブルースター家の住所を聞いたアレックスは、早速そこを訪ねることに決めた。

　実のところ、何か得られると、それほど期待はしていなかった。

　食後の散歩――その程度のつもりだったのだが。




　　　　　※




「別にお前らまで付いてこなくても良かったんだが」

　ハンドルを握にぎりながら、アレックスはバックミラーを見る。そこには袋ふくろ菓が子しをポリポリ食べながらくつろいでいるイブとミレーヌがいた。

「だって、ホテルにいても暇ひまだし」

「帰りに買い物したいですわ」

　完全に観光気分だ。イブはいいとして、ミレーヌはブラックファングから来ている派は遣けん社員に過ぎないのに、一体何様なのか。

　ミレーヌはブラックファングの社員であるから、ちゃんとブラックファングから給料をもらっているのだ。ところがミレーヌの生活費は、ケルストリア島で合流して以来、ずっとアレックスのポケットマネーから払っている。ほとんど詐さ欺ぎであろう。しかも買い物に連れて行けと言い出す始末。腹が立ったので、あとでおっぱいを揉んでやろうと心に決めた。

「ぴ」

「こらムルル。そんなところにいたらシフトレバーを動かせないだろ。後ろに行ってイブと遊んでもらえ」

「ムルル、おいでおいで」

「ぴー」

　ムルルはムルルで、意味もなく車内をウロついていた。お仲間のポポラがボンネットの下で精霊発動機を動かしているから暇なのだ。しかし、イブのお陰かげでムルルも居場所を見つけ、ようやく静かになった。

「ええっと、十五番地……この辺だな」

　やって来たのは静かな住宅街だ。チェルシーに教えてもらった住所はこの近くのはず。

「あら？　如い何かにもな黒くろ塗ぬりのセダンが停とまっていますわ」

　ミレーヌが言うように、通りにはマフィア御ご用よう達たしの高級車がいた。それも、目指すブルースター家の前だった。

　はて？　と思い、ゆっくり近づいていくと、ブルースター家から大男が飛び出してきた。肩かたに、修道服を着た女の子を担かついで。

「誘ゆう拐かいか!?」

　大男が女の子を車に放り込むのを見たアレックスは、反射的にシフトダウンし、アクセルを床まで踏みつける。

　黒塗りのセダンに体当たりするつもりだ。これでもし誘拐じゃなかったら――そのときは謝あやまればいいだけのこと。

　ところがセダンの窓が開いて、そこから銃じゆう口こうが見えた。

「サブマシンガンですわ！」

「お兄ちゃん避よけて！」

　言われるまでもない。ハンドルを切り、サブマシンガンの射線から逃のがれる。リアタイヤがスライドし、ブルースター家のポストを破は壊かいしてしまった。アレックスが何とかスピンするのをこらえているうちに、黒いセダンは走り去ってしまう。

「ちっ、昼間っから発はつ砲ぽうとはカタギじゃねーな！　ミレーヌ、銃じゆうは持ってきたか？」

「もちろんですわ」

　ミレーヌはスカートをまくり、太ふと股もものホルスターから拳けん銃じゆうを出した。

「よし。それじゃあカーチェイスを始めるぞ！」

　再度アクセルを踏むと、後輪が一いつ瞬しゆん白はく煙えんを上げ、それから爆ばく発はつ的てきなパワーで車体が加速した。なにせこの車はイブがチューニングした特別仕様。おまけに発動機に入っているのは、レギオンフレームの規格にも対応するポポラだ。並の自動車など敵ではない。

　その証しよう拠こに、黒いセダンの姿がどんどん近づいてくる。

　走るにつれて周囲から建物の数が減っていく。どうやら郊こう外がいに向かっているらしい。こちらとしても、人が少ない方が騒さわぎにならなくてありがたい。

　車間距きよ離りが三十メトロンまで近づいたところで、相手はまたサブマシンガンを向けてきた。が、今度はこちらにも攻こう撃げきの意志がある。

「遅おそいですわ！」

　ミレーヌが引き金を引く。その一発の弾だん丸がんが敵のタイヤを正確に撃ち抜き、バーストさせた。

　一挙に安定を失った車体は、木の柵さくを突き破って草原に突っ込み、三回転して停止する。

　そこから二人のチンピラ風の男が這はい出だした。目を回してしまったのか、フラフラしている。

「イブはここで待っていろ」

　アレックスはダッシュボードから拳銃を出し、ミレーヌと二人で黒いセダンに向かう。

「おい、お前ら。動くなよ」

　銃口を向けると、チンピラたちは恨うらめしそうな声を出した。

「何なんだ、貴様ら……」

「通りすがりの正義の味方だ。お前たちこそ何者なんだ？　白昼堂々の誘拐に発砲とは恐おそれ入いったぜ」

　アレックスは投げ出されたサブマシンガンを拾い上げ、チンピラたちを牽けん制せいした。そんなことをしなくても、二人ともフラフラになっていたが。

「アレックス。この子、気絶しているみたいですわ」

　ミレーヌはセダンから修道服の少女を引きずり出した。

「そのまま眠らせてやれ。まずはこの二人の尋じん問もんだ。さて……鉛なまり玉だまぶち込まれたくなかったら、どうしてフィオナ・ブルースターを誘拐しようとしたか、答えてもらおうか」

「てめぇ、あの娘の名前知ってるってことは、通りすがりじゃねーな！」

　チンピラは今いま更さらのようにそんなことを叫さけぶ。

　やはり、この修道服の少女はフィオナのようだ。

「ほう、よく気付いたな。頭がいい。そんなに頭がいいなら、俺がお前さんたちを殺すのを躊ちゆう躇ちよしないのも分かるよな」

　銃口を頭に押しつけてやると、二人とも脂あぶら汗あせをダラダラ流した。

　そんな憐れなチンピラたちに救いを差し伸べるように、サイレンの音が遠くから響ひびく。

「まずい、警察だ！　ミレーヌ、その子を車に乗せろ、逃にげるぞ！」

「分かりましたわ！」

　アレックスは銃でチンピラを殴って気絶させ、フィオナを乗せて車を走らせた。

　これでは、まるでこちらが誘ゆう拐かい犯はんだ。

　だが、サブマシンガンまで出てきてしまっては、誘拐をしてでもフィオナに事情を聞く必要がある。

　警察にはチンピラだけで我が慢まんして頂こう。




　　　　　※




　フィオナと思おぼしき修道服の少女は、ホテルについても目を覚まさなかった。

　仕方がないのでミレーヌのベッドに寝かせ、それから三人で、どうして彼かの女じよが襲おそわれていたのかという議論を始める。




　イブ説。フィオナは教皇領に眠る財宝のありかを知っており、それを狙ねらったトレジャーハンターに狙われたのだ。なお、その財宝とは、食べてもなくならない無限のお菓か子しのこと。だったらいいなぁ！




　ミレーヌ説。フィオナはモテモテで色んな男から迫せまられていたが、ハッキリした態度を示さなかった。業ごうを煮にやした二人の男がフィオナの家に押しかけ、たまたま鉢はち合あわせて銃じゆう撃げき戦せんになった。そこにアレックスが来たことにより二人の男は、ひとまずフィオナの確保を優先して結けつ託たくした。そして見事アレックスを振り切った二人は、フィオナにそれぞれの方法で求きゆう婚こんする。一人はロシアンルーレットで男気を見せ、一人は伝説の宝石を求めて古代遺い跡せきに入り――そして二人は帰らぬ人となった。フィオナは二人の死を乗のり越こえ、立派に成長するのであった。




　アレックス説。フィオナの父親は、銀行の重大な秘密を知っていたゆえに殺された。そしてフィオナもまた、その秘密を知っているから狙われたのではないか。もしそうであれば、彼女の存在はＲＯＬにとって非常に有利だ。




「お兄ちゃんの説はロマンがなーい」

「そうですわ。もっとロマンチックじゃないと面おも白しろくありませんわ」

「別にウケを狙っちゃいないぞ。というか、ミレーヌのはロマンチックがどうこうより意味が分からん。支し離り滅めつ裂れつにもほどがある」

「そんなことはありません。きっと映画化したら、この前衛的なストーリーが評価されて、私は最さい優ゆう秀しゆう監かん督とく賞しようと主演女優賞のダブル受賞ですわ」

「わぁ、ミレーヌさん。自分で監督と主演やるんだ。ロマンある！」

「そういうわけで、アレックス。スポンサーになってくださいな」

「うるさい黙れ」

　という不毛な話をしていると、フィオナが呻うめき声ごえを上げた。

「うーん……」

「あれれ、起きたかな？」

　イブが覗き込むと、フィオナは気だるそうに体を起こし、むにゃむにゃと口を動かした。それから十秒ほどぼんやり虚こ空くうを見つめ、やっと目が覚めたらしく「あっ！」と大声を上げた。

「ここはどこ！　あんたたち誰だれ!?　私をどうするつもりっ!?」

　予想はしていたが、やはりフィオナは騒ぎ始めた。なにせ彼女の記き憶おくは、チンピラ二人に誘拐されたところで止まっている。見知らぬ場所で目を覚ませば、監かん禁きんでもされたかと思うのが当然だ。

「ここはガイナン・ロイヤルホテルだよ。私はイブ、よろしくね」

　混乱するフィオナに対し、イブはマイペースに自己紹しよう介かいを始める。

「あ……はい、よろしく……」

　銃を持ったチンピラ二人の恐きよう怖ふから一転し、いきなりイブの笑え顔がおだ。誰であろうと反応に困るに違ちがいない。だが、そのお陰でフィオナは暴れるのをやめた。

　イブを誘拐犯だと疑うのは、名門リベリオン大学の学生をもってしても困難のようである。

「え、えーと……？」

　フィオナは部屋の中を見回し、状じよう況きようを把握しようと一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　若い男が一人。巨乳女が一人。幼女が一人。そしてフワフワ漂っている精霊が二匹。
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　さあ、彼女はどんな答えを出すだろうか？

「夢……？」

　そう呟つぶやき、フィオナは布団に潜り込もうとする。

「こらこら。気持ちは分かるが、夢じゃない。君が襲われたのも、それを俺たちが助けたのも、紛まぎれもない事実だ」

「そんなこと言われても……あなたたちは……私に何もしないの？」

　フィオナは枕まくらを抱だきしめて、怪け訝げんな声を出した。

「無論だ。危害を加えるつもりはない。それと自己紹介が遅おくれたが、俺はアレックス・ベイリアルだ」

「イブ・ベイリアル！　改めてよろしく！」

「私はミレーヌ・アントワーヌですわ」

「はあ……」

　フィオナはまだ状況が飲み込めていないらしく、そんなとぼけた返事をした。しかし、名乗られておきながら自分だけ黙っているのも忍びないと思ったのだろう。

「私の名前は、フィオナ・ブルースターよ」

　これでお互たがいの自己紹介が終わった。

　実のところ、今の今までアレックスは、彼女がフィオナだという確証を持っていなかった。ブルースター家から誘拐されたことと、チンピラの言葉から、そうだろうなと思っていただけだ。

　しかし、ようやく話が動き出す。

「フィオナ。君はどうして誘拐されそうになったんだ？　相手はサブマシンガンまで持っていた。普ふ通つうのチンピラじゃない。もし良ければ、事情を聞かせてくれないか？」

　明らかに、何かの陰謀が動いている。

　それは彼女の父親も関かかわっており、そして州最大の銀行に繋つながっているはずだ。

　もしかすれば、州知事も。

　アレックスはそう期待を込めてフィオナに言ったのだが。

「それが、私も何が何だか分からないのよ」

　答えは予想より遥はるかに淡たん泊ぱくなものだった。

　聞きき間ま違ちがえか――そう思ったが、フィオナは本当に途と方ほうに暮れた顔をしていた。

　アレックスも途方に暮れてしまった。







第二話　バンク・オブ・スカーレット







「まずは打ち解けるために、裸はだかのお付き合いですわ」

　全すべては、ミレーヌが放った意味不明の一言がきっかけだった。

　その効果のほどは分からないが、アレックスは積極的に賛成する。女子の裸はいいものだ。見たい見たい、早く見たい。

　そんなわけで、アレックスとイブ、ミレーヌ、そしてフィオナは、スイートルームのベランダに備えられたジャグジーに入っている。

　当然、全員水着だった。

　裸のお付き合いと言っておきながら、これでは話が違う――と、騒ぐほどアレックスは子供ではない。そもそも野外の風ふ呂ろは水着の着用が基本だ。

　極きよく東とうには露ろ天てん風ぶ呂ろでも全ぜん裸らで入る国があるらしいが、にわかには信じがたい。実在するとしたら、国民一人残らず露ろ出しゆつ狂きようなのだろう。

　さて。イブは相変わらず幼児体型で、水玉模様の水色ワンピースがよく似合っている。自分の妹ながら、思わず撫でてやりたくなる可か憐れんさだった。

「えへへ、撫で撫でされちゃった」

　そして人類史に名が残りそうなほど見事な巨乳のミレーヌは、これまた挑ちよう発はつ的てきな黒いマイクロビキニである。ジャグジーに浸つかりながら無駄にエロいポーズを取ってアピールしてくる。が、どうせアレックスがその気になった瞬しゆん間かん、また逃げていくのだろう。それを力ちから尽ずくで押おし倒たおすのも楽しいが、今日はフィオナの話を聞くのが先決だ。

　その肝かん心じんのフィオナであるが。

「な、なによ……ジロジロ見ないでよ……」

　隣となりのミレーヌと比べるまでもなく胸は控ひかえめ。しかし体が未発達というわけでなく、スレンダーなプロポーションとして完成していた。

　オレンジ色のビキニを着ているが、恥はずかしいらしく、その上に白いＴシャツを被っている。それが透すけて肌はだに張り付き逆に艶なまめかしい。

　ちなみにムルルとポポラの精霊コンビは、ジャグジーの周りをコロコロ転がって遊んでいる。楽しそうで何よりだ。

「それで本題に入るぞ。フィオナは襲われた理由に全く心当たりがない、と」

「あるわけないでしょ。私は普通の学生よ」

　なるほど。彼女自身はそうかもしれない。リベリオン大学の学生という時点で、平均より遥かに優ゆう秀しゆうであるが、それだけだ。

　イブのように類のない天才というわけでもなく、とんでもない財産を持っているのでもない。どこにでもいる女の子。

　そのフィオナが狙われた理由が、必ずあるはずなのだ。

「君にとっては辛い話題かも知れないが、一週間前、父親のマイケル・ブルースターが事故死しているな。犯人はまだ捕まっていない」

「っ!?　どうしてそれを」

「俺たちはもともと、君の父親のことを聞きたくて通りかかったんだ。いや、そもそもの話、俺たちがこの街に来た理由から説明しようか。リベンジャー・オブ・ルーメシアって企業を知ってるか？」

「えっと……ケルストリア島とかラウドリア王国の紛ふん争そうに関わっていた企業よね。そのせいでハルバートとエクストラが大損したって、新聞に書いてあったわ」

「知っているなら話が早い。俺はそのリベンジャー・オブ・ルーメシア、略りやく称しようＲＯＬの社長だ」

「社長っ？　嘘！　だってあなた何なん歳さいよ！」

　フィオナはＲＯＬを知っていても、その社長までは知らなかったらしい。

　しかし、嘘と言われても本当にアレックスが社長なのだ。

「二十歳はたちだ。いまどき、若くして起業する奴やつなんてごまんといるぜ。第一、社長でもなければスイートルームなんて泊とまれないだろ」

「そう言われると、そんな気もするけど……」

　フィオナは、自分が今スイートルームのジャグジーにいるという現実を思い出し、アレックスがＲＯＬの社長であると納なつ得とくしてくれた。

　もっとも、社長でなくともスイートルームに泊まる方法などいくらでもありそうだが、そういう話をするとややこしくなるので黙だまっておく。

「それでだ。ＲＯＬはリキッド企業として、ノーナイフ造船にタンカーの建造を依い頼らいした。だがノーナイフ造船の株主にキングダムがいて、断られてしまったんだ。無論、大株主に逆らう企業なんてないだろうから、ノーナイフ造船を怨うらんでも始まらない。至し極ごく、真っ当な経済感覚だ。そして俺たちＲＯＬも、真っ当な経済感覚として、ノーナイフ造船を買収してしまおうと考えた」

「それって真っ当……？」

　リベリオン大学の学生は、釈しやく然ぜんとしない顔をした。

　もちろん、言うまでもなく――。

「真っ当だ」

　経済と戦争は、勝たなければ意味がないし、勝ってしまえば大たい抵ていのことが正当化できる。とはいっても、一いつ般ぱん人じんにはなかなか分からない感覚かも知れない。

「どうせ買うなら安い方がいい。あれだけ大きな企業なら、叩たたけばホコリが一いつ杯ぱい出てくるはずだ。株価が下がりそうな秘密が知りたい。典型的なのは金の話だろう。そして金に関する秘密というのは銀行が抱かかえ込こんでいるものだ。君のお父さんは、州最大の銀行、バンク・オブ・スカーレットの人間だった。それが一週間前に死んでしまった。重大な何かを知っていたんじゃないのか？」

「そんな……関係ないでしょ！　お父さんは事故死だったのよ。秘密を知っていたからといって事故にあうわけが……まさか事故じゃないと言いたいわけっ？」

　フィオナは怒いかりの色を浮うかべ、声を大きくする。

　父親の死から一週間しか経たっていない。まだ気持ちの整理も出来ていない。そんなときに、本当は事故死ではなく他殺だったんじゃないか、と言われたら。彼女ならずとも平静ではいられない。

「現に、目撃者の多い大通りだったのに、警察は犯人の手がかりすら掴つかめていない。いや、それよりも……ついさっき、君自身が誘拐されかけたじゃないか。むしろ誘拐で済んだのか？　あのままだと、殺されて川に沈しずめられたんじゃないか？」

　殺されていた。川に沈められていた。

　そんな非日常の言葉が、自分に起こりえたかも知れない。

　そう聞かされたフィオナは青くなる。

「……ありえないわ……だって私はあれをベケットさんにしか見せてない……誰も知らないはずよ……」

　あれ――とは何だ。

　やはり、彼女には心当たりがあったのだ。

　ただ、死に直結するものだと認にん識しきしていなかった。人の命が安いということを知らなかった。

　金のために平然と人を殺す者は大勢いる。それがたった百万レーラでも、五十万レーラでも、ときには十万レーラのために血が流れる。普通の人間とは住んでいる場所が違うから、巡めぐり会あわないだけだ。

　しかし、こうしてときどき、光と闇やみが混じってしまう。本来なら表の世界をまっとうに歩むはずだった少女が、命を狙われている。

　フィオナは、死ぬかも知れないという状況を理解し、震ふるえた。熱いジャグジーの中なのに、ガクガクと。自分の体を抱きしめても、それは止まらない。

　目を充じゆう血けつさせ、涙なみだを浮かべ、唇くちびるを噛かむ。

　そんなフィオナを、イブとミレーヌが左右からそっと抱く。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、フィオナさん。お兄ちゃんが助けてくれるよ！」

「そうですわ。なにせアレックスは、キングダム相手に勝った男なのですから。チンピラが何人こようと、敵ではありません。楽勝ですわ」

　楽勝とは、これまた大きなことを言ってくれる。

　ただのチンピラならそうだろう。だが、そんなはずがないと分かっている。

　背後には、州最大の銀行。おそらく州知事や議員。もしかしたら、更さらに大きな何者か。

　それらを相手取って、楽勝、と。

　ああ、言い切ってみせよう。

「――楽勝に決まっている」

「本当？　本当に？」

　迷子になった幼い子供のようにフィオナは呟く。

　否いや、彼女は親を亡なくした本物の迷子だ。

　自分が今、誰に狙われているのか。自分が今、どうしたらいいのか。

　何も知らずに、闇の世界で道に迷っている。

　ならば救って見せよう。

「本当さ。だからフィオナ。君が知っていることを教えてくれ」

　今からアレックスは、この少女の騎き士しとなろう。




　　　　　※




「どういうつもりなんだ！　たかが小こ娘むすめ一人も消せないで……お前らそれでもマフィアか！　捕まった二人は私が処理しておく。絶対にフィオナ・ブルースターを殺せ！　いいか、もう失敗は許さんぞ。お前たちなど、私がいなければ凡ぼん百ぴやくの小悪党だということを忘れるな！」

　怒りにまかせて怒ど鳴なりちらしたアンソニー・アンダーソンは、それでも頭に血が上ったままで、受話器を叩き付けてしまった。

　一いつ瞬しゆん後、自分の振るまいが相手にどう映ったか理解し、慌あわてて居直る。

　リヴァーフラット州の知事たるアンソニーは、今この執しつ務む室しつにいる客に対して忠誠を誓ちかっている。自分は彼かれの犬であると称しようして差さし支つかえなかった。

「も、申し訳ありません、クリストファー様……とんだお見苦しいところを……」

「ふむ。まあ、いいでしょう。あなたも色々気苦労がありそうだ」

　そう答えた彼こそ、権力の化け身しんとも言うべき存在である。

　クリストファー・ウィザースプーン。

　今年で五十五歳さいになったアンソニーより十歳は年下だ。外見だけでいうなら、それより更に十歳若く見える。なのに逆らえない。逆らおうという発想すら持ち得ない。

　彼のことを少しでも知っていたなら、万ばん人にんがそう思ってしまう。忠誠を誓う以外に選せん択たく肢しがないのだ。

　クリストファーの持つ力は、それほど馬ば鹿かげている。

「今日私が来たのは、あなたを激げき励れいするためですよ、知事。なにせバンク・オブ・スカーレットの裏うら帳ちよう簿ぼが流出しかけたのですから。まあ、地銀など私にとってはどうでもいいが、連座であなたに捜査が及およぶのは看過し得ない。あなたには我々の好意でリベリオン銀行を使わせているのです。それもすべて、リヴァーフラット州を大過なく治めていることを評価してのことであると、肝きもに銘めいじて下さい」

　それはつまり、アンソニーがミスを犯おかせば、すぐにリベリオン銀行の口座を凍とう結けつするということか。いや、その程度では済まない。下手をすれば、凍結するのは生命だ。

「も、もちろん分かっております。必ずやフィオナ・ブルースターは始末します。ご安心を！」

「ならば結構。あとそれから、そのフィオナさんが裏帳簿を渡わたした検事……なんと言いましたか」

「ジェフリー・ベケット、ですが……」

「フィオナさんよりも、その検事を優先し、捕とらえて尋問しなさい。フィオナさんの暗殺が妨ぼう害がいされたということは、どこかで情報が漏もれていた可能性が高い。あなたか、マフィアか……そうでなければ検事しか有り得ません。裏帳簿を持っていないフィオナさんは、しょせん一いつ介かいの学生ですから放置してもどうということはありません。が、裏切り者の方は断固として制裁を加えなければ」

「なるほど、確かに！」

　フィオナ暗殺を妨害した者が誰かは知らないが、暗殺するということを知っていなければ守りようもない。言われてみれば、情報漏ろう洩えいを疑うのは当然のことだった。

「では私はこれで。ああ、見送りは結構。それより知事は仕事をしていてください。忠誠は結果で示して頂きたいものです」

　そう言ってクリストファーは知事の執務室を出て行く。

　広い部屋だというのに、今まで息が詰つまりそうだった。一人いなくなっただけで、アンソニーは久しぶりに酸素を吸ったような気分になった。

　政界、財界、官界。それらを人形のように操あやつる糸を持った一族。

　ウィザースプーン家の当主。

　雲の上の存在とは、ああいう男のことを言うのだ。そこからこぼれ落ちてくる一滴てきの蜜みつだけでアンソニーは生きている。

　その一滴一滴が、数億レーラとか数十億レーラという数字だった。

　それを吸うためだけにアンソニーは知事になった。

　否、靴くつを舐なめて、知事にして頂いたのだ。




　　　　　※




　フィオナ・ブルースター、十七歳。

　父親はバンク・オブ・スカーレットの総合企画部の部長。

　母親はフィオナが十歳のとき、働いてばかりの父に愛あい想そをつかし、男を作って出て行ってしまった。

　小さいときから父に遊んでもらった記憶は、ほとんどない。

　フィオナにとって父親とは、ずっと働いていて、たまに家に帰ってくる存在だった。

　しかし、だからと言って嫌きらいだったわけじゃない。

　家族を養うために必死に働いているのだと分かっていたから。

　そう自分を納得させられるほど、フィオナはマセた子供だった。

　マセていたから、愛人を作って遊んでいる母に嫌けん悪お感を持った。

　それを母も察して、フィオナを置いていった。

　母の浮うわ気きが原因なのに、向こうの弁護士がやり手で、慰い謝しや料りようまで取られてしまった。

　当時は崩ほう壊かいした家庭に思うところもあったが、もう七年も前の話だ。

　母親の顔なんて、写真を見ないと思い出せないくらいの年月が経っている。あの人が自分の親だという感覚は、あまり残っていない。

　フィオナにとっての親は、父親のマイケル・ブルースターなのだ。

　母が出て行ってからの父は、ほんの少しだけ家庭を顧かえりみるようになった。

　とはいっても、授業参観とか運動会とかの学校行事に、年に一度くらいの間かん隔かくで参加するようになったり。月に一度、一いつ緒しよに外食に行ったり行かなかったり。その程度の変化。

　それでもフィオナは嬉うれしかった。

　だが、そのとき父の仕事は、むしろ最悪の時を迎むかえていた。

　これはずっとあとになって知ったことだが、州の財務局ＯＢが、知事の走そう狗くとなってバンク・オブ・スカーレットに大量に天あま下くだりしてきたのだ。

　財務局ＯＢたちは銀行の利益も顧こ客きやくのことも考えず、バンク・オブ・スカーレットを知事と議員の財さい布ふに作つくり替かえてしまった。

　古株たちは当然のごとく反発した。

　その結果、ある者は閑かん職しよくに左さ遷せんされ、ある者は子会社に送られた。

　そしてフィオナの父は、財務局ＯＢに逆らわなかった。大人しくしたがった。

　そのおかげで課長から部長に昇しよう進しんした。

　収入も上がった。

　あのとき小学生だったフィオナは、ちょっぴり増えたお小こ遣づかいに喜んでいた。

　その裏で父が汚よごれた世界に首を突っ込んでいたとも知らずに。




　父は、裏帳簿の管理を任されていた。

　政治家の隠し口座。

　マフィアへの不正融ゆう資し。

　天下り組の横領。

　そういった表に出せない銀行の闇を、父は一身に背せ負おっていた。

　絶対に国税局や金きん融ゆう庁ちようには見せられない、闇の書だ。

　裏帳簿など作らなければ証拠が残らないのに、というのは素人しろうと考えである。

　そもそも帳簿というのは税金の申しん告こくだけでなく、会社の経営状況を知るためにも使うのだ。

　改ざんされた表帳簿だけでは、バンク・オブ・スカーレット自身が混乱してしまう。

　裏帳簿こそが実際の経営状況を表わした本物であり、表の帳簿は世間の目を誤ご魔ま化かすためだけに存在する紙切れに過ぎない。

　フィオナの父マイケル・ブルースターは、一人ひとり娘むすめを養うため、リヴァーフラット州最大の銀行の悪事に加担し続けた。

　そして月日が経ち、フィオナが十七歳になった冬。

「ねえ、お父さん。私、リベリオン大学に合格したわよ。飛び級よ、凄すごいでしょ。あそこは学費も安いし、神職に就つけば一生安あん泰たいだし、それ以外の業種にも受けがいいし。だから、もうそんなに一生懸命働かなくても大丈夫よ。私、大学行きながらバイトもするし……だから、少しは休んでよ。お父さん、ずっと働きっぱなしじゃない」

「そうか！　あのリベリオン大学に……すごいなぁフィオナは。お父さんは全然お前に構ってやれなかったけど、一人で立派になったんだな……」

「何言ってるの。私を今まで養ってくれたのはお父さんでしょ」

「そう言ってくれるか、ありがとう。しかし……そうか、フィオナがリベリオン大学に。だったら、私もお前に恥じない生き方をしなきゃな」

「？　お父さんはバンク・オブ・スカーレットの部長さんでしょ。自じ慢まんのお父さんよ」

「いや。これはずっと以前から考えていたことだ。ああ、お前には関係のないことだよ。ちょっと、仕事で思うところがあってね。それを正さねばいけないと分かっていても、今まで放置してしまった。だけど、ようやく決心がついた」

「ふーん。何だかよく分からないけど、頑がん張ばってね、お父さん。だけど、さっきも言ったけど、ちゃんと休まなきゃ駄だ目めよ」

「分かっているよ。そうだ。お前の合格祝いに、どこか旅行にでも行こうか。家族旅行なんて、一度もしたことがなかったなぁ」

「え、本当!?　どこがいいかなぁ」

　合格発表の夜。幸せな会話だった。

　それから一週間後、父は自動車に轢ひかれて死んでしまった。

　即そく死しだった。

　朝の通勤ラッシュ。目もく撃げき者しやが沢たく山さんいたのに、犯人は行方ゆくえ知れず。

　大学から呼び出され、警察署に行き、遺体の身元確かく認にんをして、葬そう式しきを挙げて、埋まい葬そうして。

　骨になった父を見ても、まだ実感が湧かない。

　死んだ？　お父さんが？　嘘うそ。だって旅行に行くって約束した。

　仕事ばかりの人だったけど、約束を破ったことだけはなかったから。

　だからきっと、旅行代理店のパンフレットでも持って、ひょっこり帰ってきて。

　仕事が忙いそがしいからあんまり遠くには行けないんだ、なんて謝ったりして。

　一泊ぱく二日でも十分楽しめるわよ、と宥なだめたりして。

　だけど、二日経っても、三日経っても、父は帰ってこない。




　フィオナは何となく、父の書しよ斎さいに足を向けた。

　本ほん棚だなからアルバムを取り出し、何気なく眺ながめた。

　フィオナを写したものばかりだった。

　生まれたばかりの頃ころ。はいはいを始めた頃。初めて立ち上がった瞬間。幼よう稚ち園えんで作って来た工作を見せびらかしている笑顔。小学校の入学式に向かう緊きん張ちようした表情。写生コンクールでもらった佳か作さくの賞状を誇ほこらしげに持つ姿。運動会のリレーで懸けん命めいに走る光景。中学校のとき、一度だけ見に来てくれたソフトボール部の試合。高校の文化祭で使った着ぐるみを家に持ち帰って着ている写真。




　驚おどろくほど、父はフィオナのことを見ていた。

　仕事ばかりだと思っていたのに。

　いや、仕事ばかりだからこそ、一緒にいられる時間を大切にしていた。

　アルバムから、そんな父の想おもいが伝わってきて。

　フィオナの目から涙がこぼれて。

　嗚お咽えつが止まらない。

　父はもう死んでしまったのだと、ようやく理解する。

　リベリオン大学に合格して、少しは楽をさせてあげられると思ったのに。

　就職したら、沢山恩返ししようと思っていたのに。

　何もかもがもう無理だと悟さとり、一晩中泣きつづけた。




　遺ゆい言ごんを見つけたのは次の日の朝だった。




　本棚に挟はさまっていた封ふう書しよ。

　中に入っていたのは、遺書と、分厚い資料の束。

　そこにあった内容は、フィオナの想像を絶するものだった。

　バンク・オブ・スカーレットの数々の不正が事細かに書かれていた。

　吐はき気けがしそうなほど邪じや悪あくな裏帳簿。それは、どんな魔導書グリモワールですら及ばぬほど禍まが々まがしい数字の羅ら列れつだ。

　父は全てをなげうってでも、それらを糾きゆう弾だんしようとした。

　しかし長年勤めた銀行を潰つぶしたくないから、外部からではなく、内部から変わって欲しいと願った。

　だから取とり締しまり役やく会かいで、声こわ高だかに叫んだ。

　ところが、天下り組だけでなく、仲間であるはずの古株まで父を無視した。

　なぜなら、そこにいる者は例外なく、不正による甘あまい汁しるを吸ってきた人間だ。

　今更、何を言い出すんだ――そんな批判の目が父に集中した。

　お前だって仲間を裏切り、天下り組にしたがったんだろうが――と。

　まったく、その通りだった。

　それを承知で父は告発するつもりだった。偽ぎ善ぜん者しやと呼ばれようとも、バンク・オブ・スカーレットがしていることは、もう看過できない。

　州そのものが食い物にされているのだ。




　遺書には、そんな父の思いが綴つづられていた。

　何かあったときは、フィオナの手で裏帳簿を、地検のジェフリー・ベケットの所に持って行って欲しいと。彼は父の友人だから信用できると。

　そう書かれていた。

　フィオナは無論、遺言を実行した。すぐにリヴァーフラット地方検察庁に裏帳簿を持っていった。

　その夜、フィオナは緊張のあまり寝ね付つけなかった。結局、寝たのは朝の五時を過ぎてからで、目を覚ましたら昼になっていた。

　大学は遅ち刻こく。やけくそで、敢あえてゆっくり昼食を食べ、制服の修道着に着き替がえ、出かけようとしたとき。

　家に銃じゆうを持った二人が押しかけてきた。

　わけもわからず車に押し込められ、変な薬で眠ねむらされ――ふと気が付いたら、ＲＯＬの社長を名乗る男が目の前にいた。




　　　　　※




「それが、私がここに来るまでの経けい緯いよ。ねえ、どう考えたって私が狙われるのはおかしいわ。だって私が裏帳簿を持っていたってことは、地検のベケットさんしか知らないのよ。あなたたちだって知らなかったでしょ？」

　フィオナは疲つかれ切きった表情でそう訴うつたえる。父の死からこれまでの出来事を一気に説明したのだ。無理もない。まして、命がかかっている。

「……そうだな。詳くわしいことは、改めてじっくり考えよう。それより、フィオナは休んだほうがいいんじゃないか？　色々あって、肉体的にも精神的にもキツいだろ。連中はここに君がいることを知らないから、安心していいぜ」

「そうね……そうさせてもらうわ」

　アレックスの提案を、彼女は素す直なおに受け入れた。

「じゃあ、私たちの部屋を使ったらいいよー」

「スイートルームのふかふかベッドなら、疲れなんて吹ふき飛とびますわ」

　イブとミレーヌが、フィオナの腕うでを引いて隣の部屋に連れて行った。

　そして残されたアレックスは、一人ため息をつく。

　フィオナの父親の友人だったというジェフリー・ベケット検事。彼はまず間違いなく、敵だ。フィオナが裏帳簿を持っていたという情報を流出させた張本人だ。

　フィオナは父を唐とう突とつに失い、州最大の銀行の裏帳簿などというものを託たくされた。

　そんな状況で、頼たよりになるはずだった父の友人に裏切られたなどと、どうして信じられようか。

　金と権力の世界は残ざん酷こくで、悪意に満ちていて、容よう赦しやがない。

「フィオナの父親だって、事故死なわけがない。消されたと考えるのが自然だ……ああ、胸むなくそ悪い」

　ありがちな話といえばそれまでだ。

　しかし到とう底てい、受け入れられるものでもない。

　ゆえに、この州をぶっ潰す理由が一つ増えた。




　　　　　※




「ほら、ちゃんとお布ふ団とんを掛かけないと風か邪ぜを引いてしまいますわ」

「フィオナさん。私が子こ守もり歌うたを歌ってあげる。ねんねんころりよ、おころりよ～～」

「いや、疲れてるだけで、別に眠いわけじゃないから」

　フィオナはミレーヌの手で抱きかかえられ、子供のようにベッドに寝かされてしまった。細い腕のどこからそんな力が出てくるのだろう。そしてイブはどこの国のだか分からない子守歌を歌い出す。

　親切な人たちだというのは理解したが、それにしても過保護だ。

「あれ、寝ないの？　じゃあ、お話ししようよフィオナさん」

「そうですわ。アレックスもいないし、女子だけの秘密トークですわ」

「はぁ……」

　秘密トークと言われても、今日会ったばかりの人たちと、何の話をすればいいのだろう。むしろ、どうしてイブとミレーヌはこんなに馴なれ馴なれしいのか。

　フィオナに気を使って、わざと明るく振ふる舞まっているのかもしれない。あるいは、いつもこのノリで生きている？　いやいや、まさかそんな。

「そう言えば、アレックスが社長なのは分かったけど、あなたたちは何なの？　社員には見えないけど……」

　一応、ミレーヌは黙っていれば美人秘書の類たぐいに見えないこともない。だがイブは子供だ。十三歳くらいに見える。

「私はお兄ちゃんの妹だよ」

「妹……？　ああ、そっか。どっちもベイリアル姓せいね」

「そうそう！」

　つまり、兄の仕事にくっついてきているわけか。しかし、リキッド企き業ぎようの仕事に、こんな幼い妹を付き合わせるのは感心しない。第一、イブは学校に行かなくてもいいのか。もっともフィオナは、よその家の事情に口出しする気などないので黙っている。

「じゃあミレーヌさんは？」

「私はブラックファングの社員ですわ。今はＲＯＬに派は遣けんされていますけど」

「ブラックファング？」

「民間軍事会社ＰＭＣですわ。規模は小さいですが、業界では結構有名なのですよ」

　ミレーヌは澄すまし顔がおでそう言った。それを見たフィオナは、いいところに就職した先せん輩ぱいがわざわざ自慢しに来ていたのを思い出す。

　しかしフィオナは、ブラックファングなど聞いたこともないから、何が凄いのかサッパリ分からない。それにミレーヌの姿と民間軍事会社ＰＭＣのイメージが繋がらず、首を捻ひねってしまう。

「えっと……事務員か何か？」

「ふふふ」

　なぜかミレーヌは不敵に笑い出す。と、その次の瞬間。

　フィオナの眼前に、銃じゆう口こうが突つきつけられた。

「わっ、え、なにっ？」

　自動式の拳けん銃じゆうが、額からわずか五センチほどのところにあった。フィオナは銃のことは全く知らないが、その質感がリアルすぎて、到底おもちゃと思えなかった。

「冗じよう談だんですわ。ちゃんと安全装置がついていますから」

　ミレーヌはそう言って、拳銃を太ふと股もものホルスターに戻もどす。

　彼かの女じよは、まさに目にも止まらぬ速さでスカートを捲まくり、銃を抜ぬき、フィオナに向けたのだ。何分の一秒で行なえば、こうなるのだろうか。本当に、しぐさすら見えなかった。

「じゃあ、本当にミレーヌさんは、戦ったりするの……？」

「ええ。それが私の役目ですわ。フィオナさんが襲おそわれても、しっかり守ります」

　確かに今の動きを見れば、熟練の兵士なのだと信じることが出来る。味方になってくれるなら、頼たのもしいし、安心だ。

　しかし、ミレーヌと自分は、それほど年ねん齢れいが離はなれているように見えない。そんな彼女が、どうして戦いの世界に身を投じているのか、気になってしまう。

「ミレーヌさんは、どうして民間軍事会社ＰＭＣに？」

　そう質問した途と端たん、脳天気とすらいえるほど明るかったミレーヌの表情に、影かげが差した。

「それは……」

　尋たずねてならないことを、尋ねてしまった。

　フィオナはそう悟ったが、もう遅おそい。あとは謝あやまるくらいしかなかった。

「その……ごめんなさい」

「いえ。大丈夫ですわ。ただ、私も色々ありましたから」

　そう笑ってミレーヌは、恋こいバナでもしましょうか、なんて言い出した。







第三話　レスター・コナー







　オルグレン・ファミリーのボス、トニー・オルグレンは憤いきどおっていた。

　マイケル・ブルースターの娘むすめを消すため、二人も送り込んだのに、失敗したあげく、警察に捕つかまってしまった。その処理はどうしても知事任せになってしまう。オルグレン・ファミリーの信用に傷が付いてしまった。

　一体どこの誰だれが？

　なぜ娘を守った？

　捕まった二人は取り調べで、若い男と女にやられたと供述しているが、それ以上は何も喋しやべっていないようだ。

　それでいい。敵の姿はこちらへのメッセージだ。あとは余計なことを言う前に、知事が口くち封ふうじをしてくれるはず。

　それにしても敵は、どこからフィオナ襲しゆう撃げきの情報を手に入れたのだろう。何の得があってオルグレン・ファミリーを妨害したのだろう。

　知事は、ジェフリー・ベケット検事が怪あやしいと言っていた。

　確かに、最初にフィオナ・ブルースターから裏帳簿を受け取ったのは、その検事だ。

　それから知事に情報が行き、知事から指示を受けてオルグレン・ファミリーは動いた。

　ファミリー内部から流出したというのは考えられない。なにせトニー自身が知事から電話を受け、実行犯の二人に命令したのだ。あとは誰も知らなかった。

　知事が情報を漏らしたと考えるのは論外だ。それこそ百害あって一利なし。

　ならば消去法で検事ということになる。

　しかし、それでも理由が分からなかった。こちらはマフィアだぞ。黒幕は州知事なのだぞ。その邪じや魔まをするだって？　そんな酔すい狂きように付き合う、若い男と女とは何者か！

「くそっ！　リヴァーフラット州でこの俺おれに刃は向むかう奴がいるだと!?　ふざけてやがる。細切れにして豚ぶたの餌えさにしてやるぞ！」

　その激しい言葉とは裏腹に、トニー・オルグレンは、正体不明の敵に脅おびえていた。

　権力と繋つながり、安全を確保してきたトニーにとって、抗こう争そうなど長らく経験していなかった。

　ここまで盤ばん石じやくな地位を築きあげたのに、今いま更さら脅おびやかされることがあるなど、絶対にあってはならない。

　だからこそ、部下を襲った敵が恐おそろしくてたまらない。

「落ち着け、オヤジ」

　トニーが震えていると、息子むすこのダレスが口を開いた。

　自分とは正反対に落おち着つき払はらっているダレスに、トニーは逆に苛いら立だちを募つのらせる。

「落ち着けだと？　敵が誰なのかすら分からないのに!?」

「誰であろうと返かえり討うちにすれば済む。そもそも雑ざ魚こが二人やられたからって、そう大おお騒さわぎするようなことじゃない。それにこっちには、あいつらもいる」

　狼ろう狽ばいするトニーを責めることなく、ダレスはあくまで淡たん々たんとしていた。まだ取るに足らない状じよう況きようだと、ゆっくりと説明してくれた。

　そのおかげでトニーはようやく冷静になる。

「そうか……なるほど、お前の言うとおりだダレス」

　いつもいつも、ここぞというときにダレスは助け船を出してくれる。頼りになる、自慢の息子だ。自分が死んでも、ファミリーを立派に引っ張っていくだろう。

「取り敢えずオヤジよ。その検事を尋じん問もんすればいいんだろう。あいつらを使う。いいな？」

　あいつら――。

　それはダレスが二ヶ月ほど前に見つけてきた、流れ者の傭よう兵へい二人。

　戦争や紛ふん争そうとは無む縁えんに生きてきたトニーですら名前を知っている、その道の有名人。

　何かの役に立つというダレスの進言を受け入れてファミリーで飼ってきたが、そうか、こういうときに働いてもらうのか。

「よし、分かった。そっちはお前に任せるぞ、ダレス」

「……ああ、任せておけ」

　そうやって息子に言いつけた時点で、トニーは全すべての問題が解決したような気分になっていた。さっきまでの不安を忘れ去り、お気に入りのレコードに針を落とす。




　ダレスが部屋を出て行くとき、侮ぶ蔑べつ的な目を向けていたことに、トニーはまるで気が付かなかった。




　　　　　※




　三人娘が隣となりの部屋に行ってしまい、静かになった部屋で、アレックスは一人考えていた。

　もっとも、完全に一人というわけではない。ムルルとポポラが周りをウロウロしている。が、イブやミレーヌとは違ちがい静かなものだ。

　さて。まずは時系列に沿って整理してみよう。

　フィオナの父マイケルは、銀行の不正を公表し、経営体質を正そうとした。その結果、一週間前に殺害された。

　これが誰の手によるものなのかはまだ分からない。銀行の上層部か、あるいは銀行の陰に隠れて動いている政治家の類いか。ひとまず『黒幕』と仮か称しようする。

　黒幕はマイケルを殺したことで、いったんは安心したはずだ。ところが無関係のはずだった娘のフィオナが、裏帳簿を持って地検に乗り込んできた。

　もし、そのまま地検が裏帳簿を元に捜そう査さを進めていれば、リヴァーフラット州がひっくり返るような大おお捕とり物ものになっただろう。

　しかし、地検にも黒幕の息がかかっていた。裏帳簿を受け取ったジェフリー・ベケット検事は、黒幕にそれを報告してしまう。おそらく、裏帳簿は既すでに燃やされているはずだ。

　そして黒幕は、念のためにフィオナを殺そうとした。そこに偶ぐう然ぜんアレックスたちが鉢はち合あわせ、フィオナを保護した。

　それが、これまでの出来事だ。

　重要なのは『黒幕』が何者かということ。

　アレックスは初めのうち、フィオナに事情を聞けば色々分かると思っていたが、どうやら彼女は父親に裏帳簿を託されただけで、本当に普ふ通つうの少女らしい。

　ＲＯＬがフィオナを保護していても、全くメリットがない。逆に言えば、黒幕もフィオナをそう必死になって消そうとはしないはずだ。

　その証しよう拠こに、昼間フィオナを襲った二人は明らかに素しろ人うとだった。プロなら連れ去らずに問答無用で射殺し、素す早ばやく逃にげていた。車に押し込んだのは、どこか人気のない場所で、いかがわしい行こう為いをしてから殺そうと思っていたのだろう。

「フィオナは裏帳簿の内容を覚えていたりしないかな。いや無理か……一瞬見ただけで暗記できるわけがない。スーパーのレシートじゃあるまいし」

　チェルシーと情報交こう換かんしてみよう。アレックスはそう思い至った。

　実業家としての州知事を調査するよう依い頼らいしてから、まだ一日も経たっていない。それでもチェルシーなら何か掴つかんでいるかも知れないし、アレックスがフィオナから得た情報を教えておく必要もあった。

　そう思った瞬しゆん間かん、部屋の電話が鳴り始める。

「なんというタイミングだ。まさかチェルシーからじゃないだろうな」

　アレックスがいぶかしげに電話を見ていると、ムルルが気を利きかせ、受話器を取り、持ってきてくれた。

「ありがとう、ムルル」

「ぴー」

　親切な精せい霊れいの顎あごを撫なでてから、電話に出ると、案の定。

「チェルシー・パセットという女性からお電話ですが、いかがいたしましょう」

　ホテルの従業員がそう告げた。

「……繋いでくれ」

　まさか監かん視しされているのでは、と疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれながら、相手が出るのを待つ。

「はぁい、アレックス。元気？」

「……元気だが」

「そう言うわりに声にハリがないわね」

「あんたに電話しようとした瞬間にかかってきたんでね。これが偶然なのかどうか考えていたんだ」

「偶然に決まってるじゃない。他に何があるっていうのよ？」

　チェルシーは不思議そうな声を出す。

「別に。何でもないんだ。それよりも、電話をかけてきたってことは、何かいい情報が入ったのか？」

「と言っても、一晩で調べたことだから、核かく心しんには迫せまってないけど」

「こっちだって一晩で何もかもが解決するとは思っちゃいないさ」

「良識あるクライアントで助かるわ。で、本題に入るけど。一年くらい前、リヴァーフラット州に、大型リゾート地を造るって計画が持ち上がったのを知ってる？」

「初耳だな。それがどうかしたのか？」

　チェルシーいわく、リゾート計画を立てたのは、オルテア建設という企業らしい。

　きらびやかなホテルに、ゴルフ場。キャンプ場。温泉。冬にはスキーとスケートも出来る――というように、話だけなら実に楽しげだ。

　実際に土地も買収している。

　ところが、工事は一向に始まらない。そのままオルテア建設は二週間前、突とつ如じよとして倒とう産さんしてしまった。

　今は宙ぶらりんになった土地だけが残っている。

「リゾート計画の資金をオルテア建設に融資したのはね。なんと、バンク・オブ・スカーレットなのよ。一週間前に事故死した部長さんがいた銀行。アレックスの勘かんはどうやら正しかったみたいね。まったく、こっちが一いつ生しよう懸けん命めい集めた情報より、あんたの勘の方が正確だっていうんだから嫌いやになるわ」

　そうボヤきつつ、チェルシーは話を続けた。

　リゾート建設予定地が担保になっていたが、それでもバンク・オブ・スカーレットが損をしたのは確実だと言う。

　そしてオルテア建設は、オルグレン・ファミリーというマフィアが経営する、フロント企業だった。

「そのオルグレン・ファミリーと、我らが州知事アンソニー・アンダーソンが繋がっているっていうのは、リヴァーフラット州の政界では公然の秘密になっているのよ。しかも、バンク・オブ・スカーレットには、州の財務局ＯＢが何人も天下りしていてね。今の頭とう取どりは知事の懐ふところ刀がたなって言われてるわ」

「なるほど。つまりリゾート計画は、初めからペーパープランだったわけか。ちなみに、その建設費はいくらなんだ？」

「どう多く見積もっても、完成までに三百億レーラってところね。けど、リゾート地は実際には造ってないから……そのお金はどこに消えたのかしらねぇ」

　チェルシーは面おも白しろそうに呟つぶやいた。

　もちろん、カラクリは分かっている。

　これは古典的な横領だ。

　まず黒幕――おそらくは知事――とマフィアが共きよう謀ぼうし、架か空くうのリゾート地建設計画を作る。それをフロント企業のオルテア建設が実行すると見せかける。

　財務局ＯＢが頭取を務める銀行は、知事の言いなりになって大金――仮に三百億レーラとする――をポンとオルテア建設に融資する。

　あとは頃ころ合あいを見計らってオルテア建設を倒産させ、三百億レーラを知事とマフィアで山分けすればいい。

　バンク・オブ・スカーレットは三百億の不良債さい権けんをかかえることになるが、それはいずれ州政府が公的資金を投入して救済するだろう。

　つまり端たん的てきに言えば、銀行という媒ばい介かいを使って、知事とマフィアが州の税金を懐ふところに入れてしまったわけだ。

「知事の隠し口座はリベリオン銀行にあるから追つい跡せきできないが――」

「オルグレン・ファミリーなら何とかなるかもね」

　リベリオン銀行は選ばれた者しか口座を開けない聖域だ。どうやったら選ばれた者になれるのかアレックスは知らないが、マフィアがそこに加わっているとは思えない。

　つまりオルグレン・ファミリーは、リベリオン銀行ではなく、普通の銀行を使っているはず。チェルシーの力が及およぶ領域だ。

　彼かれらを追おい詰つめて、融資された金の行方と、知事との関係を自白させれば一気に解決にもっていける。

　普通ならマフィアが相手となれば怖おじ気けづいて諦あきらめるのだろう。だがアレックスの場合、分かりやすい悪党のほうが気き兼がねなくぶちのめせるので気が楽だ。

「私の情報は今のところこれだけ。それでアレックスの方は？　何かあったんでしょ」

「ああ。昼間ブルースター宅に行ったんだが、フィオナが誘ゆう拐かいされるところに遭そう遇ぐうした」

「は？」

「それで、カーチェイスの末、フィオナを無事に保護した。今、隣の部屋でイブやミレーヌと休んでいる」

「ちょっと待ちなさいよ。前回のラウドリアのお姫ひめ様さまの一件といい、あんたのそのトラブル体質なんなわけ？　趣しゆ味みでやってるの？」

「趣味と言うより、運命、かな……少女の助けを求める声が俺を呼んでいるんだ」

「ふーん。で、詳しく説明しなさいよ」

　アレックスはフィオナから聞いた話を詳しく説明する。

　父親の死。裏うら帳ちよう簿ぼ。検事。誘拐未み遂すい――。

「そっちの黒幕も州知事じゃないの？」

「俺もそんな気がする。実行犯はオルグレン・ファミリーだな。そう考えればしっくりくる」

　もちろん、知事以外にも、裏帳簿の公表を恐れている連中は沢山いるだろう。

　それでも殺害という直接的な手段を取るには、裏の社会との繋がりが必要であり、知事にはそれがあるのだ。

「そのジェフリー・ベケットって検事も、私のほうで調べてみるわ」

「ああ頼む」

　もっとも検事はおそらく、ただの使いっ走りだろう。情報はあまり期待できない。

「そうそう、アレックス。あんたの話を聞いて思いだしたんだけど。今日の夕刊見た？」

「いや、まだだが」

「今日、ガイナンシティの郊こう外がいで危険運転をして捕まった二人がいてね。留置所で死んじゃったらしいわよ。なんか、隠し持っていた毒で自殺したとか」

「俺とカーチェイスやった二人か？　自殺する度胸があるようには見えなかったぜ」

「でしょうね。口封じよ」

　警察署の中で人を殺す。それも騒さわぎを起こさずに。

　並なみ大たい抵ていの権力者では不可能な芸当だ。

　州知事だからといって出来ると断言できないが、しかし州知事しかありえないだろう。

　少なくとも知らなかったということは考えられない。

　なにせこの州で一番の権力者なのだから。
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　ジェフリー・ベケット検事は、緊張のあまり吐き気をもよおしていた。

　どうしてこんなことになったのか、まるで分からない。

　自分の役目は、裏帳簿を知事にたれ込んだ時点で終わっていたはずだ。

　落ち度は一つもない。

　なのにどうして窓のない部屋に監かん禁きんされ、椅い子すに縛しばられているのだ。

「なあ検事さん。どう考えてもおかしいと思わないか？　フィオナ・ブルースター暗殺計画が、何者かに妨ぼう害がいされた。ありゃプロの仕し業わざだ。どこかで情報が漏もれてなきゃ、こんなことは起きない。さて……教えてもらおうか。誰がフィオナを守っている？　誰が雇やとった？　そいつはどんな得をするんだ？」

　ジェフリーの正面に座すわる男は、ニヤついた顔でそう言った。

　骨太で、熊くまのような形相の、いかにも恐ろしげな男だ。頬ほおから顎にかけて走った傷が、その印象を更さらに強めている。

　彼は武器を持っていない。素す手でだった。ところがその拳こぶしが、デカく、太く、まるでメリケンサックのように変形していた。いったい何人殴なぐればこんな拳になるのだろう。

　自分など、一いち撃げきで首の骨が折れてしまう。

「し、知らん！　私は知事に電話したあと、すぐに裏帳簿を燃やしたんだ！　それ以外のことは何もしていない！　情報が漏れていたとしても、それは私じゃ――」

　言いかけたとき、背後で動く気配があった。

　何事か、と考えるまでもなく、焼けるような痛みが指先から走る。

「――ッ!?　う、ぎゃぁぁっ！」

「大げさだな、検事さん。爪つめを一枚剥はがしただけだぜ？　ま、夜は長いんだ。ゆっくり話し合おうや」

「そうそう。別に話したくなければ、それはそれでいいんだ。ボクらが楽しめるからね」

　後ろから現われたのは、吹けば飛びそうな体格の少女だった。

　しかし、その顔面に張り付いた気味の悪い笑えみが、言いようのない恐きよう怖ふを煽あおる。

　まるで昆こん虫ちゆうのような印象だった。

　少女はジェフリーの前に手を突き出し、そして開いた。

　そこには剥がされた爪があった。

「助けてくれ……私は本当に何も知らないんだァァァッ！」

　叫さけびも虚むなしく、ジェフリーの頭に黒い布がかぶせられた。

　視界が失われる。

　周りで何が起きているのか分からない。

　ただ、音だけが聞こえてくる。

　刃は物ものが擦すれるような音。鎖くさりを引きずる音。そしてこれはガスバーナーの音……？

　一体、何をするつもりなのか。

　自分のような一いつ般ぱん人じんがどうして。どうして――。
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　全身の皮を剥がされ人体模型のようになったジェフリーの死体を見下ろしながら、ツェーザル・エグナーは煙草たばこの灰を落とした。

「結局こいつ、口を割らなかったな」

　常人なら目を覆うような光景を前にしても、ツェーザルは眉まゆ一つ動かさない。

　なにせ自分たちでやった所業だ。

　この程度で動じていたら、この稼業はやってられない。

「本当に何も知らなかったんだろうね。報ほう酬しゆうはちゃんと払ってもらえるのかな」

　ツェーザルの隣に立つ男が、ほがらかな声でそう言った。

　そう。見た目は完全に少女だが、こいつは正しよう真しん正しよう銘めいの男だ。

　レスター・コナー。

　ツェーザルの弟で子しであり、パートナーであり、あつかいに困る武器。

「なぁに。この死体を見たら、俺たちがちゃんと尋問したと、雇やとい主ぬしも納なつ得とくするさ。それでもゴネるようなら始末する。金を払わない奴やつは、雇い主とは言わないからな」

「ボクとしては楽しめたからいいんだけどね」

　レスターは、絵に描いたように邪悪な笑みを浮うかべる。

　ステレオタイプの快楽殺人者。

　捻りも理由も何もなくレスターは、ただただ殺人行為が大好きだった。

「やれやれ。相変わらずプロ意識に欠ける奴だ。それじゃあいつまで経っても独り立ちできんぞ」
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「そう。そこが問題なんだよね。やっぱり殺人と拷ごう問もんは趣味にとどめた方がいいのかな。ほら、好きなことを仕事にすると逆に辛いってよく言うじゃん。ちゃんとした職業について、週末に殺すんだよ。日曜大工ならぬ日曜殺人、みたいな？」

「お前さんがそれでやっていけると思うなら、いつでもそうしろ。俺は止めん」

「やだなぁツェーザル。無理だよ。冗談で言ったに決まってるじゃないか」

　レスターはケラケラと笑い、これからもよろしく頼むよ、などと気楽に言う。

　ツェーザルとレスターは、一応『傭兵』ということで売り出している。

　実際、レギオンフレームも使えるし、狙そ撃げき、射しや撃げき、白はく兵へい、偵てい察さつ、強きよう襲しゆう、奇き襲しゆう、陽よう動どう、遅ち滞たい、護ご衛えい、防ぼう衛えい――やれと言われたら何でもやる。

　だが、もっとも得意なのは尋問。それも非人道的な拷問を用いた尋問こそが、最大のセールスポイントだった。

　ツェーザルにとって拷問とはビジネスであり、顧こ客きやくの要望に応じて対象から情報を引き出すための手段に過ぎない。

　ところがレスターにとっては趣味であり、報酬は二の次になっている。

　だからツェーザルがときどき念を押さないと、尋問が出来ないような状態にしてしまう。

　相手に苦痛を与あたえることに関しては他の追つい随ずいを許さぬレスターだが、発はつ狂きように追い込んでしまったら、もう意味のある情報は出てこないのだ。

　ツェーザルがレスターと初めて出会ったのは、六年も前のこと。

　フランシス共和国という旧大陸の国で、彼の作品が、往来の激しい大通りのど真ん中に飾かざられていたのだ。

　恐怖で顔が歪ゆがんだ老ろう婆ばの死体。

　全身に巨きよ大だいな釘くぎを刺さされ、その穴に蝋ろうを流し込まれた無残な姿。

　それが中央分離帯に置かれ、ご丁てい寧ねいにガラスケースで囲んであった。

　人はここまで残酷なことを出来るのだと、無知な民衆に啓けい蒙もうするかのように。

　しかも、その老女の正体は『雷らい撃げきの騎き士し』の二つ名で知られる、伝説のレギオンフレーム使いだった。

　かつてフランシス共和国の鉄鉱山を占せん拠きよした武装グループを、たった一人で撃げき滅めつさせた英えい雄ゆう。テレジア・アントワーヌ。

　六十を過ぎてもなお美しく、軍の教官を続けていた、現在進行形の英雄。

　フランシス共和国のヒーロー。

　そのテレジアが、これ以上ないというほど辱はずかしめられ、通勤ラッシュの街を怒いかりと混乱の渦うずに染め上げている。

　テレジアの孫が人ひと混ごみを掻かき分わけ、警察の制止も振り切って飛び出し、ガラスケースの前に立ち――耳をつんざく悲鳴と共に、涙なみだと鼻水とゲロをぶちまけて気絶した。

　そんな地じ獄ごく絵図のような光景を前にして、ツェーザルは冷静に考えていた。

　あの死体はおそらく、犯人にとっては作品なのだろう、と。

　常人には思いつきもしないだろうし、ツェーザルにとっても理解しがたいが、あれを芸術と捉とらえる感性の持ち主が、この世界に存在する。

　自分の作品を見て欲しくて見て欲しくて、その一心であそこに飾ったのだ。

　であるなら。

　犯人はこの近くにいるはず。

　ツェーザルは確信を持って人混みの中を探し、そして見つけた。

　怒りと悲しみと恐怖と好こう奇き心しんがない交ぜになった人混みの中で、一人だけ喜び一いつ杯ぱいに笑っている少女を見つけた。

　まだ十二歳さいかそこらの、一見どこにでもいそうな女の子。

　この状況で笑っているというだけでも尋じん常じようではない。おまけにその笑え顔がおが、ツェーザルをして寒気を覚えるほど異質だった。

　もし昆虫が笑えば、こんな顔になるのではないか。

「あのオブジェは君が作ったのか？」

　ツェーザルは少女に近づき、そう尋ねた。

　すると少女はこちらを見上げ、一層邪じや悪あくな笑顔を作り、鈴すずのような声で答えた。

「おじさん凄すごいね。あれがオブジェだって分かるんだ。そうだよ、ボクが作ったんだ」

　それが、レスター・コナーという才能に出会った瞬間だ。

　雷撃の騎士を、ああまで無様な怯おびえに染め上げた才能。

　しかし、ツェーザルはまだ見誤っていた。

　レスターの真価は拷問の才能などではなく、それはむしろオマケであり。雷撃の騎士を襲っておきながら、無傷でここに立っている戦せん闘とう力りよくこそが真に恐るべきものだということを、あとになって思い知るのだ。
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　アレックスの部屋は、ファッションショーの会場になっていた。

　出演するモデルはイブ、ミレーヌ、フィオナの三人。

　衣装はショッピングモールで買ってきた、山のような量の服。

　事の発ほつ端たんは『フィオナの着き替がえがないので、買ってこなければ』という実利的なものだった。しかしフィオナは命を狙ねらわれているので、安易にホテルから出ることが出来ない。そこでミレーヌとイブに金を渡わたし、適当に見みつ繕くろってこさせたのだが。

　どうして店を開けそうな量を買ってきてしまうのか、この二人は。

　フィオナの服を買ってきたというより、膨ぼう大だいな量の服からフィオナが選ぶ形になってしまった。常識人の彼女は、アホのような衣服の山を前に唖あ然ぜんとしていたが、それでも女の子なのでオシャレ心に火が付き、すぐに熱心になる。

　もちろん、ミレーヌとイブ用の服もある。三人娘は和わ気き藹あい々あいとオシャレ談議を始めた。

　最初の一時間はアレックスも楽しんで見ていた。三人とも美少女であることに疑いの余地はない。そんな彼女らが入れ替わり立ち替わり素す敵てきな衣装を見せてくれるのだから、酒の肴さかなとしては最高だ。

　だが、それも二時間を越こえると流石さすがに飽あきてきて、更に三十分経ったところで眠ねむくなってきた。すでにムルルとポポラがベッドで横になっていたので、仲間に入れてもらうことにしよう。

「ちょっと、お兄ちゃん！」

「私たちの晴れ姿を見ながら眠るとはどういう神経をしているのですか！」

「せっかく普ふ段だんなら絶対穿はかないようなミニスカートに挑ちよう戦せんしたのに……」

「え、なにフィオナさん、お兄ちゃんに見せたくてそれ穿いたの？」

「まぁ！　ライバル出現ですわ！」

「えっ、別にそういう訳じゃないし！」

　やかましい連中だ。

　元気なのは素す晴ばらしいことだが、されど慎つつしみも大切である。

　フィオナはまともな少女だったはずなのに、すっかりイブとミレーヌに毒されてしまった。あの規律に厳しいリベリオン大学でやっていけるのだろうか。心配である。

「とりあえず、ファッションショーの続きはまた今度にしようぜ。それよりフィオナに聞きたいんだが。裏帳簿の内容は、地検に持っていく前に見たのか？」

「あ、うん。一通り」

「じゃあ、バンク・オブ・スカーレットからオルテア建設に、いくら融ゆう資しされたか覚えていないか？　……ああ、いや。これはやっぱり聞くほうが間ま違ちがっているよな」

　フィオナが父親から託たくされたのは、数年分に亘わたる裏帳簿。それも、そんじょそこらの中小企業ではなく、リヴァーフラット州最大の銀行、バンク・オブ・スカーレットの裏帳簿だ。

　それを丸ごと暗記するなど不可能で、アレックスが欲ほつしているオルテア建設の情報だけを都合よく覚えているわけもない。

　アレックスはそう思っていたからこそ、今まで聞かなかった。

「覚えてるわよ。六百億レーラだったわ」

　しかしフィオナは、何でもない顔でサラリと答える。

　リゾート地の建設費は、どんなに多く見積もっても三百億レーラであるとチェルシーが言っていた。てっきりアレックスは、三百億に近い額がオルテア建設に融資され、それをマフィアと知事で分けているものだと思っていた。が、見積もりの二倍とは恐れ入った。

　だが、その前に。

「どうして覚えているんだ？　フィオナは、オルテア建設がマフィアのフロント企き業ぎようだと知っているのか？」

「え、そんなの知らないわよ……そうだったの？」

　フィオナは不安そうに首をかしげる。

　だが首をかしげたいのはアレックスも同じだ。

　彼女の言っていることは本当なのだろうか。嘘うそをついているとも思えないが、だからといって、そのまま鵜う呑のみには出来ない。

「ちなみにその六百億レーラがいつ入金されて、そして、どうなったか分かるか」

「えっと、入金されたのは一年前でしょ。二週間前に全額引き落とされてるわ」

　一年前というのはリゾート地の建設計画が始まった時期だ。そして二週間前にオルテア建設は破産申しん告こくしている。

　フィオナが出で鱈たら目めを言っているのではないというのは分かった。

　では、なぜ空で言える？

　まさかとは思うが――

「全部、暗記しているのか……？」

「そうだけど。あ、言ってなかったけど、私、記き憶おく力りよく凄すごいのよ。リベリオン大学に合格したのも、そのおかげなんだから」

　フィオナは胸に手を当て、自じ慢まんげに言う。

　にわかには信じがたい話だ。

　しかしアレックスは聞いたことがあった。一度見たものを絶対に忘れない人間がいるということを。それは能力というより体質。後天的に身につけることが出来ない天性の才能だ。

　まさか、この目でお目にかかることが出来るとは。

　いやいや。まだ安易に決めてはいけない。

「じゃあ、州議会議員のリチャード・アッシュビーの隠し口座にいくら入っている？」

「えっと、七十億レーラね。三つの口座に分けられているわ」

「マルンストン市警察署の署長がこの十年で着服した額は？」

「五十億よ。信号機や標識を設置するたびに費用をピンハネしてるのよね。あとスピード違い反はんの罰ばつ金きんとか。あくどい奴だわ。ああ、ちなみに半分の二十五億は、議員に流れてるわね。誰にいくら渡したか言えばいい？」

「……ああ、頼たのむ」

　フィオナはスラスラと暗唱して見せた。

　アレックスがジョンに渡した情報と完全に一いつ致ちしている。

　これは間違いない。本物だ。フィオナは完全記憶能力の持ち主であり、裏帳簿の全てが彼かの女じよの脳内に保存されているのだ。

「凄いぞフィオナ。君のおかげで、思ったより早く解決しそうだ！」

「え、ほんと？　じゃあ、お父さんの仇かたきを取れるの!?」

「ああ、もちろんだ。あとは俺に任せておけ」

　フィオナを安心させるため、余よ裕ゆうたっぷりに答える。

　するとフィオナは笑って、そのくせ涙ぐみ、アレックスに抱だきついてきた。

「ありがとうアレックス！　私、あなたに会えて本当によかった……！」

　女にうれし涙を流させるのは男おとこ冥みよう利りにつきる。

　それが自分の腕うでの中となれば、なおさらだ。

　アレックスはすがりついてくるフィオナの肩かたに腕を伸ばし、抱きしめてやろうとした、その瞬間――

　イブとミレーヌの口から、ギリギリギリギリと歯ぎしりが鳴なり響ひびく。

「うぅ、フィオナさんが私のお兄ちゃんを取った！」

「イブちゃんのではありませんわ、私のですわ！」

　そんな声が上がると、フィオナは弾はじかれたようにアレックスから離はなれる。

「べ、別にアレックスのことが好きとか、そういうんじゃないから！」

「おいおい。遠えん慮りよせず、素す直なおな気持ちを言ってもいいんだぜ。恋れん愛あいは自由だ」

「なっ、そんなんじゃ、ない！」

　フィオナはあたふたし、一通り走り回ったあと、隣の部屋に行ってしまった。

「……お前ら、フィオナを虐いじめるなよ。拗すねちゃったじゃないか」

「えー、違うよ！　フィオナさんはお兄ちゃんの一言に照れて出て行ったんだよ！」

　そうだろうか。そうかもしれない。

　しかし、イブとミレーヌが余計なことを言わなければ、フィオナはまだアレックスに抱きついていたはずだ。

　よって悪いのはこの二人である。

　だがハーレムを作ろうとしたら、女性同士のイザコザは必至。これから何度も乗り越えていかなければならない問題だろう。

　何百何十人という女性を全て納得させられる男になれるよう、精しよう進じんしなければ。

　ハーレム完成への道のりは遠い。




　　　　　※




　次の日の朝、アレックスは電話の音で目を覚ました。

　布ふ団とんの上でスヤスヤ眠っているムルルを起こさないように退どかし、受話器を取る。

　すると案の定、チェルシー・パセットからの電話だった。

「おはようアレックス。何か面白いトラブル起きたかしら？」

「残念ながら、今日は何事もない清すが々すがしい朝だ」

「それはつまらないわね。まあ、いいわ。それで情報なんだけど、バンク・オブ・スカーレットからオルテア建設への融ゆう資し額がくは、まだ残念ながら分からないわ。けど――」

「融資額は六百億レーラだ。それはハッキリしている」

「え、そうなの？　どうしてあんたが知ってるのよ」

　うろたえるチェルシーが面白い。

　機き嫌げんを良くしたアレックスは、フィオナが裏帳簿を丸暗記していたことを告げる。

「一度目を通しただけで丸暗記って……そのフィオナちゃん、私にちょうだい」

「駄だ目めだ。あの娘むすめは俺おれのハーレム要員候補だからな。それはそうと、オルテア建設が破産する直前に口座から全額引き落とされたとなれば、計画倒産なのは確実。たった二週間前の話だ。六百億レーラといえば、現金にして六千キログラマだから、まだその辺に眠ってるんじゃないか」

「そうねぇ、それだけの金を移動させたら、色んな意味で目立つから。けど、あそこに持ち込めばいいだけの話じゃない？」

「リベリオン銀行か……」

　完全なる治外法権リベリオン教皇領。そこにあるリベリオン銀行は、合衆国の司法が及ばないゆえに、マネーロンダリングの温おん床しようとなっている。

　よって六百億レーラがリベリオン銀行に入金されていたら、もはや追跡不可能だ。

「州知事の取り分はそうかもしれない。だが、オルグレン・ファミリーはリベリオン銀行に口座を持っていないだろう？　だったら案外、ボスの自宅にそのまま保管してあるってことも考えられるぜ」

「そうねぇ、バンク・オブ・スカーレット以外の銀行に入金した気配もないし。本当にそうかもしれないわ」

　嘘のような話だが、表に出せない汚きたない金を国税局の目から隠すため、倉庫に積み上げている連中が結構いる。額が大きすぎて、ロンダリングが困難になっているのだ。金が余ってどうしようもないという贅ぜい沢たくな悩なやみは、この世界に実在した。

　現にカスペット州のブライアーズ・ファミリーも、ドラッグマネーの扱あつかいに困り、七千億レーラを金きん塊かいに換えて持っていた。

　その七千億をアレックスが、ヘルン共和国のライヒスシェルというプライベートバンクに持ち込み、ロンダリングしてやったのだ。

「よし。オルグレン・ファミリーを強襲しよう。ボスを締しめ上あげれば吐はくだろ。そうでなくとも、百億単位の金が出てきたら、もう言いい逃のがれできん」

「そういう力ちから業わざで行くなら、初めからそうしたらいいじゃないの」

「おいおい。俺は善良な一民間企業の社長だぜ。確証もなしに強襲なんて、そんな酷ひどいこと出来るかよ。もし証拠が一つも出てこなかったら、俺はただの暴力野や郎ろうになってしまう」

「この短期間に二回も戦争に参加しておいてよく言うわ」

「別に俺が戦争を起こしたんじゃないぞ。むしろ終わらせる努力をしていたと記憶しているんだが？」

「あんたにとって都合のいい終わり方するように仕向けたんでしょ」

　それの何が悪いのか。戦争を終わらせたのは確かなのだ。

　なかなか誰だれにも信じてもらえないが、アレックスは平和主義者である。

　本当は、寝て起きて酒を飲んで女を抱いて昼ひる寝ねして酒を飲んで女を抱いて寝る、という平へい穏おんな日々を送りたい。いや、将来そうするために今頑がん張ばっているのだ。

　そんなアレックスが問答無用でマフィアの家に押し入るなど、恐おそろしくて出来るはずがなかった。

　しかし、フィオナの記き憶おく力りよくのおかげで、公的機関を動かせるかも知れない。

　ジョン・カトラルを通して国税局査察部を動かし、アレックスはそれに同行するという形を取れば、合法的にドンパチが出来るわけだ。

　やったぜ。

「ところでチェルシー。最初に何か言いかけてなかったか？　情報があるなら、どんな些さ細さいなことでも聞かせて欲しい」

「ああ、そうそう！　些細じゃないわよアレックス。ツェーザル・エグナーとレスター・コナーって二人組の傭よう兵へいいるでしょ。あいつらがオルグレン・ファミリーに雇われているらしいのよ！」

「ツェーザル・エグナーに、レスター・コナー、だと……!?」

　予想もしていなかった不ふ吉きつな名前にアレックスは言葉を詰まらせた。

　なにせその二人の名声は、傭兵界で知らぬ者のいないビッグネームだ。ただし、完全なる悪名として。

　戦闘力の高さも折り紙付きだが、その拷問の苛か烈れつさは、伝え聞いただけで肉が食えなくなるようなものだった。

「それは確かなのか？　いや、チェルシーの情報が間違っていたことなんて一度もないが……」

「うちの店に来たマフィアの構成員が自慢していたし、そもそもガイナンシティでの目もく撃げき情報だってあるし。確度は高いわよ。だからオルグレン・ファミリーと戦争になったら、その二人が出てくるってこと」

「まずいな……ここにはミレーヌがいるんだぞ」

「そうね。だけど彼女って、もともとは仇あだ討うちのためにレギオンフレーム乗りになったんでしょ。だったら避さけては通れない道じゃないの」

「それはそうなんだが……」

　ミレーヌ・アントワーヌの祖母、テレジア・アントワーヌ。雷撃の騎士とも呼ばれた伝説的レギオンフレーム使い。

　そのテレジアの死体が街中に晒さらされたのは、もう六年も前のことだ。

　しばらくあとにレスター・コナーを名乗る者が、犯人は自分だと新聞に広告を出した。




　あのオブジェはボクが作ったんだ、と。

　テレジア・アントワーヌの死体はボクの作品なんだよ、と。




　ツェーザルは元々有名な傭兵だったが、レスターの名が知れ渡ったのはそれがきっかけだった。以来、二人のコンビは戦場を渡り歩き、拷問を請うけ負おった。ときには変態金持ちの依い頼らいで、悪あく趣しゆ味みな『作品』を作ることもあったらしい。

　ミレーヌは祖母の仇の名を知ったことで、憎ぞう悪おに指向性を得た。

　戦場で奴を殺す。

　その目的を遂とげるため、祖母の形見である黄色いレギオンフレームと精せい霊れいポポラを持ち出して、紛ふん争そう地帯に単身飛び込んだ。

　ブラックファングに拾われなければ、ミレーヌは野垂れ死んでいただろう。

　それからミレーヌは『雷撃の魔ま女じよ』の二つ名を得るまでになった。しかし、まだレスター・コナーとは遭遇していない。

　アレックスがブラックファングに入ったとき、ミレーヌは既すでに今の穏おだやかな性格になっていた。レスターとの因いん縁ねんだって、他の奴から聞いた話だ。

　もしかしたら、もう諦めたのかも知れない。

　もしかしたら、あの笑顔の下で今も復ふく讐しゆうの炎ほのおを燃えたぎらせているのかも知れない。

　どちらにせよ、それはチェルシーの言うとおり、アレックスが口を挟はさむことではなかった。




　　　　　※




　エステル・リングホルムは、久しぶりに帰ってきた自分の家で、ひたすら惰だ眠みんを貪むさぼっていた。

　ラウドリア王国でアンラ・マンユが大破したのが一ヶ月前。それから脱出し、隣となりの国へ行き、帰りの交通費を稼かせぐため、脚あしにギプスをつけたまま路地裏で精液便器になっていた。

　そして昨日、やっとアクランド帝てい国こくに帰ってきたのだ。

　流石のエステルも、男たちに休みなく犯おかされ続けるのはこたえた。性器、肛こう門もん、口は当然のこと、両手両脚に加え、脇わきの下まで使い、同時に九本もしごいてやらねばならなかった。しかも長い行列が出来てしまい、酷いときは三十時間以上も休みなく働いていた。全すべてが終わったあとは、エステル自身よりも服や髪かみに染しみこんだ液体のほうが重くなっていたほどだ。

　おかげで帰りの飛行船でも、こうして家に帰ってきてからも、ずっとぐったりしている。

「でも……やっぱり滅め茶ちや苦く茶ちやにされるのって素敵よねぇ」

　抵てい抗こうも出来ず性処理の道具として扱われていた自分を思い出し、エステルは布団の中で頬を赤らめた。

　出来ることなら教授にもあのくらい情熱的に犯されてみたいものだが、残念ながら彼に性欲は存在しなかった。だから教授と肉体関係を結ぶには、どうしても逆レイプの形になってしまう。

「はぁ……」

　エステルは教授から積極的に求めてきたら――と妄もう想そうし、モゾモゾと手を動かした。

　しかし、丁度いい感じに体が火ほ照てってきたところで、電話のベルが鳴り響く。

「もう、なによぉ、今いいところなのに……」

　無視して続けようかと思ったが、教授からの電話かもしれない。

　布団から手だけ伸ばし、受話器を取る。

「はい、どちら様かしら？」

「やぁ、エステル。やっと繋つながったよ」

「あら。その声はレスターじゃないの。久しぶりねぇ」

　レスター・コナーはエステルの幼おさな馴な染じみだった。

　男の子とは思えないほど可愛かわいい顔立ちで、よくエステルは自分の服を着せて飾り立てていた。そのうちレスター自身もノリノリになってきて、いつの間にか女装が普ふ段だん着ぎになってしまった。

　そんなレスターだが、エステルの両親を殺害した共犯者でもある。

　エステルが九歳のとき、母親が再さい婚こんし、新しい父親が出来た。その新しい父親はまったく碌ろくでもない男で、幼いエステルをこれでもかというくらい犯しまくった。守ってくれるはずの母は、父に捨てられることを恐れ、エステルを積極的に差し出した。

　やがてエステルのお腹なかが膨らみ始めた。平均より少し早いが、初潮が来て、その最初の排はい卵らんで受精してしまったのだ。

　母親は激げき怒どした。自分で娘を差し出したくせに「泥どろ棒ぼう猫ねこ」と呼んで、その膨らんだお腹を全力で殴り続けた。結果、流産したあげくの子宮破は裂れつ。

　エステルは病院で目を覚ました。全ては階段から落ちた事故として処理されていた。おまけに父親に犯された事実も隠いん匿とくされていて、エステルはどこかの誰かと自発的な性せい行こう為いに及およんだ不良少女に仕立て上げられていた。

　両親は見み舞まいに来なかった。

　かわりにレスター・コナーだけが来てくれた。

「ねぇ、エステル。復讐したくないかい？」

「復讐……？」

「そうさ。君を辱めた父親を。赤ちゃんを殺した母親を。ボクたちで殺そうよ」

　まるでちょっとした遊びに誘さそうみたいに。殺そうよ、と彼かれは言う。

「ええ、そうね。そうしましょう」

　即そく答とうだった。

　それから二人で計画を練っていく。遊びのルールを決めるのと同じくらい真しん剣けんに。

　今思えば、エステルもレスターも、初めからどこか壊こわれていたのかも知れない。

　母親は、階段に蝋ろうを塗ぬり、転落死させてやった。

　父親は、自動車のタイヤのナットを緩ゆるめ、交通事故で殺してやった。

　エステルは天てん涯がい孤こ独どくになったが、ありがたいことに一生困らないくらいの保険金が下りてきた。

「ありがとうレスター。あなたにも半分あげるわ」

「いいよ。お金とか興味ないし。楽しかったからね」

　レスターはこの一件以来、殺人の快楽に目覚めてしまった。

　残念ながらエステルにはその面おも白しろさが理解できず、レスターの遊びに付き合ってやることが出来なかった。

　やがてレスターは自分の家族を皆みな殺ごろしにし、アクランド帝国から逃とう亡ぼうした。

　残ざん酷こくな殺人事件が報道されるたびに、レスターは今あの国にいるのね、なんて思ったりしていた。ときどき直接電話がかかってきて、あれはボクの作品なんだよ、と自慢されることもしばしば。

　そして、レスターはいつしかツェーザル・エグナーという男と組んで、傭兵として働き始めた。

　なにせ戦場なら、殺人も拷問も合法なのだ。レスターの天職に違ちがいない。

　お互たがい進む道は異なるが、今でもこうして連れん絡らくを取り合う、いい友達だ。

「久しぶりってキミは言うけど。ボクは何度も電話したんだよ。一体、どこに行ってたのさ？」

「あら、ごめんなさい。ここ何週間か精液便器をやっていたから」

「キミらしいなぁ。乱交の何がそんなに楽しいんだい？　あんまり特とく殊しゆな趣しゆ味みを持っていると人格を疑われるよ」

「そうかしら。少なくとも殺人よりは乱交の方がまだしも理解されやすいと思うけど？」

「そうかなぁ？　けど創作物の題材としてポピュラーなのは殺人だよ。乱交なんて官能小説くらいなものさ」

「む……」

　エステルは反論の言葉を探したが、なかなか見つからなかった。

　せいぜい、自分の方が道徳的だとしか言えない。

　二人の間で道徳を持ち出すのもアホらしいので、エステルは話題を変えることにした。

「レスターは今どんな仕事をしてるのかしら。またどこかの戦場で、捕ほ虜りよを拷問する日々なの？」

「だったらいいんだけどね。マフィアの用心棒さ。暇ひまで暇で嫌いやになるよ。けど報酬がいいから、ツェーザルが動こうとしないんだ。ああ、でも昨日、やっと一人だけ拷問させてもらったよ。全身の皮をゆっくり剥はいでやったんだ」

「もう、女の子にそういう話するのやめてちょうだい。気持ち悪いわね」

「精液便器に気持ち悪いとか言われたくないなぁ」

「分かってないわね。犯されている女の子は美しいのよ」

「そんなもんかな」

　レスターは気のない返事をする。

　彼とは気が合うのに、どうにも趣味が合わない。

「そう言えばエステル。キミの恋こい路じはどうなったんだい？　あのなんとかって教授。進展はあった？」

「それが……全然」

　嫌な方向に話が進んでしまったぁ、とエステルはため息をつく。

　しかし、教授との仲を以前に相談した――と言うより愚ぐ痴ちったのは確かで、その後のことを聞きたがるのはレスターがエステルを心配してくれているゆえだ。

「エステル・リングホルムとは思えないほど気弱な声だなぁ。好きなら好きって言えばいいのに」

「そんなこと……恥はずかしくて言えないわよ」

「だってもう押おし倒たおしてるんだろ？」

「ええ、数え切れないくらい」

「なのに告白するのは恥ずかしいの？」

「当然でしょ。好きな人に気持ちを伝えるのって緊きん張ちようするじゃない。特に私にとっては初はつ恋こいなんだから」

　そう、初恋。

　本当に好きな人とは何もしなくても、そばにいるだけで心が温まると教えてくれた人。

　それがイーサン・カーリン男だん爵しやく。

　私が恋こいした教授。

「よく分かんないよ。振ふられたらどうしようとか、そんな感じ？」

「振られるならまだマシよ。あのねぇレスター。教授に『好き』って伝えるには、まず恋愛感情ってのがどんな概がい念ねんなのか教えるところから始めなきゃいけないのよ。あの人はそれを分かっていないから、好きって面と向かって言っても伝わらないのよ！　振られもしないしＯＫもされないの。分かる？　この惨みじめさ！」

　エステルには容易に思おもい浮うかぶ。

　こちらの一世一代の告白に対し「それはどういう意味かね？」と真ま面じ目めに聞いてくる教授の姿が。一いつ生しよう懸けん命めい説明しても、きっと「はぁ、なるほど」とか言って、興味を示さないに違いないのだ。

「うん。何だか想像しただけで悲しくなってきたよ」

「でしょ!?　間違いなく心折れるわ！」

「ボクやエステルはかなりの変人だと思っていたけど、その教授は凄いね。一度会ってみたいよ」

「なら会いに来たらいいのに。私だって久しぶりにレスターの顔が見たいわ。それとベビー・ゴーストも持ってきなさい。あの精霊発動機は、私か教授じゃないとメンテナンスできないわよ」

「そうだね。そろそろ一回くらい帰ってみるのもいいかなぁ。まあ、キミが送ってくれたレギオンフレームは壊れるほど使ってないけど」

　ベビー・ゴースト。

　それはアンラ・マンユを製造するかたわら、余よ剰じようパーツを使ってエステルが適当に組み立てたレギオンフレームだ。

　ベースは帝国軍が正式採用している機体で、心臓部に単気筒のレシプロ式精霊発動機を搭とう載さいしている。

　エステルのお腹にいた赤ちゃんの命日に作り始め、レスターの誕生日に近い時期に完成したから、半ば強ごう引いんに送りつけてやったのだ。

「一度でも乗ってみたかしら？」

「うん。そりゃあ慣らし運転はしたよ。結構乗りやすい機体だね」

「そうかしら。帝国軍の兵隊さんにも一度テストしてもらったけど、二度と乗りたくないって怒ど鳴なられちゃった」

「へぇ、それまたどうして？」

「パワーがありすぎて怖こわいんですって」

「ふーん、それはその人が下手くそだったんじゃない？」

「けど、勲くん章しよう持ちのエースよ」

「それって、つまり。エースでも乗りこなせない欠けつ陥かん機きをボクに送りつけたわけか」

「いやねぇ。レスターなら大だい丈じよう夫ぶって信じてたんじゃないのぉ」

　エステルはケラケラ笑って誤ご魔ま化かした。

　いやいや、本当に信じていたから送ったのだが。

「キミは適当だなぁ。ボクも人のことは言えないけど。ああ、そろそろ切るよ。何だか雇やとい主ぬしが呼んでるみたいだ。じゃ、教授によろしくね」

「はいはい。お仕事頑張ってね」

　久しぶりに親友と会話し、エステルはご機嫌だった。

　しかし、つい社交辞令で頑張れと言ってしまったが、彼が頑張ると無む惨ざんな死体が量産されてしまうではないか。ほどほどに、と言うべきだったかも知れない。

「ま、私には関係ないわね」

　そう呟つぶやいて、エステルはまたベッドに潜もぐり込こんだ。







第四話　ステレオタイプの狂人







　トニー・オルグレンはマフィアのボスでありながら小心者だった。

　フィオナ暗殺を妨ぼう害がいした者の正体が掴つかめないという状じよう況きようだけでも耐たえがたい。

　おまけに、検事の尋じん問もんを任せた二人が、頭痛の種となる。

　ツェーザルとレスター。

　高名な傭兵のコンビで、拷ごう問もんのスペシャリストだというから雇っていたのに。あれではただの猟りよう奇き殺人者ではないか。

　今でもトニーの自宅の地下室に、検事の死体が転がっている。どうして情報を引き出すためにあそこまでやる必要があるのだ。

　諜ちよう報ほう機関の人間ならともかく、一いつ介かいの検事の口がそこまで堅いはずがない。骨の二、三本でも折ってやればすぐに吐く。吐かなければ、それは知らないということ。無益な尋問を続けるより、さっさと始末したほうが楽だ。

　なのにあの二人は、何時間も何時間もかけて、じっくりと殺した。

　どんな意味がある？

　途と中ちゆうで検事から引き出せる情報は何もないと悟さとったはずだ。それなのに、全身の皮を剥ぎ、バーナーであぶり、目と耳と鼻を潰つぶし、舌を切り落とし、足の指先から順番に骨をハンマーで砕くだいていった理由は何だ？

「どういうつもりなんだ！　どうして俺の地下室にあんな気持ち悪いものを放置してやがる！　早く片付けろ！　そもそも、あそこまでやる必要なんてなかっただろうにッ！」

　トニーはツェーザルとレスターを呼びつけ、ツバを飛ばしながら怒鳴った。

　強こわ面もてのツェーザルは、無言でこちらを見つめてくる。それに耐えかね、トニーはレスターに視線を移す。

　どう見てもハイティーンの少女にしか見えないが、これでも男らしいから驚おどろきだ。いまだに信じられない。しかしこの際、彼の可か憐れんな外見がトニーの緊張感をやわらげていた。

　ところが。

「どういうつもりって、あんなに丁てい寧ねいに殺したのに捨てるなんて勿もつ体たいないじゃないか。しばらく飾かざっておこうよ。そうだ、ボスの庭に置いてさ。夜はライトアップすればロマンチックじゃないか」

　レスターは鈴すずのような綺き麗れいな声で、古代の悪あく魔までも言わないような禍まが々まがしい言葉を発する。トニーは彼の言葉を理解するのに三秒かかった。

　勿体ない？　あの死体が？　ライトアップすればロマンチック……？

「お、お前は、何を言って……」

「申し訳ありません、ボス。レスターが失礼なことを言って。死体はすぐに運び出し、山やま奥おくにでも埋めてきます。それでいいですね？」

　怖いはずだったツェーザルが常識的なことを言ってくれた。

「あ、ああ……そうしろ」

　トニーは混乱していた。どうやらツェーザルも検事の死体には辟へき易えきしているらしい。すると、あの惨さん状じようはレスターが一人でやったのか。

　こんな華きや奢しやな体で、思い出しただけで胃液が逆流する死体を作ったのか。

　それを考えると、レスターを直視できなくなってきた。

　喉のどが渇かわく。こんな連中と同じ部屋にいたくない。早く出て行って欲しい。

　トニーは切にそう思った。

　そして不意に、レスターが笑った。声を出さず、口の端だけをつり上げて。

　まるでトニーの心の内を見み透すかしたかのような。

　昆こん虫ちゆうの笑え顔がお。

「――っ」

　いまやトニーの目には、レスターが人間として映っていなかった。

　もう、この二人をファミリーに置いておくのはやめだ。もともと気まぐれで雇ったのだ。追い出しても問題ない。しかし、それで済むのか。レスターのあの目は、完全に狂くるっている。雇こ用よう関係がなくなった瞬しゆん間かん、こちらが殺されるのでは。

　早さつ急きゆうに手を打たないと、取り返しのつかないことになるかもしれない。

　彼ら二人が出ていったあと、トニーは息子むすこダレスを呼び出す。

「何の用だ、オヤジ」

「殺せ！　レスターとツェーザルを殺すんだ！　レギオンフレームを使ってもいい！」

　そうしている間にも、被ひ害がい妄もう想そうが刻一刻と広がっていった。

　それを止めるには、奴やつらの死体が必要なのだ。

「あいつらはお前が連れてきたんだからな、ダレス！　お前が責任を持って殺すんだ！　いいな！」

「なぜだ？　理由を言ってくれなきゃ、納なつ得とくできない」

「黙だまれ！　ボスは俺だぞ！」

　そうだ、ボスだ。だから自分の命令を聞くのは当然だし、気にくわない奴は殺すのだ。当然の権利なのだ。

「……分かった、分かった。そう怒鳴るなよ」

　これで安心だ。ダレスに任せてしまえば全てが解決する。この数年ずっとそうしてきたのだ。その采さい配はいは間ま違ちがっていない。現にダレスに任せてからファミリーは急成長しているのだから。
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　国税局査察部。通つう称しよう、丸査とは。

　税務署では対応できない悪質な脱だつ税ぜい事件に対し、強制捜そう査さを行なう権限を持った機関である。わけても、マフィアなど武力を有する犯罪組織と戦うため組織された部隊――それが丸査特戦隊だった。

「はじめまして、特戦隊リヴァーフラット支部隊長のマーク・ラウディです」

「ＲＯＬ社長のアレックス・ベイリアルです。よろしくお願いします」

　月明かりの下、国税局リヴァーフラット支部の駐ちゆう車しや場じようで、アレックスとマークは握あく手しゆを交かわした。

　駐車場には幌ほろの屋根がついたトラックが三台停とまっている。それぞれに二機ずつレギオンフレームが搭載されており、今すぐにでも稼か働どうできる状態にある。二台は特戦隊のもので、残る一台はＲＯＬのものだ。

「それにしても驚きました。まさか今日中に動けるとは。流石さすがは国税局ですね」

　アレックスは素直な賞賛を述べた。

　なにせジョン・カトラルに国税局への連絡を頼んだのが今朝だ。

　にもかかわらず、こうして日付が変わらぬうちに、オルグレン・ファミリーへの強制捜査が決定し、しかも実行されようとしている。

「実は我々国税局にとっても、知事とリベリオン銀行を追い込むことは夢だったんですよ。オルグレン・ファミリーやバンク・オブ・スカーレットがそこに絡からんでいるのは分かっていたのですが、確証がないので踏み出せなかったのです。しかし大統領首席補ほ佐さ官かん殿のおかげで、オルグレン・ファミリーへの捜査令状が出ました。これがリベリオン銀行への突とつ破ぱ口こうになることを祈いのっています。フィオナさん、裁判ではあなたに証言してもらいます。いいですね？」

「は、はい！　それで父の無念を晴らせるのなら喜んで協力します！」

　フィオナは緊張した面おも持もちで、しかしハッキリと答えた。

「ですが隊長。確かにフィオナの頭の中には裏うら帳ちよう簿ぼがそのまま入っていますが、物的証しよう拠こはなにもないんですよ？　万が一、オルグレン・ファミリーから何も出なかったときは、どうするのですか？」

「なぁに、そのときは私のクビが飛ぶだけです」

　マーク・ラウディ隊長は真面目な顔で言った。

　アレックスとフィオナが顔をしかめると、隊長が笑い出す。

「冗じよう談だんですよ。捜査令状を持ってマフィアの家に押し込むのですから、クビは有り得ません。ま、出世には差さし支つかえるかもしれませんが」

「……もし窓まど際ぎわに追いやられたら連絡を下さい。ＲＯＬはつねに優ゆう秀しゆうな人材を欲ほつしていますから」

「ははは、それはありがたい。ですが我々は全員、丸査の仕事に誇ほこりを持っていますから。では、そろそろ行きましょうか……総員、乗車！」

　隊長の号令で、特戦隊の隊員がトラックに乗り込む。

　アレックスも自社トラックの荷台に上ろうとしたが、フィオナに呼び止められる。

「ねえアレックス。ちゃんと無事に帰ってきてね！」

　その瞳ひとみに浮かんでいた心配は本物だった。アレックスは女にそんな瞳を向けられたことを誇りに思った。

「ああ、大丈夫。俺は昔、いくつもの戦場を渡り歩いていたんだ。マフィアを強きよう襲しゆうするなんて、ピクニックみたいなものさ」

　フィオナの頬ほおにキスをして、荷台に飛び乗る。

　それと同時にトラックは走り出す。

　振り返ると、胸の前で手を握にぎり、祈るシスターの姿があった。

「リベリオン大学の女学生の祈りなら御ご利り益やくありそうだな」

　そんな呟きをしながら二機のレギオンフレームの隙すき間まを進み、覗のぞき窓まどから運転席に顔を出す。

「なあ、ミレーヌ。アクセル踏みすぎじゃないか？　前を行く特戦隊のトラックに突っ込むぞ……って、何でお前ら、そんなムスッとしてるんだ？」

　ハンドルを握るミレーヌも、助手席に座すわるイブも、なぜか険しい表情だった。

「だって、お兄ちゃん、フィオナさんにチューしてたでしょ！」

「ぴー」

　イブは頬を膨らませ、いかにも怒おこっていますという顔でそっぽを向く。ムルルも一いつ緒しよになって声を上げた。アレックスの方を見てくれないが、その表情はバックミラーで確かく認にんできる。
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「チューって、頬に軽くキスしただけだ。しかし、どうして分かった？　運転席から後ろが見えるのか？」

「ちゃんとカメラつけたもん！」

「いつの間にそんな改造を……」

　見れば、運転席には小型のブラウン管があり、後ろの光景が何とカラーで映っていた。驚異の技術力である。

「機嫌直してくれ。あとでイブにもほっぺにチューしてやるから」

「え、ほんと!?　わーい、やったぁ！」

　いとも容た易やすく機嫌をなおした妹に、アレックスは少し危機感を覚える。こんなにチョロイと、そのうち悪い男にひっかかりそうだ。しっかり監かん視ししてやらないと。半はん端ぱな男には嫁よめにやらん。

「ミレーヌは……レスター・コナーが気になるのか」

「当然ですわ」

　そう低い声で吼ほえ、ミレーヌは乱暴にシフトチェンジする。

　アレックスは、レスターの話をミレーヌに告げるべきか悩んだ。いっそ、今回の作戦からミレーヌを外そうかとも考えた。

　だが、それに何の意味があるのだろう。

　レスターはミレーヌにとって憎にくき仇かたきであり、それを倒したいと思うのは当然だ。

　憎悪に支配され猪ちよ突とつするかもしれないし、自分を見失って実力を出せないかもしれない。

　そう思ってしまう時点で『雷らい撃げきの魔女』を舐なめている。

　ミレーヌ・アントワーヌは、アレックスより長くレギオンフレームに乗っているのだ。

　だから信じて昼食の時に話した。

「オルグレン・ファミリーに、レスター・コナーがいるらしい」

　その瞬間、ミレーヌは手にしたフォークを落とした。そして拾うことなく、ギラギラした眼めでアレックスを睨にらんだ。

「そうですか」と静かに、されどマグマのような声で呟いた。

　まるでミレーヌ自身が、レスター・コナーを殺すために研とぎ澄すまされた剣けんに見えた。

　アレックスは、レスターのことを全てミレーヌに任せると決めた。逆に、その他の全ては自分が引き受ける。おそらくそれが、全員にとって一番いい結果を生み出す。

　幸いにも、ロータリー式精霊発動機試験用レギオンフレーム『アフラ・マズダ』は修理が完かん了りようしている。問題のあった冷れい却きやく装置をイブの手によって大型化し、十分以上の連続駆動を可能にした。

　よって、レスターやツェーザルがどれほどの腕うで前まえでも、レギオンフレーム戦で遅おくれをとることは有り得ないはず。

　そんなことをアレックスが考えているうちに、トラックは郊こう外がいに出ていた。

「そろそろ目的地か……いや、待て。あの炎は何だ？」

　夜なのに、赤い輝かがやきが灯ともっていた。

　メラメラと燃えさかる炎と、立ち上る煙けむり。

「ミレーヌ、トラックを止めろ！」

「言われなくても、ですわ！」

　急ブレーキにより制動がかかり、イブの首がガクンガクン揺ゆれる。

　ほぼ同時に、前を走っていた特戦隊のトラックも止まった。

　そして、全員が車から降りて、炎が上がる方角を見つめる。




　トニー・オルグレンの屋や敷しきが燃えていた。
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「燃えていく……燃えていく……俺おれの家が、部下が、ファミリーが……」

　赤い炎に包まれて、何もかもが消えていく。

　自分が築き上げた城が崩くずれ去さる中、オルグレン・ファミリーのボスは地面に座り込み、泣いていた。

　しかし、それは錯さつ覚かくであるとダレスは知っていた。

　この城はダレスが築いたのだ。決してトニーのものではない。

　それでも父親であるという理由で今まで顔を立ててやっていたが、もはや限界だ。

　この無能は排はい除じよする。

　リヴァーフラット州などという田舎いなかも出て、クロスロードシティにでも行って一ひと旗はた揚あげよう。いや、その前に海外に金を送るのが先だ。

　自分はまだ若い。何だって出来る。

「おお……おお、ダレス！　無事だったか！　これは一体、どうなっているのだ？　誰だれがこんなことを……？　いや、とにかく逃にげよう。お前さえいれば、俺は何度だってやりなおせる！」

　トニーは這はいずってダレスに近づき、しがみついてきた。

　その醜みにくい姿に反へ吐どが出る。我わが父親ながら情けない。

「悪いがオヤジ。もうここまでだ。俺は出て行くぜ」

「……？　何を言っているんだ、ダレス……どこかに旅行でも……」

　この期ごに及んで事態を理解していないらしい。

　だが、これを見れば嫌でも分かるだろう。

「ツェーザル！　レスター！　もう十分だ。急がないと飛行船の時間に遅れる」

「……ツェーザルに、レスター、だと？」

　察しの悪いトニーだが、やっと息子が裏切ったのだと理解したようだ。

　そして、レギオンフレームの足音が近づくにつれ、その顔が恐きよう怖ふで染まっていった。

「やあ、トニー・オルグレン。残念だけど、雇い主をキミから息子さんに替えさせてもらったよ。ボクたちを殺そうとするなんて、世間知らずなんだね」

「そういうことだ。裏切ったなどと言うなよ。先に裏切ったのは貴様だからな」

　既にトニーの顔は蒼そう白はくを通とおり越こして、土つち気け色いろだった。

「さて、ダレス。父親を殺せばいいのか？」

　ツェーザルはトニーを見つめ、そう呟いた。

　しかし殺すまでもない。放置しておけば、勝手に野垂れ死ぬ。

「無用だ。言ったとおり、時間がない。行くぞ」

　ダニエルはコートを翻ひるがえし、父親に背を向ける。

「優やさしいんだなぁ、ダレスは」

　レスターが笑いながらそう言った。

　何か言い返してやろうかと言葉を探した、そのとき。

　門が不意に爆ばく裂れつし、破は片へんと共に四機のレギオンフレームが敷しき地ちに雪崩なだれ込こんできた。

　グレーの地味なボディーカラーに、国税The Re局venueの刻印。

「国税局査察部特戦隊だ！　全員一歩も動くな！」

　二十ミリ機き関かん砲ほうをこちらに向け、引き金に指を置く。動けば即発はつ砲ぽうという意思表示だ。

　流石は国税局。検挙率の低下を恐おそれ、マフィアの存在そのものを認めようとしない連れん邦ぽう警察とは格が違う。

「行けダレス。ここは俺とレスターに任せろ。すぐに追いつく」

「そうそう。こんな連中、三分もあれば片がつくよ」

「よし、分かった。間に合わなければ置いていくぞ。その時は報ほう酬しゆうもやらん」

「やだなぁ。ボクたちが手こずるとでも思ってるのかい？」

「さてな」

　ダレスはガレージに向かって走った。もともとツェーザルとレスターはどうでもいいので、ここで死んだとしても構わない。それは父親に対しても同じはずだったのに、どうしてか一いつ瞬しゆんだけその姿を見てしまった。

　頭を抱かかえ丸まった姿は滑こつ稽けいこの上ない。

　――まあいい。もう二度と会うこともあるまい。

　ダレスはガレージの扉とびらに手をかけた。

　その刹せつ那な、特戦隊のレギオンフレームが発砲する。

　マフィアであるダレスにとって、銃じゆうの音など聞き慣れたもの。しかし二十ミリ口径ともなれば、それは砲ほうであった。桁けた違ちがいの暴力性に、ダレスの体が硬こう直ちよくする。

　死ぬのか――そう思ったとき、ツェーザルが敵とこちらの間に割り込んだ。

　砲ほう弾だんは装そう甲こうと防ぼう御ぎよフィールドによって弾はじかれ地に落ちる。

「早くしろ。雇こ用よう主ぬしに死なれては、俺たちの信用に傷がつく」

「ああっ、分かっている！」

　叫さけびながらガレージに飛び込んだ。

　鎖くさりで繋がれていた犬型の精せい霊れいを叩たたき起おこし、自動車のボンネットに押し込む。運転席に乗り込み、キーを回してアクセルを踏み込み、一気にクラッチを繋ぐ。ホイルスピンしながらガレージの壁かべを破は壊かいして飛び出し、裏門を目指した。

　ところが、そこにもレギオンフレームがいるではないか。

「停まりなさい！」

　黄色いレギオンフレームに乗った女が叫ぶ。

　このまま体当たりして吹ふっ飛とばすか。否いや、自動車とレギオンフレームでは出力が違いすぎる。勝てるわけがない。

　――万ばん事じ休きゆうす、か！

　ダレスは諦あきらめかけた。だが、視界の外から信じがたい速度で現われた物体が、黄色いレギオンフレームを蹴り飛ばす。

「レスターッ!?」

「急いだ方がいいよ。この黄色い奴、ボクに蹴られる直前にカウンターで斬きろうとした。滅めつ多たにお目にかかれない獲え物ものだよ。ああ、テンション上がるなぁ！」

　少女のような顔に浮かび上がる化物の笑顔。

　戦場を知らないダレスでも、強引に理解させられる。怖おぞ気けが走る。

　一度戦いを始めたら、彼は周りを見ないだろう。雇い主を巻き込もうと、死なれようと、頓とん着ちやくしない。

　ゆえにダレスはアクセルを床ゆかまで踏んだ。

　国税局でも黄色いレギオンフレームでもなく、レスターから逃げるために。
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「イブ！　アフラ・マズダはまだ動かないのか!?」

「ま、待ってよぉ。何もかもが急ごしらえなんだから」

　トラックの荷台で、イブはアフラ・マズダの背中を開け、ガチャガチャ弄いじり回まわしている。

　アレックスとムルルは既すでに搭とう乗じようしており、一刻も早く飛び出したい。

　なにせミレーヌを一人で行かせてしまった。

　敵がレスターとツェーザルであることを考えれば、査察部特戦隊だけに任せるわけにはいかないのだが、ならば尚なお更さらアレックスも戦わなければ。

「よしっ、これで大丈夫のはず！」

「ロータリー式精霊発動機始動確認。各部動力伝達異常なし。アフラ・マズダ、出るぞ！」

「お兄ちゃん！　冷却装置はパワーアップしてるけど、それでも十分以上は動けないからね！」

「分かっている。安心して待っていろ！」

　アレックスはアフラ・マズダをトラックから降ろすと、一気に跳ちよう躍やくし塀へいを飛び越し、トニー・オルグレンの敷地に侵しん入にゆうする。

　そこには、三機のレギオンフレームが転がっていた。

　グレーのボディ。国税The Re局venueの刻印。

　砕け、ひしゃげ、千切れ、潰れた装甲。その下から流れる血。

　――なんてこった。特戦隊の突とつ入にゆうから二分程度しか遅れちゃいないぞ！

　予想はしていたが、敵の戦力は多大だ。二機が二十機分の力を持っていると考えるべきかもしれない。

「何だ、増ぞう援えんか？　今いま更さら一機増えたところで遅おそすぎるぞ」

　血とオイルにまみれたレギオンフレームが炎ほのおの中に立ち、こちらを退たい屈くつそうに見る。

　その手には、人間の頭部が握られていた。

「隊長ッ！」

　それはマーク・ラウディ隊長だった。装甲が貫つらぬかれ、あるいは引きはがされ、血まみれでぐったりとしている。

「アレックスか……逃げろ……こいつは強い……」

　彼かれはそう絞り出し意識を失った。

　だが、まだ生きている。見れば、まわりに倒れている三機も、かろうじて息がある。

　対して、敵レギオンフレームは無傷だった。

　一対四という状況で、それもたった二分で、この惨状。

　なるほど。隊長の言葉どおり強者。そして信じがたいことに、敵は武器を持っていなかった。硬こう質しつブレードも、二十ミリ機関砲も、その他一いつ切さいの兵装が見当たらない。

　素す手でのレギオンフレームという、異質な存在がそこにいた。

「ツェーザル・エグナー、だな？」

「俺の名を知っているか」

「当然だ。素手で戦うレギオンフレーム。それも一対四で圧あつ倒とうするとなれば、お前しかいないだろう」

　そもそもレギオンフレームの利点とは、その汎はん用よう性せいの高さにある。歩兵と共に行軍可能なサイズ。車両を圧倒する走破性。二十ミリ機関砲による火力。防御フィールドと物理装甲による防ぼう御ぎよ力りよく。他の追つい随ずいを許さない接近格かく闘とう力。搭とう乗じよう者しやと精霊の能力により、それらは天てん井じよう知しらずに増大していく。

　だが、まず基本としてレギオンフレームは、歩兵を強化するパワードスーツとして開発されたのだ。人間に出来ることはレギオンフレームでも可能である。

　その搭乗者が射しや撃げきの達人なら。剣けん術じゆつの達人なら。そして拳けん法ぽうの達人なら――。

　レギオンフレームは達人の技術をそのままに、精霊発動機のパワーを乗せて強化する。

　逸いつ話わが本当であれば、ツェーザル・エグナーは、レギオンフレームがなくても超ちよう人じんであろう。素手で人を屠ほふるということを極きわめている。いわく、その威い力りよくは一いち撃げき必殺。

　人間を拳こぶしの一撃で葬ほうむり去さるという、ある種、神話的な域に達した男。

　そんなツェーザルがレギオンフレームを身に纏まとったのなら、機関砲も硬質ブレードも不要だ。その拳は、防御フィールドと装甲を貫かん通つうする。

「この四人は、俺が素手だという理由で舐めた。しかし、お前は違ちがうようだな。名を聞こうか」

「元ブラックファング所属、アレックス・ベイリアル」

「ほう――」

　ツェーザルはアレックスの名を聞いて、短い感かん嘆たんの声を漏もらす。

「聞いたことがあるぞ。傭よう兵へい界に突とつ如じよ現われた若きエース。短期間で伝説的な戦果を残し、たった二年で引退した男……ただの噂うわさだと思っていたが」

「俺は実在の人物だぜ。手合わせ願おうか、ツェーザル・エグナー」

「よかろう。雑ざ魚この相手で気が滅め入いっていたところだ」

　ツェーザルは隊長を放ほうり投なげる。

　そして構えた。

　一撃必殺の神話が、アレックスへと臨戦態勢を取ったのだ。

　対してこちらは剣である。

　神の旋律ロータリーサウンドを響ひびかせ、アフラ・マズダは抜ばつ刀とうした。

　排気管エキゾーストパイプから吹き荒れる廃はい棄き熱は、灼しやく熱ねつの翼つばさと化す。

　そして、先に動いたのはツェーザルだった。徒と手しゆ空くう拳けんが帯刀者の間合いに自ら踏み込むという暴挙――それが彼にとって必勝の戦術なのだ。

　神話の拳がアレックスの顔面を打ち砕かんと、轟ごう音おんと共に迫せまる。

　幾いく多たの決けつ闘とうで、戦場で、肉と鉄を破は砕さいした暴力の象しよう徴ちようだった。

　しかし、アレックスは動かない。

　否。動き終わったあとだった。

「ば、かな……っ！」

　ツェーザルは吐と血けつする。その胸にはアレックスの突き放った硬質ブレードが、深々と刺さっていた。

　彼は、何が起きたのか分からないという顔をしていた。信じられないという目でアレックスを見ていた。

　もっとも、不思議なことは何もない。

　素手で剣に勝てるわけがない。当然の話だ。そんなことも知らなかったのか、この男は。

「お前は間違いなく達人だが、残念ながら俺やカールには及およばなかったということだ」

　そう講義してから、アレックスは大きく踏み込み、硬質ブレードを押し込んだ。

　体と装甲を貫通し、背中から刃はが飛び出す。

　神話が絶命した。
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　剣が見えなかった。

　左右二刀流から繰くり広ひろげられる狂きよう気きの連撃だ。

　まるで竜たつ巻まきのような爆ばく音おんを響かせて、硬質ブレードの刃が荒れ狂う。

「あははははは！　キミしぶといねぇ！　何となく見覚えがあるけど、前に戦ったことあったっけ!?」

　レスター・コナーは楽しそうに笑いながら、両手に握った剣を縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回まわす。

　剣術などかじったこともないであろう出で鱈たら目めな太た刀ち筋すじ。

　なのに一いち撃げき一撃が速くて、重い。

　金属加工の機械は剣術を知らなくても鉄を切断するように――レスターは機械的に昆虫的に、人外の理をもってミレーヌを攻せめ立たてる。

「――ッ」

　ミレーヌはレスターの腕うでの動きから、かろうじて剣の軌き道どうを読み、ポポラの電気属性を最大限に使って自分を加速させ、首の皮一枚で堪こらえ続つづける。

　幾多の戦果を上げ、雷撃の魔ま女じよと呼ばれた自分が、防戦に徹てつしていた。

　最大出力による連続稼働でポポラが疲ひ労ろうを訴うつたえる。各部のアクチュエーターが悲鳴を上げる。ミレーヌの全身が軋きしみ、硬質ブレードが刃こぼれする。

　如い何かに技量に差があっても、ここまで一方的に嬲なぶられるなど、断じて有り得ない。

　このパワーの差。レギオンフレームの性能が根本的に違うのだ。

　たとえば、イブの作ったアフラ・マズダのように。

「はは、じゃあそろそろ腕を一本切り落としてみようか！　素す敵てきな悲鳴を上げてよね！」

　その一言がミレーヌを逆上させた。

「あなたは、そうやってお婆ばあさまを！」

　頭に上った血をそのまま叩きつけるが如く、ブレードを振り下ろす。

「おっとっと」

　レスターは二刀をクロスさせ斬撃を受け止め、しかし堪えきれずに後ろに跳とんだ。

　開いた距きよ離りを利用して助走をつけて追つい撃げきをしてやる。乾けん坤こん一いつ擲てきの覚かく悟ごを決めて、ミレーヌは構える――が、踏み込めない。

　結界じみた殺気がミレーヌを叩き、憤ふん怒ぬを押し返す。

　レスターの地じ獄ごくのような笑えみが、ミレーヌの足を凍こおり付つかせた。

「お婆さまだって？　ああ、さてはキミ。雷撃の騎き士しの孫か何かかな。へえ、そうか。そうなんだ。だったら……もう少し本気を出してもいいわけだ」

　レスターが身を低くかがめた。

　まるで獲物に飛びかかろうとする獅し子しのように。

　ミレーヌは動けない。逃げればいいのか、受け止めればいいのか分からない。

　まるで獲物として狙ねらわれた兎うさぎのように。

　どうしようもなく『死』が迫り来る。




　その狭はざ間まに――




　真しん紅くのレギオンフレームが、炎をまとって現われた。

　屋敷を粉ふん砕さいして、手に持つブレードに鉄てつ屑くずを刺さしたまま。

「アレックス！」

　見み紛まがうはずもない、この地上で最強の男が、ミレーヌとレスターの激げき突とつに割って入った。

「こいつがレスターか。悪いなミレーヌ、邪じや魔まをしたらしい」

　アレックスはレスターを一いち瞥べつし、ブレードの切っ先に引っかけていた鉄屑を放り投げる。

　レスターは鉄屑を弾くが、同時に目を見開いて、地面に転がるそれを凝ぎよう視しした。

「ツェーザル!?」

　そう。それは胸に穴が開いたレギオンフレームだった。

　まるで大口径のカノン砲を撃ち込まれたような穴があいている。

　しかしミレーヌは、それがアレックスの突きによるものだと知っていた。

　アフラ・マズダの大出力でしか成し得ない、究極の暴力がそこに具現化していた。

　それを見つめるレスターの口から、声が漏れた。

「あは――」

　嗤わらう。

　目を血走らせ、犬歯を覗かせ、歓かん喜きしていた。

「なんて素敵な死に様なんだい、ツェーザル！　綺麗だなぁ、格好かつこいいなぁ！」

　芸術家を志す美大生が、憧あこがれの彫ちよう刻こくを生で見たかのように。

　レスター・コナーは死体を前にして感動に打ち震えていた。

「ああ、だけど困ったぞ。ツェーザルがいないと、誰がボクを養ってくれるんだろう？　まあ、いいか。それよりも、ねえキミ！　ボクと戦っておくれよォ！」

　ミレーヌに向けられるはずだった殺意がアレックスに向き直り、初歩から視し認にん不能の超ちよう加か速そくで襲おそいかかった。

　――逃げて！

　そう叫ぶのも間に合わない、刹那の間かん隙げきに。

　何かが起こって、レスターが吹き飛ばされた。

「――ッ？」

　いつの間にか、アレックスの姿勢が変わっていた。剣を横よこ薙なぎに振り抜いた形で静止している。

　そしてレスターは、アレックスに向かって突とつ進しんしたはずなのに、反対の方向へビリヤードの玉のように転がり、木をへし折って地面に横たわる。

　結果だけを見れば、アレックスがカウンターに成功したのであろうと推察できる。だが、一いつ切さい合がつ切さい、軌き跡せきも、残像すら目に映らなかった。

　ミレーヌ如ごときでは観戦することすら不可能な領域で二人は戦い、そしてアレックスが勝利した。

　分かるのはそれだけ。

「なんだい、今のは。凄すごいよ、キミ。今までで最強だ……ああ痛い……痛いなぁ……泣きそうだよ」

　レスターは左ひだり腕うでの肘ひじから先がなくなっていた。レギオンフレームの止血機能が働き、腕の付け根を圧あつ迫ぱくしているようだが、それでも血が溢あふれ出だす。

「流石さすがに、止血しなきゃ死んじゃいそうだな……今日のところは逃げるよ。悔くやしいけど。でも次に会ったら必ず殺す。キミは痛いとどんな反応をするんだい？　見たいなぁ、聞きたいなぁ」

　地を蹴って塀の上に登り、血をダラダラ流しながら、名な残ごり惜おしそうにアレックスを見下ろし――夜の闇やみに消えていく。

「抜かせ。このまま逃がすと思っているのか」

　アレックスは追いかけようと踏み出した、途と端たん。アフラ・マズダの動力がストップした。

　冷却装置の限界点。オーバーヒートを起こし、鉄の重りと化していく。

「アレックス、大だい丈じよう夫ぶですかっ？」

　レスターが消えたことにより、ミレーヌはやっと金かな縛しばりが解けた。

　うずくまるアレックスに駆かけ寄より、レギオンフレームを外してやる。

「ありがとう、ミレーヌ……それよりも、レスターはお前に任せるつもりだったんだが、成り行きでこうなってしまった」

「いえ……アレックスが来てくれなかったら、私は殺されていたことでしょう……」

　そう答えるしかなかった。

　歯が立たなかった。手も足も出なかった。

　雷撃の魔女が聞いて呆あきれる。憧れの祖母とそっくりな二つ名を得て、自分は強くなったと錯覚していた。

　どうしていい気になっていたのだろう。

　ブラックファングの中でも、カールやアレックスに勝てたことがないのに。なにせ彼らは強すぎて、別の世界の人間のように思えたのだ。自分とは関係のない領域だと考えてしまった。

　実際、今まではそれでも上手うまくいっていた。十二分に強者として扱あつかわれていた。

　しかし、だから何だというのだ。

　レスター・コナーは、あの雷撃の騎士テレジア・アントワーヌを殺した相手なのだ。

　人外の領域に住む者だと予測すべきだった。

　血が出るほど唇くちびるを噛かんで、そんなことをしても強くはなれないと分かっていて。

　アレックスに慰なぐさめて欲ほしそうに涙なみだを流す自分が、とても卑ひ怯きような女に思えた。

「ミレーヌ……大丈夫か？」

　駄だ目めだ。こらえろ。すがるな。

「……ええ、大丈夫ですわ」

　自分で。この手で。レスターを倒たおす。アレックスには託たくさない。

　他の何を譲ゆずっても、これだけは絶対に。
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「やあ、エステル。ごめんね、こんな真夜中に電話しちゃって」

「あら。何を言ってるのよレスター。こっちはまだ昼前よ」

　受話器から聞こえるエステルの笑い声で、レスターは時差というものを思い出す。

　まったく、そんなことにも頭が回らないなんて、自分はかなり痛みが苦手らしい。

　空港に来るまでの間に、皮と肉を引っ張って自分で縫ほう合ごうし、止血だけはした。それでも素人しろうと技だから、少しずつ染み出してくる。

　病院に行けばいいだろうが、そんなことをしている場合ではない。

　きっとあの男はダレス・オルグレンを追ってやってくる。

　そのときこそ決着を。雪せつ辱じよくを。拷ごう問もんを。解体を。

　腑ふ分わけして標本にして飾かざってやる。

　防腐処置エンバーミングを施ほどこして、一生の宝物にするのだ。

「キミにもらったベビー・ゴースト、ちょっと壊こわしちゃったんだ。これから更さらに一戦交える予定なんだけど、目も当てられない状態になるかも」

「えー、大切にしてよー」

「ごめんね。この仕事が終わったら、一度アクランド帝てい国こくに帰るよ。直してくれるかな」

「仕方ないわねぇ。新しく作り直すつもりで部品を用意しておくわ。けど、そうしたら直接会うのは何年ぶり？　ふふ、楽しみね。クッキーを焼いてあげるわ」

「ああ、ボクがキミのクッキーが好きなこと、覚えていてくれたんだ」

「当然でしょ。あなたの批評のおかげで上達したんですから」

「そうだったっけ？」

「ええ、そうよ。そのせつは毒どく舌ぜつありがとうございましたぁ」

「あはは、どういたしまして」

　言われてみれば、最初にエステルが焼いたクッキーは酷ひどかった。なにせ砂糖と塩を間ま違ちがえるという、狙ったようなポカをやらかしていたのだから。

「しょっぱいしょっぱい言いながら、二人でジャムをてんこ盛りにして味を誤ご魔ま化かして」

「そうそう。二回目は真っ黒に焦こがしちゃったのよね」

「あれは流石に参ったよ」

「けど、レスターは食べてくれたじゃない。嬉うれしかったわ」

「きっと、そのときのボクは酷くお腹なかが空いていたんだよ」

　懐なつかしい思い出を語っていると、袖そで口ぐちが赤くなってきた。

　染み出した血が、ポタポタと床に落ちる。

「ああ、そろそろ時間だ。雇やとい主ぬしを乗せた飛行船を、護衛することになってるんだよ」

「そうなの？　けど空中だとレギオンフレームの出番はなさそうね」

　エステルは常識的な意見を述べる。

　普ふ通つうに考えればそうだろう。しかし、あの男は。レスターの腕を切り落としたあいつは、常識では語れない。

　絶対に空まで追いかけてくる。

「ところでエステル。さっきから息づかいが荒あらいけど、何やってるの？」

「え？　それはね……ふふ、教授を押し倒して、縄なわで縛しばって、騎乗位してるのぉ」

「はぁ……朝から元気だなぁ、キミは」

「だってぇ……昨日から教授、うちに遊びに来てるんだけど、朝立ちが凄くてぇ。家事だけじゃなく、射精管理もしてあげることにしたのよぉ」

　などと、たわけたことを言いながら、エステルはあんあん喘あえぎだした。

「ふーん……それじゃあエステル。近いうちにまた」

「ええ。気をつけてね、レスター」

　受話器を置いてからレスターは、大きくため息をつく。

　結局、告げられなかった。

　――ボクの初はつ恋こいの相手はキミだったんだぜ、ってさ。

　まさか、よりにもよって教授とセックスしているところに繋つながるとは思わなかった。そして、その程度で告白をためらうほど、自分のメンタルが弱いとは知らなかった。

　その教授とやらに、ちょっぴり殺意を覚える。それはレスターにとって、趣しゆ味み以外で人を殺したいと思った、もしかしたら初めての瞬しゆん間かんだった。

「なるほど。告白って勇気がいるんだなぁ。勉強になったよ」

　呟つぶやいて、ダレスが待つ飛行船に向かう。

　あの男を倒さない限り、二度とエステルに告白するチャンスはない。

　赤いレギオンフレームの男。その顔を思い出そうとしたが、なぜか、まだ見ぬ教授を想像してしまった。




　　　　　※




　トニー・オルグレンは炎の中、生きていた。

　アレックスたちによって捕とらえられ、国税局に連行され、短い尋じん問もんの末に全すべてを吐はいた。




　知事と共きよう謀ぼうし、架か空くうのリゾート地建設を計画したこと。

　それを口実にバンク・オブ・スカーレットから、六百億レーラの融ゆう資しを得たこと。

　オルテア建設を倒とう産さんさせる直前に、その口座から六百億全てを引き出し、三百億を知事に渡わたし、もう三百億を自分たちのものにしたこと。

　三百億のうち二百五十億は、五十億ずつに分けて、空路でヘルン共和国のプライベートバンクに送金したこと。

　プライベートバンクの管理は息子むすこダレスに一任していたが、裏切られたこと。

　残りの五十億は今夜、チャーターした飛行船で、リヴァーフラット空港から出発する予定であること。

　知事が受け取った三百億は、おそらくリベリオン銀行に入金されたはずだが、自分にそれを確かめるすべはないこと。




　そして――今までの悪事を隠いん蔽ぺいするため、知事の指示でマイケル・ブルースターを事故に見せかけて殺害したこと。




　その最後の供述を聞いた瞬間、フィオナ・ブルースターは泣き崩れた。

　別室に連れて行かれるフィオナを見つめながらも、アレックスは次の行動を起こさねばならなかった。

　つまり、五十億を乗せて飛び立つ飛行船を、制圧する。

　それだけが、この犯罪における唯ゆい一いつの物的証しよう拠こなのだ。

　幸いにも特戦隊の四人は一命をとりとめたらしい。おかげで邪じや心しんなしに戦える。

「リヴァーフラット空港を閉へい鎖さしろ！　警察の協力も仰あおげ！　絶対に離り陸りくさせるな！」

　国税局員の怒ど号ごうが木こ霊だまする。

　そんな中、アレックスも独自に空港に急ごうと廊ろう下かを走る。

　その後ろをミレーヌが足早に付いてきた。そしてアレックスは突とつ然ぜんネクタイを掴つかまれ、そのまま壁に押しつけられた。

「アフラ・マズダを私に貸してください！」

　普ふ段だんの、おっとりした雰ふん囲い気きからは想像も出来ない、鬼き気き迫せまる表情で。

　レスター・コナーを倒すのは自分なのだと、そう訴える。

「無理だよ、ミレーヌさん！」

　追いかけてきたイブが叫んだ。

「あれはお兄ちゃん専用にチューニングしてるから……ミレーヌさんには動かせない！」

　ミレーヌの友達として心配し。そして技術者として忠告する。

　実にもっともな意見だ。

　アフラ・マズダは、アレックスですら乗りこなせているとは言いがたい。
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　次世代の機体。レギオンフレームの今後十数年を予知する指針。文明のブレイクスルー。

　それがどうした。

　しょせんは兵器。人が使うもの。

「いいぜ、使えよ。その代わり、負けたら全てがご破算だからな。分かっているんだろうな」

「この私が負けるとでも？」

　一度負けたくせに、とは言わない。

　なぜなら、さっきの戦いは対等ではなかった。

　レスター・コナーのレギオンフレームは、どこから手に入れたのか知らないが、通常機の出力を大きく上回っていた。それこそ、アフラ・マズダに準ずるほどに。

　ならば、同等以上の機体があれば、負けはしない。

　依え怙こ贔屓ひいきでもなんでもなく、アレックスは『雷らい撃げきの魔女』が強者であることを知っているのだ。




　　　　　※




　国税局の動きは迅じん速そくだった。

　トニーから情報を引き出すとほぼ同時に飛行場へ急行し、丸ごと閉鎖させ、全ての便をストップさせた。

　だが、ダレス・オルグレンと五十億レーラを乗せた飛行船は、飛び立ったあとだった。

　仕方がない。ダレスを屋や敷しきから逃にがしてしまったのはアレックスたちの責任だ。

　であれば、追いかけるのはＲＯＬの役目であろう。

　こんな時のために、秘密兵器があるのだし。

「第一、及び第二推進装置、起動確認。圧力正常。お兄ちゃん、いつでも動かせるよ！」

　イブは操そう舵だ輪りんを握にぎりしめ、気合いの入った声で言う。

「ぴー」

　ムルルもイブの頭の上で翼を広げて声を上げる。

「よし。管かん制せい塔とうからも飛行許可が下りている。サンディブリッジ号、抜ばつ錨びよう！」

「よっしゃぁ！　ぽちっとな」

　イブがボタンを押すと、サンディブリッジ号を固定していたワイヤーが外れ、ゆっくりと浮かび上がった。

　飛行船サンディブリッジ号。それはフロックハート自動車とＲＯＬが共同開発した、ジェット推進器搭とう載さい型がたの次世代型飛行船の一号機だ。

　従来のプロペラ式と比べて倍の速度を誇ほこり、なおかつ新大陸と旧大陸を無給油で横断できる燃費も維い持じした。

　ダレスの飛行船が飛び立ったのは一時間前。よって会敵予想時刻は一時間後。

「ミレーヌ。敵飛行船への突入は任せる。いいな」

「はい。目標は五十億の押おう収しゆう。並びにダレス・オルグレンの拘こう束そく、ですわね」

「ああ」

　レスター・コナーの殺害は、ＲＯＬにとっても国税局にとっても二の次、三の次。

　だが、立ちはだかるのであれば。

「邪魔する奴やつは、全力で排はい除じよしろ。そして生せい還かんしろ。社長命令だ」

　敵がレスターであろうと。蜘く蛛も型の怪かい物ぶつであろうと。今のミレーヌなら撃げき破はし、目標を達成すると信じて送りだす。

　そのアレックスの想おもいに、ミレーヌは敬礼で答えた。







第五話　空中決戦







　操縦士と、レスター・コナーと、そして自分。

　チャーターした飛行船に乗っているのは、その三人だけだった。

　ダレス・オルグレンは椅い子すに深く座すわり、貨物室にある五十億レーラのことを思う。

　ヘルン共和国にある金と合わせれば、三百億。そっくりそのまま自分のものだ。

　誰だれにも文句は言わせない。

　組織を今まで運営してきたのは俺おれなのだ、という自負がある。

　現に、十年前までオルグレン・ファミリーは、リヴァーフラット州の中でも弱小で、小さなナワバリからみかじめ料を回収するしか能のない集団だった。

　しかしダレスが大学を卒業しファミリーに加わってから一変する。

　政治家にコネを作り、裏の仕事を引き受けた。バンク・オブ・スカーレットを食い物にする仕組みを提案し、その実行犯を請うけ負おった。

　わずか三年でオルグレン・ファミリーは、リヴァーフラット州から他のマフィアを駆く逐ちくした。そして政治家・マフィア・銀行の強力なトリニティが完成し、横領は膨ぼう張ちようの一いつ途とを辿たどった。

　それを支えてきたのはボスのトニーではなく、この自分。

　ゆえに三百億くらい、最後にポケットに入れても構わないだろう。

　どのみち、国税局査察部が強制捜そう査さに出た時点で、リヴァーフラット州はもう駄目だ。連中が知事まで辿り着くかどうかは知らないが、ダレスは出て行くしかなかった。

　ダレス・オルグレンという名も捨てよう。全くの別人として、三百億を武器に第二の人生を歩む。出来れば整形して顔も変えたい。

　と、そこまで考えて。向かいの席に座るレスターへ、ふと視線を向ける。

　男でありながら女の姿をした、あやふやな存在。

　流石に性別まで変えるつもりはないが、彼の生き方は、今までの自分を捨てる参考になるかもしれない。

　そう考えたダレスは、暇ひまつぶしに話しかけることにした。

「レスター・コナー。お前はどうして女の格好をしているんだ？　別に性同一性障害というわけでもないのだろう？」

「別に、深い意味はないさ。ただこの格好がボクに似合っていて、そしてボクがそれを気に入ったというだけの話だよ。身みの丈たけに合っていて、おまけに好きなんだから、他の服を着る理由が見当たらないね。人生だってそうだろ？　好きなように生きて、それで上手くいったら最高じゃない」

　姿の話を振ったのに、人生観を語られてダレスは面食らう。

　まさかレスターに『生き方』を論じられるとは思わなかった。

「だが、いつまでも上手くいくとは限らないだろう。好きなことだけを続けていれば、いつかは破局が待っている」

「かもしれない。けど、それは仕方がないことだと思うよ。ボクはやりたくないことは一切やらない。好きなように生きて、好きなように死ぬ。キミだって、そうしたいから父親を裏切ったんじゃないの？」

　好きなように生きて、好きなように死ぬ。

　ああ、そうか。自分はそれをやりたかったのか。

　この十年のモヤモヤした気分の正体が、今ようやく分かった。

　田舎いなかのマフィアの参さん謀ぼうではなく、もっと大きな、世界を揺ゆるがすようなことを。

　恥はじを恐おそれずに言ってしまえば、歴史に名を残すような男になりたい。

　それが悪名であっても、だ。

「レスター・コナー。俺はてっきり、お前はただの狂きよう人じんだと思っていた」

「いやいや、ボクは混じりっけなしの狂人さ。けど狂人が何も考えていないと思ってもらったら困るよ。価値観が違うだけで、色々悩なやみだってあるんだぜ？」

　片かた腕うでを失い、ろくに治ち療りようもせずに飛行船に乗り込んだレスターは、今まさに、好きなように死のうとしていた。

　それは同じ男として尊敬に値あたいした。率そつ直ちよくに羨せん望ぼうすら覚えた。

「俺も、お前の生き方を少し参考にさせてもらうか」

「そうかい？　まあ、苦労もあるけど楽しいよ。すぐに病やみつきさ。いやぁ、仲間が増えて嬉しいな」

　レスターはそう言って、

「ようこそ、女装の世界へ。聞きたいことがあったら何でも言ってくれ」

　と、自信満々に笑った。

「馬ば鹿かか貴様は」

　彼に抱いだいていた感情の全てをかなぐり捨て、ダレスは拒きよ絶ぜつの言葉を放つ。

　そのとき、天てん井じようのスピーカーから、操縦士の声が流れた。

「ダレスさん。操縦室まで来て下さい。本船に急速接近する物体があります！」

「なに？」

　ダレスは呆ほうけたように口を開けて固まる。

　飛行船に対して急速接近出来る物体など、ダレスの知識に存在しない。

　無論、この飛行船を上回るスペックの機体はあるだろうが、それでも急速接近とはどういうことか。

　状じよう況きようを確かめるため、操縦室の扉とびらを開ける。

「間違いではないのか？」

　一言目がそれだったが、操縦士の青ざめた顔がそれを否定する。

「レーダーにハッキリと映っています。本船の倍は出しています！　このサイズは鳥じゃないですよっ！」

「倍？　この飛行船は何キロ出しているんだ？」

「時速百キロです。これ以上は無理です！」

　すると向こうは時速二百キロということになる。馬鹿な。そんな飛行船、聞いたこともない。

「あいつだよ。ボクが思ったとおり、追いかけてきたんだ。嬉しいなぁ」

　振り向けば、レスター・コナーが壮そう絶ぜつな笑みを浮かべて立っていた。

　殺意と戦意と狂気と歓喜を混ぜ合わせ、宴うたげの始まりを告げるように嗤わらう。

　混じりっけなしの狂人。

　敵が来た。だから彼かれが迎げい撃げきする。

　そう考えれば連れてきたのは正解のはずなのだが、しかしダレスは確信を持てなかった。

　なんにせよ。ここは既すでに戦場になったらしい。




　　　　　※




「イブ、相対速度を合わせて敵の真上に付けるんだ」

「えぇぇ、そんな難しいこと出来ないよぉ」

　アレックスの指示に、イブは目を白黒させて慌あわてふためいた。

　それもそうだな、と納なつ得とくし、アレックスは自分で操舵輪を握った。

　するとムルルが、なぜかイブの頭からこちらの頭に移動してくる。

「ぴー」

　何やら偉えらそうに鳴いている。まさか自分が船長のつもりなのだろうか。

「さてと。ミレーヌ、聞こえているか？」

「感度良好ですわ」

　伝声管を通じて、貨物室にいるミレーヌの声が聞こえてくる。

「よし。本船はこれより、敵飛行船の直上に移動する。俺が合図したら飛び降りろ」

「分かりましたわ」

　事ここに至っては、もはや言うことは何もなかった。

　各自が自分の仕事をこなせば、必ず勝てる。

　ＲＯＬは一人残らずスペシャリストなのだから。

「私、機関室に行ってくるね！」

「ああ。壊れたら頼たのむぞ」

「がってん承知！」

　イブは元気よく走っていく。

　操縦席にはアレックスとムルルだけになった。

　窓からはダレスが乗っているであろう飛行船が見える。

　そのまま近づき上を取ろうとした瞬間、機き銃じゆう掃そう射しやの洗礼が迫った。

　見れば飛行船の上部に、隻せき腕わんのレギオンフレームが一機。

　レスター・コナーだ。

「しかし、この高度だと二十ミリは風に流されてそうそう当たらない。船長、指示を」

「ぴー」

　頭の上からムルル船長の突とつ撃げき命令が下った。

「了りよう解かいだ。イブ、ミレーヌ。今から回かい避ひ機動を取る。どこかに掴まれ！」

　告げると同時に、アレックスはスロットルレバーを押し込んだ。

　巡じゆん航こう速度の時速二百キロから、最大速度の三百キロへと加速し、そのまま取とり舵かじ一いつ杯ぱい。船体を左に走らせ、敵の火線から離り脱だつする。

　更に垂直上じよう昇しよう。天あまの川がわを背にターンして、急速降下。敵に激突する直前に艦かん首しゆを上げて水平に戻もどす。

　逆ぎやく噴ふん射しや、二秒。相対速度、ゼロ。

「ミレーヌ、行け！」

　格納庫のハッチが開かれ、アフラ・マズダが飛び出した。

　それをカメラで確認したのち、推進装置を吹ふかしてレスターの射程外へと脱出する。ターボジェットが空気を吸入・圧縮し、エタノールをぶちまけて燃ねん焼しようさせ、スラスターノズルが焼け付くまで全力運転。内臓が裏返りそうな加速と振しん動どうを耐たえて、雲の中に突っ込んだ。

「お兄ちゃん！　発動機が爆ばく発はつするかと思ったよ！」

　伝声管からイブの怒ど鳴なり声ごえが聞こえてくる。

「悪い悪い。けど大丈夫だっただろ？」

「そうだけど……パイプから蒸気漏もれてきたから直してからそっちに行くね。帰ったら総点検しなきゃ」

「頼んだぞ。ところで、怪け我がはないか？」

「お尻しりぶつけた！　凄く痛い！」

「それは大変だ。あとでさすってやるよ」

「やったぁぁぁ！　わっしょぉぉぉいっ！」

　耳がキンキンするほどの喜ぶ声が飛び出してきた。あまりにもうるさいので、アレックスは頭上のムルルを掴み、そのお尻を伝声管に押し込んで塞ふさぐ。

「ぴぃ……」

　精せい霊れいの恨うらめしそうな声を無視して、アレックスはサンディブリッジ号を雲から出し、外の様子を確認する。

「さあ、ミレーヌ。しっかりやれよ。もう俺に出来ることは、サンディブリッジ号を体当たりさせるくらいなんだ」

　そう言いながらも、アレックスはミレーヌの勝利を疑っていなかった。

　彼かの女じよの名は、雷撃の魔ま女じよ。

　アフラ・マズダを更に加速させる最速のレギオンフレーム使い。




　　　　　※




　サンディブリッジ号から降下したと同時に、二十ミリ機き関かん砲ほうがアフラ・マズダを狙った。フルオートで叩たたき付つけられる鉄鋼弾だんの雨を、防ぼう御ぎよフィールドが完かん璧ぺきに防ぐ。

　ロータリー式精霊発動機の莫ばく大だいな出力があって初めて可能な芸当だ。

　よって、敵の精霊発動機が同等のスペックでない限り、同じ真ま似ねは出来ない、はず。

　それを確かめるため、ミレーヌはレスターへ銃じゆう口こうを向け引き金を引いた。

　着地前に一発で仕留めるのが理想だ。

　そのために持ってきた銃は、いつもの機関砲ではなく、三十五ミリ口径のアンチ・マテリアル・ライフル。

　普通なら防御フィールドどころか、装そう甲こうと人間をまとめて貫つらぬく。

　にもかかわらず、レスターの機体は無傷だった。時速三千キロで撃ち出された弾だん丸がんが、装甲に達する前に弾はじかれてしまった。

　もっともこれは、半ば予想していたこと。トニー・オルグレンの屋敷で戦ったときから、彼の機体が普通ではないと分かっていた。

　つまり、お互たがいに銃による決着は有り得ないということ。

　剣けんによる白兵戦だけが雌し雄ゆうを決する。

　その覚かく悟ごを決め、ライフルを投げ捨て、ミレーヌは飛行船の上に着地した。

「レスター・コナー！　我わが祖母、テレジア・アントワーヌの仇かたき、今ここで討うたせて頂きます！」

　抜ばつ刀とうして、返答を待たずに踏み込む。

　飛行船の外装は木も綿めんや革であるから、レギオンフレームで踏ふめばすぐに破れてしまう。しかし、骨組みは鋼鉄製だ。その上だけを選べば、遠えん慮りよせずに戦える。

　逆に足を踏み外せば飛行船に穴が開く。そうなれば全員まとめて墜つい落らくだ。そういった意味でも火器の使用は厳禁――であるのに、何を思ったのかレスターは、機関砲を再度発射した。

「なっ!?」

　狙ねらいも滅め茶ちや苦く茶ちやだ。一応銃口がこちらを向いてはいるが、暴れる砲ほう身しんを押さえる気がないらしい。あちこちに弾たまが飛んでいく。

　当然、飛行船の外装に穴が開く。それも無数に。

　ミレーヌは予想外の事態に足を止め、愕がく然ぜんとしてしまう。

　レスターは弾切れになるまで撃ち続け、弾切れになっても引き金から指を離はなさない。

「あの男はどうしたの……？　どうして来てくれないんだ？　ボクは彼と戦いたくて待っていたのに……」

　ヘリウムガスが流れ出す。

　風船とは違ちがい外装に厚みがあるから、破は裂れつの心配はない。それに飛行船に対して穴が小さいので、今すぐ浮ふ力りよくを失って墜落することもないだろう。

　だが、それは時間の問題であって、旧大陸に行くにしても引き返すにしても絶望的な状況だ。端たん的てきに言えば墜落する。

　それなのにミレーヌは、飛行船の状況よりも、レスターの方が遥はるかに危険だと感じた。

　隻腕だとか、残弾がないとか、そんな分ぶん析せきに意味はなく。目を離した瞬間に殺される。

「あなた如き、アレックスが相手するまでもありませんわ。このミレーヌ・アントワーヌにすら勝てないのですから！」

「相手するまでもないだって……ボクは痛いのを我が慢まんしていたのに……けど。そうか、キミを殺せばいいのか。キミを殺せば次にあいつが出てきてくれるんだろう？　いいよ、分かったよ。面めん倒どうだけど、まずはキミから殺してあげる！」

　レスターは二本の硬こう質しつブレードを抜ぬいた。

　一本は右みぎ腕うでに持ち。もう一本は口で咥くわえて。目を血走らせて。獣けものの疾しつ走そうを開始する。

　前の戦いでは視し認にんすることすら出来なかった動き。

　しかし恐れるな。

　自分は強い。あのアレックスが信じて送り出してくれたのだ。戦える。そして勝てる。

「そこ！」

　真横から来た斬撃を、ミレーヌは受け止めた。

　そのまま弾いて反はん撃げきに出る。

　レスターは首を振ふって咥えたブレードを振り回すが、それをミレーヌは絡からめ取とった。

　ブレードが飛んだ。噛かみ締しめていた歯も砕くだけ散ちった。

「ぐっ」

　歯は茎ぐきから血をしたたらせ、レスターは大きく飛とび退のく。

　ミレーヌは更に追つい撃げきを仕し掛かけた。

　両手で握ったブレードと、隻腕で握られたブレードが激げき突とつし、文字通り火花を散らす。

　夜の空に閃せん光こうを灯ともし、斬撃が互いの首を刎はねようと躍おどり狂くるう。

　ミレーヌには、レスター・コナーの動きが見えた。

　精神の高こう揚ようがかつて無い集中力を生み出し、視覚を限界まで引き上げている。アフラ・マズダの圧あつ倒とう的てき出力に、ポポラの電気属性を上乗せし、瞬しゆん間かん的てきにスペック以上の速度を出す。

　そして、押しているのはミレーヌだ。

　どうやら敵のレギオンフレームの出力は、アフラ・マズダに比べたら一段劣おとるらしい。

　なによりも、腕うでの数が違う。覚悟が違う。想いが違う。

　自分が楽しむためだけに世界中の人を殺して回っているような奴に、負けてたまるか。

「これで、終わりですわ！」

　レスターがよろめいたところに、渾こん身しんの一いち撃げきを打ち込む。

　脳天から真っ二つにしてやるつもりだった。

　しかし、レスター・コナーは甘あまくない。この程度で死ぬようなら、世界を舞ぶ台たいに快楽殺人旅行など到とう底てい不可能なのだ。

「――!?」
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　レスターは仰のけ反ぞりながら、左ひだり腕うでを突き出した。もっともそれは、肘ひじから先のない腕だ。攻こう撃げきにも防御にも用をなさない。ミレーヌは相手の意図を掴めぬまま、硬質ブレードを振り下ろす。

　切っ先が、レスターの傷口を斬きった。おそらく自分で縫ぬったのであろう粗そ末まつな左腕を、わずかにかすめる。

　その結果、血が噴き出した。

　無む理り矢や理りせき止められていた血のダムが決壊し、噴ふん水すいのように飛ぶ。

　レスターはわざと斬らせて、赤いカーテンを作ったのだ。

「こんな目つぶし！」

　顔に血がかかってもミレーヌは気にせず目を見開き、レスターの斬撃を片手で受け止める。そして、もう片方の手を敵の喉のど元もとに伸のばす。

　首を絞しめるのではない。へし折るのだ。

　しかし。

「本命はこっちさ！」

　レスターは叫さけぶ。そして手しゆ榴りゆう弾だんを投げた。

　左腕の傷口の奥おくから。血が吹き出る勢いを利用して。

　――あらかじめ仕込んでいた!?

　それはミレーヌの常識では絶対に思いつかない、悪あく魔まの発想だった。

　どう生きてきたらその思考に到いたるのだろう。世界が違いすぎて想像すら出来ない。

　ほとんど触ふれそうな眼前に、手榴弾が浮かんでいる。これでは防御フィールドの内側だ。喰くらったらひとたまりもない。だが、それはレスターにとっても同じ条件なのに。馬鹿なのか。死ぬ気なのか。

　と、悠ゆう長ちように驚おどろいている余よ裕ゆうもない。着地のことも考えずに、全力で後ろに飛び退く。

　背中から落ちて、そのまま二回転半。無様だが、おかげで手榴弾の効果範はん囲いから脱だつ出しゆつできた。

　半瞬遅おくれて爆発が起きる。

　黒こく煙えんが広がり、レスターの姿が消えてしまった。

　本命はこっち――その台詞せりふの真意を悟さとった。つまり、これが本命の目つぶし。

　ならば煙けむりに紛まぎれて、攻撃が来る。

　どこからだ。

　右か左か。もしくは――

「空！」

　ミレーヌは勘だけで視線を上げた。煙の動きとか、周囲の音から判断したのだという理屈を付けられるかも知れないが、そんなものはあとで考えればいいことだ。

　重要なのは、そこにレスターがいたという事実だけ。




　彼には、顔がなかった。




　爆発で鼻から上が吹き飛び、頭ず蓋がい骨こつすら消えて、脳が露ろ出しゆつしていた。

　眼も片方だけになっていて、視神経が紐ひもみたいにブラブラしている。

　それでもレスターはミレーヌを見ていた。

「殺す殺す殺す！　キミを殺して、あいつもあいつも殺して！　ボクはエステルのクッキーを食べるんだァァッ！」

　皮が焼け落ちて歯茎が丸見えの口を動かし、レスターは意味不明に叫んだ。

　ミレーヌは腰こしだめに構え、振り下ろされる硬質ブレードに対し、迎撃の姿勢をとった。

　全力で迎え撃つ。

　何も考えず、全出力と全技能を乗せて振り上げる。

　その刹せつ那な――。

　アフラ・マズダの冷れい却きやく装置がオーバーヒートし、機能を停止した。

　動かない。微み塵じんも。指先一つ。こんなときに。今動けたらあとはどうなってもいいという瞬間なのに。機械は無む慈じ悲ひに限界を迎えた。

「ボクの勝ちだ――ッ！」

　レスター・コナーは勝ち誇る。

　隻腕でありながら、それはミレーヌから見ても見事な太た刀ち筋すじだった。そして剣を振り下ろした拍ひよう子しに。

　頭蓋骨から脳がこぼれ落ちた。

　まるで、こねくり回したグラタンのように。

　グシャッ、と。

　潰つぶれて広がった脳のう味み噌その上に、かつてレスターだった死体が落ちてきて、バナナを踏んだみたいに滑すべって転んで。

　ヘリウムが抜けて、ゆっくりと高度を落とす飛行船の壁かべを転がって、夜の海へと落ちていった。

　嘘うそのように。喜劇のように。

　それがステレオタイプの狂人、レスター・コナーの結末。




　そして偶ぐう然ぜんにも、今日はテレジア・アントワーヌの命日であった。




　　　　　※




「お兄ちゃん、決着ついたぁ？」

　機関室にこもっていたイブが鼻歌を歌いながら帰ってきた。どうやらパイプの修理が終わったらしい。

「ミレーヌが勝ったぞ」

「わーい、流石さすがはミレーヌさん！　ま、私のアフラ・マズダを使ったんだから当然だよね。ちゃんと扱あつかいやすいように出力低下調整デチユーンしておいたし！」

　イブはくるくる小こ躍おどりする。

　アレックスは双そう眼がん鏡きようを目から外し、その頭をなでなでした。

「お尻！　頭じゃなくてお尻ぃ」

　などと約束の履り行こうを迫せまってくる。

　子供のくせに尻で男を誘ゆう惑わくするのはけしからん。ということで、アレックスはイブの首の後ろに指を伸ばし、こしょこしょくすぐった。

「うひゃんっ！」

　イブはビクンと飛び跳ね、アレックスの腕を振り払い、部屋の隅すみに逃げていく。

「なにするのさ、お兄ちゃん！」

　眉まゆをつり上げてプンスカと可愛かわいらしく怒おこる。

　しかし、妹を教育するためなのだから、仕方がないのだ。

「そんなことを言っている場合じゃないぞ、イブ。ミレーヌが勝ったのはいいが、向こうの飛行船が墜落しつつある」

「え？　ええええっ？　なんで！」

「レスターが外装に穴を開けやがった」

「じゃあ早くミレーヌさんを回収しないと！」

「いや。ダレス・オルグレンと五十億を手に入れないと意味がない」

「そんなことを言ったって！　今からじゃ間に合わないよ!?」

「間に合う間に合う。サンディブリッジ号なら余裕だろ」

　アレックスは操舵輪を握りながら、当然のように言い放った。だがイブは意図を理解してくれなかったようで、不思議そうに首を捻ひねる。

「サンディブリッジ号を向こうの飛行船の下に入れて、押し上げるんだよ」

「ああ、なーるほど……って！　なんですとぉっ!?」

　見事なノリツッコミだが、そんなに驚くことだろうか。状況をかんがみれば当然の選せん択たくだ。むしろ他に手があるのなら教えて欲しい。

「さあ、驚いてないでどこかに掴まれ。行くぞ」

「ちょっと待った！　その前にムルル貸して！　右のジェット発動機担当の精霊さんが疲つかれてるから、ムルルと交代させなきゃ」

「そうか。おい、ムルル。イブと一いつ緒しよに機関室に行け」

　しかしムルルは、伝声管にはまったお尻が抜けなくて悲しそうな顔をしていた。そういえば、さっきアレックスが押し込んだような気がする。

「ぴーぴー」

「どうしてムルルはそんなところに入ってるの？」

「さあ、どうしてだろうな」

　事実を知られたらイブに怒られてしまうので、アレックスは何食わぬ顔でとぼける。そしてムルルを引っ張ると、スポンと気持ちのいい音と共に抜けた。

「ぴー！」

　久方ぶりに自由を得たムルルは、また捕まることを恐れたのか、全力で操縦室の外に逃げていった。

「あー、ムルル待ってぇ」

　イブはタッタカ走って追いかけて行く。

　三分ほど待っていると、伝声管から準備完かん了りようの合図が聞こえてくる。

「ムルルをジェット発動機に入れたよ。いつでも全力運転ＯＫ！」

「壊れかけてるんじゃなかったのか？」

「もうこの際、気にしない。爆発さえしなきゃ何とかなる！　と思う！」

　イブの頼もしい言葉を受けて、アレックスはサンディブリッジ号を動かした。

　最初、ムルルが乗った右側だけ妙みように出力が強く安定しなかったが、イブが即そく座ざに調整しバランスを取ってくれた。

　ミレーヌたちを乗せた飛行船は、落下を徐々に速めていた。着水まであと一分といったところ。それだけの猶予があれば楽勝だ。

　スラスターノズルから火を噴いて、船体を全力加速させる。その勢いで雲が散り、熱で大気が歪ゆがむ。

　ほとんど体当たりするような軌き道どうで目標へ接近。かすめるとき、ミレーヌの驚く顔が見えた。そのまま下側に滑り込み、こちらの天井を押しつける。

　ショックで大きく揺れ動き、サンディブリッジ号のフレームが軋きしむ。だが、こちらのフレームはジュラルミンで出来ているのだ。そうそう壊れたりはしない。

「出力全開、垂直上昇！」

「まかされよ！」

　イブの快諾が心地好く響き渡る。

　普ふ通つうなら、飛行船で飛行船を押し上げるなど、戯ざれ言ごとそのもの。だがイブが設計し、イブが制御するサンディブリッジ号ならば、躊ちゆう躇ちよせずつっこめる。

　ターボジェットの爆ばく音おんが船内まで聞こえてくる。

　二隻せき分の重量を支えようと力を振り絞る。

　なのに、止まらない。

　ジリジリと海面に近づいていく。

「おい、どうしたイブ。明らかに出力が落ちてるぞ！」

「左の精霊さんも疲れちゃったんだよぉ。もうこうなったらムルルに全すべてを託たくすしかない！」

「ムルルに託す？　……そうか！」

　イブの言わんとすることを理解し、アレックスは船体を右へと大きく傾けた。傾斜が付いた床ゆかを滑らないように踏ん張りながら、微妙なコントロールを続ける。

「左ジェット発動機停止。右ジェット発動機へリキッド供給を集中！」

　出力が落ちた左は無いものとし、ムルルの乗る右側だけを下に向ける。

　二点で支えていたのを一点で押し上げるのだから、安定性は比べものにならないほど落ちる。

　しかし、ムルルは並の精霊ではない。下手に他の精霊に合わせて手加減するより、彼だけに任せた方がむしろ強いのだ。

「ムルルふぁいと！」

　イブの声援と共に、右のターボジェットが限界を越えて駆動する。

　その途と端たん、落下が止まった。

　海面に直接炎ほのおをぶつけて沸騰させて、本当のギリギリのところで静止した。

　アレックスは操そう舵だ輪りんをミリ単位で調整し、綱渡りのような域でそれを維持させる。

「やれやれ。思ったより疲れたぜ」

　あとはミレーヌがダレスと五十億を持って帰ってくるのを待つだけだ。
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「止まった……のか？」

　椅子にしがみついていたダレスは状況を飲み込めず、しかし墜落の危機だけは避けられたらしいと理解し、ゆっくりと立ち上がった。

　窓の外を見れば、海面がすぐそこにある。

　そして信じられないことに、真下にもう一隻、飛行船がいた。どうやら、こちらを押し上げて落下を阻止してくれたらしい。

　――そんな馬鹿な。

　そう思いつつ、現実にそういう光景が広がっているのだから、否定のしようがない。

　そのお陰かげで海に落ちずに済んでいるのだから。

　床に転がったワインボトルを掴つかみ上あげ、ひび割れたグラスに注いで、一気に飲み干す。

「ダレスさん……ここはどこなんでしょう？　天国なんですか……？」

　操縦士がやってきて、震えながら言う。

　――この俺がいるのに、天国なわけがないだろう。

　そんな自じ嘲ちようを浮うかべつつ、ボトルから直接ワインを飲む。

「まだ俺たちは生きている。船は動かせんのか？」

「無理です。ヘリウムが完全に抜けてしまいましたから……」

「ちっ……レスターの奴やつ」

　さっき窓から、転げ落ちていくレスターの死体が見えた。彼は負けたのだ。この船を守るものは何もない。それどころか敵の手によって支えられているという体ていたらく。

　貨物室に五十億レーラがあるのに。ヘルン共和国に行けば三百億レーラになるのに。

　命運尽きた。

　その証しよう拠こに、壁が爆はぜる。

「ダレス・オルグレン！　あなたを拘こう束そくしますわ！」

　真しん紅くのレギオンフレームが飛び込んでくる。

　それに乗っているのは金髪の女だった。

　レスターは男と決着を付けると言っていたのに。

　――あいつも俺おれも、好きなように生きることが出来なかった、か。

　最後に一口飲もうとボトルを口に運んだが、もう一滴てきも入っていなかった。







第六話　オリジナル・ファイブ







　ＲＯＬは、現金五十億レーラとダレス・オルグレン、そして専属の操縦士を捕らえ、サンディブリッジ号に収納した。

　その後、ヘリウムの抜けた飛行船を海に沈め、リヴァーフラット州へと凱がい旋せんする。

　ダレスは思ったよりも捜そう査さに協力的だった。父親のように泣きわめくことなく、毅き然ぜんと証言した。

　ヘルン共和国のプライベートバンクは基本的に、国内・国外にかかわらず捜査機関に対して顧こ客きやく情報を公開しない。そのガードの堅さによって信用を勝ち取ってきたのだ。しかし、口座の持ち主が「犯罪によって得た金だ」と証言してしまった以上、情報を開示するしかなかった。

　そしてフィオナの脳内に刻まれた裏うら帳ちよう簿ぼを元に、バンク・オブ・スカーレットと、それを悪用していた全ての企き業ぎよう・政治家に対して強制捜査が行なわれた。

　また、これは余談だが、フィオナを騙だましたベケット検事の死体が、オルグレン邸の地下から見つかった。自業自得と言えばそれまでだが、その無残さに同情してしまう。

　なんにせよ、全ての悪は裁かれた。

「おめでとうアレックス。今回も完全勝利パーフエクトゲームだったわね」

「ありがとう」

　貸し切りのスナックで、アレックスとチェルシーはグラスをぶつけ合う。

「チェルシーの情報のお陰だ。いつも助けられる」

　それは本心からの言葉だった。特に今回は、彼女の魔女めいた情報収集能力がなければ、戦いを始めようという気すら起きなかった。

「報ほう酬しゆうはいつもの口座に――」

「そういう無粋な話はあとにしましょう。せっかく祝いの席なのに」

　彼女は妖よう艶えんに微笑ほほえみ、唇くちびるに付いたブランデーを舐め取る。

　アクランミリタリー・イド帝国軍ンテリジエンス情報部・セクシヨン、略りやく称しようＭＩＳの出身のチェルシー・パセット。

　どういうわけかアレックスに協力的で、二大超ちよう大たい国こくが嫌いやがりそうなことなら採算度外視で引き受けてくれる美女。

「なあ。前から聞きたかったんだが、あんたはどうして俺を助けてくれるんだ？　無論、対価はしっかり払っているつもりだが、もっと割のいい仕事があるだろうに」

「そうねぇ……アレックスが死んだ夫にちょっぴり似ているから、かな」

「へぇ。そりゃあ、素す敵てきな男だったんだろうな」

「ええ、そうよ。自信家なところとか、そっくり」

　チェルシーは懐かしそうな表情で、グラスの縁を指先でそっとなぞる。

　アレックスではない、昔の夫を思い出しながら。

「ちなみに、夫もＭＩＳだったのか？」

「よく分かったわね」

「勘かんだよ。ただ、任務中に死んだのかな、と」

「スパイに休みなんてないわよ。年がら年中、二十四時間が仕事。だから任務中に死んだってのは、ある意味当たってるわね」

　愁うれいの表情を浮かべるチェルシーは、驚くほど絵になっていた。

　今、彼女は亡き夫を想おもい、そしてアレックスはその夫に似ているらしい。

　――こりゃ、今夜も抱けるぞ。

　そんな不ふ埒らちなことを考えていると、チェルシーは見み透すかしたように微笑み、

「私が殺したのよ」

　そう、呟つぶやいた。

「彼ね。もともと私の上官で、とても信頼できる人で。私は惹ひかれて、あの人も愛してくれて……だけど、ＣＩＢのスパイだったの。夫は敵だったのよ」

　バニスタセントラル・イー合衆ンテリジエンス国中央・エージエンシ情報局ー・バニスター。略称ＣＩＢ。

　ＭＩＳと双璧をなす、世界最高の情報機関だ。

　愛した夫がそのスパイだった。それはなんと残ざん酷こくな話であろうか。

　戦場の兵士とはまた別の、諜ちよう報ほうと防ぼう諜ちようの世界に生きる者の悲しみ。

　その一端をアレックスは垣間見た。

「ごめんなさい。辛しん気きくさくしちゃったわね。大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと、このあとのお楽しみがあるから」

「いや、いい……」

　アレックスとしては、ほとんど奇跡のような返答だった。

「俺は死んだ夫の代わりじゃない」

「あら、ふてくされちゃった？　ガキねぇ。抱けるときに抱いておかないと、あとで後悔するかもよ」

「悪いが、その辺の男と一緒にするな。女に不自由しちゃいないんだ」

　ハーレムを作ろうとしている男が、一度や二度の機会を逃したからといって、後悔するはずがない。

「そうは言うけど。ミレーヌちゃんとはどうなったの？」

「……まだだ」

「シャロン姫ひめは？」

「姫様は王族だから……」

「イブちゃんは」

「あいつは妹だ！」

「じゃあ、私以外に抱かせてくれる女はいないわけね」

「……それは」

　反論しようとしたが、出来なかった。アレックスは自分でも驚いた。

　モテる男だと思っていたのに、意外とそうでもないという事実に愕然とする。

　呼吸が止まるかと思った。

　いや待て。ミレーヌはアレックスに間ま違ちがいなく惚ほれている。シャロン姫も惚れている。エリンだって惚れている。フィオナともいい感じだ。

　なのに、どうして抱けないのだろう。

　ちょっと意味が分からない。

「ほらほら。無理しないで、お姉さんに任せなさい。ね？」

　チェルシーの手がアレックスの太ももに伸びてくる。

　不覚にも、そのまま流されてしまい――結局朝帰りになって、イブとミレーヌに怒鳴られるのであった。




　　　　　※




　それにしても、二人でビンタすることはないのではないか。

　左右の頬に手形をクッキリと浮かび上がらせたアレックスは、気分を変えるため、ムルルと猫ねこじゃらしで遊ぶことにした。

　海上でダレスを捕ほ縛ばくしてから一週間が経つ。

　バンク・オブ・スカーレットが粉飾決算を繰くり返かえしていて、実際は経営破綻に陥おちいっていることが暴露された。口座の解約希望者が殺到し、もはや再起不能だろう。

　フィオナは見事、父親の無念を晴らしたのだ。

　それ以外にも、州知事、及および州議会議員全員と、各地の市議会、役人などによる横領が発覚し、リヴァーフラット州の行政は壊滅状態になっていた。

　アレックスの目もく論ろ見み通り、議員が取とり締しまり役やくや理事を務めていた企業の株価は、連日ストップ安。いまやリヴァーフラット州は、バンク・オブ・スカーレットを震源とした恐慌に陥ろうとしていた。

　そしてアレックスは間髪容れず、攻勢に出る。世界各地にあるリキッド採掘施設を担保に、信用できる金融機関から一千億レーラの融ゆう資しを受け、多数の企業に株式公開買付ＴＯＢを仕掛けた。

　無論アレックスだけでなく、多くの投資家がハゲタカのように群がり、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの戦国時代となる。それでもアレックスは負ける気がしなかったが、予想外のライバルが現われた。

　カスペット州の帝王こと、フレディ・ブライアーズである。

　なにせ彼かれは麻薬王。現金だけで七千億レーラという頭がおかしくなりそうな資産を持っている。まともな方法では太刀打ちできない。

　アレックスは昨日、シャロン姫に電話をかけ、そんな現状を説明した。

　そして冗じよう談だんで「七千億レーラほど貸して頂きたいのですが」と言ってみた。するとガシャンと何かが――おそらくは花瓶が――割れる音が聞こえ、それっきり音声が途絶えてしまった。

　一分ほど経たってから、たまたま遊びに来ていたハリエット・ラウドリア女王が代わりに出てきて「シャロンが泡を吹いて失神してしまったのじゃー」と、教えてくれた。それから「言っておくが、妾わらわは遊びに来たのではないぞ。公務じゃぞ」と、力説された。

「本当じゃぞ。ルーメシア王国とラウドリア王国で友好条約を結ぶのじゃ。じゃから、今こうして一緒にガトーショコラを食べているのも、女王としての仕事なのじゃ。分かったか、アレックス」と、聞いてもいないのに更さらに念を押された。

「一つ三千レーラもするロイヤル・ガトーショコラじゃ！　羨ましいじゃろ！」

　ルーメシア王国とラウドリア王国は、今日も平和らしい。

　当然のことだが、シャロン姫をひっくり返しても、それどころか雑ぞう巾きんのように絞っても、七千億レーラが出てこないのは分かっている。

　いまやアレックスは、シャロン姫をＲＯＬのマスコットだと思っており、パトロンにしようなどという残忍なことを考えていないのだ。

　金はあるところにあるのだから、そこから引っ張ってくればいいだけの話。

　アレックスは、とある投資ファンドに連れん絡らくした。

　ハルバートに勤めていた頃ころから個人資産の運用を任せていた会社であり、その社長は二十五歳さいでありながら、ミスター・イーグルの異名で知られる、凄腕のファンドマネージャーである。
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　ミスター・イーグルも当然、リヴァーフラット州には注目していた。だが企業を買収しても、その経営を改善させる人材がいなかった。

　そこでアレックスは名乗りを上げる。

「買収した企業を管理する財閥コンツエルンを作るんだ。そこの最高経営責任者ＣＥＯとして俺を送り込め」

　ミスター・イーグルはその話に乗った。

　リヴァーフラット州を支配する巨きよ大だい財閥を作り出す。それは夢物語のようであるが、実現可能な目標に過ぎない。

　なぜならミスター・イーグルは、十兆レーラを超える資金を運用する投資ファンドを経営しているのだから。

　これが実現すれば、アレックスは雇やとわれとはいえ、一国の王になったのに等しい。

　だが、しかし。

　アレックスにはたった一つだけ、どうしてもＲＯＬ自身で保有しておきたい企業があった。州知事アンソニー・アンダーソンが会長を務める、ノーナイフ造船だ。

　かつてタンカーの造船を依い頼らいしたＲＯＬを、キングダムの敵だからと追い返した憎にくき企業である。

　そもそもアレックスは、ノーナイフ造船と州知事に目にもの見せてやりたい一心で、リヴァーフラット州を攻撃したのだ。

　逮たい捕ほされた知事はまだ何も自白していないが、それも時間の問題だろう。

　思えば無茶な話だったかも知れない。

　ほんの少し前、ラウドリア王国での戦いが終わったあと、「その場のノリで戦争に首を突っ込む事は二度としない」と固く誓ったアレックスだったが、今度はその場のノリで経済戦争を勃発させてしまったわけだ。

　――まあ、命がかかっているわけじゃないし、別にいいだろう。誰だれだって若いときはこのくらいの無茶をするはずだ。

　あとは議会と知事の総選挙を行ない、ジョン・カトラルが集めた八十一人を送り込めば、リヴァーフラット州を完全に掌握したことになる。いっそ各市町村にも刺し客かくを送り込もう。

　ここまでお膳立てがあれば、ミスター・イーグルが作る財閥で利益を上げるのは造作もない。

「なんて考えているうちに、だんだん自分が何屋なのか分からなくなってきたな……」

　アレックスは、猫じゃらしでムルルの興味を引こうと一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったが、なかなか遊んでくれない。やはり猫じゃらしは猫だけに有効で、ドラゴンには効かないのだ。

「実際のところ、アレックスは普ふ段だん、何の仕事してるのよ」

　そう言って、フィオナがコーヒーを持ってきてくれた。

「……だからＲＯＬの社長だよ。リキッド採掘の企業だ」

「信じられないわ。本当はどっか別の州のマフィアなんじゃないの？」

　フィオナとはもう何日も一緒にいるのにこの反応。ゆゆしき問題だ。

　本業をおろそかにしているわけではないが、手広くやり過ぎていたかも知れない。

　とはいえ、最終的な目標は、トリプルキングダムから市場を開放することにある。真っ当な手段では何十年かかることやら。

　やはり複合企業コングロマリツトを作るつもりで勢力を拡大していこう。

「ごちそうさま。さて、ロビーに行って新聞でも読むか」

　フィオナのコーヒーを飲み終えて、今朝のニュースをチェックしようと立ち上がる。

　そのとき、部屋の扉とびらを勢いよく開けて、イブとミレーヌが飛び込んできた。

「お兄ちゃん大変大変！」

「とんでもないことになりましたわ！」

　いつもうるさい二人が、いつも以上に騒いでいる。

　まだノリに慣れていないフィオナが何事かと身構える始末だ。

「落ち着け二人とも。世の中、急いだっていいことはないんだぜ。焦らずじっくりと」

「そんなことを言っている場合ではありませんわ！」

　ミレーヌは絶叫しながら朝刊を突き出してきた。

　またぞろ、新しいリキッド鉱区でも売りに出されたのだろうか。などと思い、その一面を見た瞬しゆん間かん。アレックスもまた絶叫してしまった。

「な、何だこれはっ!?」

　アレックスはいつも、未来に何が起きるのかを予想しながら生きている。それが的中するとは限らないが、しかし全く想定外の出来事というのも珍しい。だから人生において、殴なぐられたような衝撃を受けることは稀まれである。

　朝刊の一面記事は、まさに最大級の衝撃を放つ、目を疑いたくなるようなものだった。




　大統領首席補ほ佐さ官かんジョン・カトラル、遺体で発見される。




　その見出しから始まった文章に、アレックスの目は釘くぎ付づけになった。目を逸らせるわけがなかった。

　彼はこの国の重鎮で、才能も知名度も高く、人格も優すぐれていて、アレックスの盟友で、ついこの間会ったばかり。

　その彼がなぜ？

　アレックスは訳が分からず、最初から読み直した。だが、書いてある内容は微塵も変わらなかった。




『昨夜十一時頃、ジョン・カトラル大統領首席補佐官が自宅にて遺体で発見された。遺体は損傷が激しく、複数の弾だん丸がんが撃ち込まれていたことが、捜査関係者への取材で分かった。遺体の状じよう況きようから警察は、怨恨の可能性もあると見ている。第一発見者であるカトラル夫人は混乱が激しく、彼かの女じよが落ち着くのを待って事情を聞く方針だ』




　そのあとに、ジョン・カトラルの経歴や功績などが書かれていたが、アレックスにとっては何の価値もない情報だ。

　もう一度、見出しを凝ぎよう視しする。

　――今日は、エイプリルフールか？

　震える手で新聞を捲めくると、更に殺人事件の三連発。




　トニー・オルグレン、留置場で死亡。

　ダレス・オルグレン、留置場で死亡。

　リヴァーフラット州知事、保釈され自宅に向かう途と中ちゆう、車ごと爆死。




　その全てが大事件であり、新聞の編集者はさぞかしレイアウトに苦労しただろう。

「何が起きているんだ……いや、誰がやった」

　こんな事件、偶然に重なるはずがない。何者かの意志によって引き起こされた連続殺人事件だ。それも、今回の事件の関係者ばかりを狙ねらっている。見せしめのように『他殺』と分かるようにして。

　だが、どうしてジョン・カトラルまで殺されたのだ。確かに彼は、リヴァーフラット州議会に自分のシンパを送り込もうと、アレックスと共きよう謀ぼうしていた。しかし、そのことは一いつ般ぱんには知られていない。

　知っていたとして、殺す理由はなんだ。

　トニーとダレスにしても、留置場にいる人間を殺して捕つかまらずに逃とう走そうするなど、可能なのだろうか。

　普通なら、州知事が口くち封ふうじのために殺害を指示したのかと思うところだが、その州知事は爆死している。

　そして最大の疑問は、どうしてアレックスが狙われていないのか、ということ。

「……お前ら、可能な限り部屋から出るな。どうしても移動しなきゃいけないときでも、単独で動くな。絶対に俺かミレーヌと一緒にいろ。それからミレーヌ。常に武器を携帯しておけ。警けい戒かいを怠るな」

　アレックスは一同を眺ながめながら、今出せる唯ゆい一いつの指示をする。

　現状、全員無事だ。敵の気配すら感じない。

　そのことが逆に不気味であり、得体の知れない策略が動いているとしか思えなかった。

　イブとフィオナは神妙に頷うなずいたが、おそらく事態の深刻さを理解していないだろう。

　ミレーヌは理り屈くつよりも傭よう兵へいの勘で察したらしく、太もものホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬき、マガジンに弾が入っていることを確認する。

　そのとき、電話が鳴り始めた。

　部屋に緊きん張ちようが走るが、アレックスは即座に受話器を取った。

「何者だ？」

「これはご挨拶ですね、アレックスくん。朝刊は見ましたか？」

　丁てい寧ねいな口調とは裏腹に、自信だけを蒸留して固めたような、尊大な男の声が聞こえた。

　アレックスは彼が犯人であると即座に確信した。

「質問に質問で返すな。喧けん嘩かなら買ってやるから、名乗れ」

「若者は元気があって素す晴ばらしいですね。クリストファー・ウィザースプーンという名を聞いたことはありますか？」

「ほう……」

　アレックスは、その名を知っていた。

　バニスター合衆国の建国に貢こう献けんした、始まりオリジナルの五家・フアイブ。その末まつ裔えいの一人。

「まさか真の支配者様が出てくるとは思わなかったよ」

「ＲＯＬの社長殿が私を知っていてくれたとは。光栄です」

　クリストファーは明らかに見下したような口調でそう言った。

　だが、無理もない。

　なにせ彼は、キングダムと呼ばれるリキッド産業の巨人、ハルバートとエクストラの大株主だ。

　ハルバートもエクストラも上場企業であるから、その株主には数多くの企業や資産家、銀行、ファンドが名を連ねている。しかし、それらを辿たどっていくと、ほとんど全てが始まりオリジナルの五家・フアイブに辿り着くと言われている。

　リキッド産業だけでなく、金融、保険、鉄鉱、軍需、製薬、化学、食品、建設、運輸、情報通信、不動産――つまり、ほとんど全ての産業に食い込んだ、資本主義の怪かい物ぶつたち。

　それが始まりオリジナルの五家・フアイブ。

　陰いん謀ぼう論を語るのが好きな連中の間では、啓明結社イルミナテイや石工組合フリーメイソンと共に黒幕候補として人気が高い。

　ただ問題なのは、始まりオリジナルの五家・フアイブが実在しており、歴史の授業で習うような連中だということだ。実際、財界だけでなく、上院議員にも彼らの血統が幾人かいる。

　陰謀論で語られているエピソードよりも派手に、そして露骨に合衆国を支配する。ただ、規模がでかすぎて誰もが実感を持てない。そんな五家。

「で？　ウィザースプーン家の当主ともあろうお方が、俺に何の用だ」

「邪険にしないでください。近ちか頃ごろ、派手に活躍している君に一目会いたくなったのです。どうです今晩、ディナーでも。なんなら、そこにいる三人の少女たちを連れてきても構いませんよ」

　そちらのことは全て知っているぞ、というメッセージだ。

「悪いが三人とも箱入り娘むすめでな。見知らぬ男と夕食なんて無理だ。俺だけでいいなら相手をするが」

「それで結構。では、十九時にミッシェル・コロワグロでお待ちしています」

　一方的に告げられ、電話は切れた。

　アレックスもキレた。

「どうなっワツト・ザてやがる・フアツク！　この俺がここまで挑発されたのは初めてだぞ！」

　受話器を叩たたき付つけ、三人娘が脅おびえるのもお構いなしに悪態をつく。

　もちろん、アレックスは始まりオリジナルの五家・フアイブの存在を知っていた。トリプルキングダムに喧嘩を売る以上、いつかは激げき突とつすると覚かく悟ごしていた。

　しかし、それはずっと先の話で、こんな合衆国の片かた田舎いなかの事件に関かかわってくるとは思いもよらなかった。まして、大統領首席補佐官をいきなり暗殺するなど、どうして予測できようか。

「皆、ホテルを変えるぞ。いや、サンディブリッジ号でリヴァーフラット州を出ろ。奴と対決するのは俺一人でいい！」

　そう怒鳴り散らしながらも、アレックスの頭脳は既すでに冷え始めていた。

　相手が誰であろうと、負けはしない。

　頂点が出てきてくれたなら、望むところだ。手間が省けたというもの。




　　　　　※




　ミッシェル・コロワグロは、ガイナンシティの超一流レストランだ。

　十九時丁度にアレックスが行くと、最奥の個室に通された。

　そこで待ち受けていたのは、三十代半ばに見える男。

　テーブルに並べられた料理の数々は、二人しかいないというのに過剰な量だ。別にそれでこちらを威圧したいのではなく、癖なのだろう。残すことに戸惑いがない。全てを食い散らかす人生を送ってきたはずだ。

「お前が、クリストファー・ウィザースプーンか」

「ええ、そうです。とりあえず座って下さい。それから、ポケットから手を出したらどうですか。礼を失していますよ」

　彼はアレックスを嘲笑った。まるでそれ以外の笑い方を知らぬという風に。

　生まれてこの方、敗北を知らないのだろうと、容易に想像できる笑いだ。

「礼儀というのはな。相手に対する尊敬や友ゆう誼ぎを示すためにあるんだ。敵意を示すためじゃない」

「それは残念。私は君と友達になりたいと思っているのですが」

　どうやら下げ僕ぼくと友達の区別も付いていないらしい。

「単刀直入に聞くが。四人を殺したのはお前だな？」

「ええ。そんな事、いちいち確認せずとも分かるでしょう」

　いともあっさりと、クリストファーは犯罪を認めた。が、それは余よ裕ゆうからくるもの。

　この場を盗聴し録音しても、彼を追い詰める証拠にはなり得ない。

　加工された音声だと言い張って、逆に名誉毀損で訴うつたえられる。

　それが始まりオリジナルの五家・フアイブなのだから。

「なぜジョンを殺した。彼は、別にお前らの権益を侵そうとしたわけじゃない」

　アレックスは椅い子すに座すわりながら詰問した。

「いいえ、侵しました。正確に言えば侵したのは君ですが……なんにせよ、リベリオン教皇領の秘密をわずかでも暴こうとする、その行こう為い自体が許しがたい。あれは合衆国そのものです。手を伸ばせばどうなるか――まあ、見せしめですね。首席補佐官であろうと、大統領であろうと、リベリオン教皇領は神聖不可侵。天罰というものです」

　クリストファーは、ローストチキンにフォークを突き刺す。

　こうやってジョンを殺したのだと言わんばかりに。

　いずれアレックスもこうなるのだぞと脅おどすように。

「だったら州知事は？　トニーやダレスは？　逆になぜ俺は生きている？」

「知事は死んで当然でしょう？　なにせ我々の好意でリベリオン銀行を使わせていたのに、彼の杜ず撰さんな横領で、捜査の手がリベリオン教皇領に伸びるところでした。そんな無能を生かしておく理由などありません。マフィアの二人は……何と言う名だったか忘れましたが、あれはただの口封じ。まったく、知事にも困ったものです。共犯者はもっと慎重に選ばないと」

　知事を共犯者に選んだ自分を棚上げし、クリストファーはワインを飲んだ。

「それから、君を生かしておいた理由ですが。喜んで下さい、アレックスくん。私は君の才能を評価している。ＲＯＬを始まりオリジナルの五家・フアイブの傘下に加えましょう。これで君は一生安あん泰たいですよ」

　世界の覇権国家、バニスター合衆国を裏から操あやつる一族の当主が、ＲＯＬを傘下に加えると言っている。それはつまり、従っている限り絶対に潰れないことを意味していた。

「今の合衆国のリキッドを統すべているハルバートとエクストラですが……あれらは増長し過ぎですね。裏の政府などを自称しているようですが……そんなものを我々は許した覚えがない。君さえよければ、彼らとＲＯＬを交こう換かんしてもいいですよ」

　軍部やＣＩＢ、連れん邦ぽう警察をも操り。その気になれば、浮浪者を上院議員に当選させる力を持つ男が。アレックスに合衆国のリキッド市場をくれてやると言い放つ。

「それと、君の連れている三人の娘。州の外に逃にがしたようですが。甘あまい甘い。居場所は特定しています。ホテルの名前も、部屋の番号もしっかりと。実のところ、今この瞬間も狙っています。君の返答次第では、大変なことになってしまいますよ。可愛かわいい妹を傷物にしたくないでしょう？」

　大統領すら支配する、誰も逆らうことの出来ない絶対者。

　ならば返答の言葉は決まっていた。

「失せろフアツク・オフ、クソサン・オブ・野郎ア・ビツチ。身の程を知れユー・バスタード。愚か者めがマザー・フアツカー」

　聞き取りやすいように、誤解の余地のないように、一言一言ハッキリと、美しい発音でＦワードを唱えてやる。しかし、育ちのよい始まりオリジナルの五家・フアイブには理解できなかったかも知れないと思い、解説してやることにした。

「スラングは理解できるか？　分かったら、ほら。不快感を表わしてみな。俺に続いて言って見ろ。ホーリー・シット、ってな」

「……ヤケクソですか？　私は君をもっと賢い人間だと思っていましたが」

　クリストファーの返答に、アレックスはケラケラ笑った。

「賢い？　賢かったら初めからキングダムに逆らったりするものか。俺はな。ただたんに気にくわない奴をぶっとばすために戦っているんだ。たとえば、お前とかな」

「自分の立場が分かっているのですか？　君の仲間は、私の連絡一つでいつでも消せるのですよ？　それは私に傷をつけても同じこと。君の戦せん闘とう力りよくなら、私と廊ろう下かにいる護衛を殺すなど容易でしょうが、そんなことをしたが最後。私の部下たちがＲＯＬを皆みな殺ごろしにします」

「貴様こそ、少しは脳細胞を働かせろ。この俺が、お前の行動を読めなかったとでも？　そもそも、雷らい撃げきの魔ま女じよを人質に出来るなんて本気で思っているのか？　お前の送り込んだ刺客は、今頃返かえり討うちに遭っているぞ」

「はっ……口からでまかせを。そんな手が通じるわけがないでしょう」

「そう思いたいなら思えばいい。ただな……人質を取っているのは、そっちだけじゃないんだぜ、クリストファー・ウィザースプーン。娘さん、去年結婚したばかりだろ。そう言えば、もうすぐ赤ちゃんも生まれるらしいじゃないか。おめでとう」

「な、っ!?」

　余裕たっぷりだったクリストファーの顔が、真っ青に染まった。それから血が逆流して朱に染まる。まるで昼から夕方になったみたいだ。

「おいおい。そんなに赤くなって、照れてるのか、おじいちゃん」

「ふざけるな！　そんな……そんなことをしたら、君は始まりオリジナルの五家・フアイブを完全に敵に回すのですよ！　出来るわけがないッ！」

「だったら、娘の家に電話して確かめてみたらどうだ。素敵なレギオンフレームが二機押しかけて、二十ミリ機き関かん砲ほうと一いつ緒しよに休ませてもらっているはずだ。何なら娘さんに、二人に紅茶でも出してあげるよう言ってやれ。妊娠中でも軽い運動をしたほうがいいらしいからな」

　冗談でも何でもない。アレックスはここに来るまでの間に、クリストファーの娘の家を調べ、そしてブラックファングを向かわせたのだ。

　目には目。歯には歯。

　ルールを無視する奴やつらを、同じく外法をもって叩き潰す。

「エリザベート！」

　クリストファーは血相を変えて部屋を飛び出していた。そして五分後には、血液が沸騰しているのではというくらいの形相で帰ってくる。

「血圧が上がるぞ」

「黙だまれチンピラが！　ここから生きて帰れると思っているのかッ？」

「思っているから来たのだが？　ちなみに一時間以内に俺おれからの中止命令がなければ、お前の娘と、まだ生まれてもいない孫は憐あわれにも二十ミリ機関砲を浴びて、ぐちゃぐちゃになる。可哀想に。きっと死体が混ざり合って、何が何だか分からなくなっているんだろうな。天国で神様も困るぜ。毎週日曜は教会に行く敬けい虔けんな信者なのに、追い返されるかもしれない」

　これは嘘うそだった。いくらアレックスでも、罪のない人間を犠牲にしたくはない。

　たんなる脅しなのだが、しかしクリストファーの目には、アレックスがすっかり狂くるった若者に見えているだろう。

「それから、こんなものもあるぜ」

　アレックスはテーブルの上に紙切れを載せた。

　すっかり平静を失ったクリストファーは、奪うようにしてそれを取る。

「これは！」

「そうだ。そこには隠居したお前の両親や、その他親戚。友人。愛人。その他もろもろの住所が書いてある。いやいや、ウィザースプーン家だけじゃないぞ。他の四家の別荘とか、倉庫なんかも書いてあるなぁ」

「それがどうしたというんだ！　まさかお前が全すべて襲うと言うんじゃないだろうな！　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。来ると分かっていれば、こちらはいくらでも準備できる。いくらお前が強くても、単たん騎きで突破は不可能だ」

　高貴なお方にあるまじき形相がそこにはあった。完全にアレックスのペースにはまっている。しかし、まだまだ容よう赦しやはしない。その自尊心を削り取ってやる。

「誰がそんなことをすると言った？　俺はひねくれているんだ。実は今、このコピーを持って、我が社の飛行船サンディブリッジ号が、アクランド帝国目指して全力で飛行中だ。巨大な電波発信装置を乗せてな」

「何をする気だ……まさか、そんな」

「ああ、そのまさかだ。この住所目録を、アクランド帝国上空からラジオ放送する。最大出力でだ。あっちの諜ちよう報ほう機関がわんさかやってくるぞ。楽しみだなぁ。ＭＩＳだけじゃない。内務省直属の組織とか、陸海空それぞれの諜報部とか、それから民間の情報会社も。誰も彼もが先んじようと必死になる。諜報界のゴールドラッシュ。これこそ開拓精神だ。素晴らしい！」

　アレックスは芝居がかった演説のあと、大仰に拍手した。

　目を血走らせるクリストファーの姿が愉ゆ快かいでたまらない。

「……分かりました。いいでしょう。今日のところは、こちらも引き下がります」

　精神力を総動員して口調を取り戻したクリストファーは、事実上の敗北宣言をする。

　だが許さない。

「おいおい。お前、自分の立場分かってるのか？　このまま帰すわけないだろう。ヘルン共和国にある俺の口座に一兆レーラ振り込め。それで許してやる」

「一兆だと!?」

　兆なんて近頃小学生でも言わないが、アレックスはとりあえずノリで言ってみた。

　しかし考えてみれば妥当な数字だ。むしろ安すぎるかもしれない。

「ウィザースプーン家が持つ資産をほんのちょっと売却すれば、すぐに作れる金額だろ。それとも娘と孫を見捨てるか？　始まりオリジナルの五家・フアイブを危険に晒さらした無能者になりたいか？　選べよ、十秒待ってやる」

　時間を区切って決断を促す。路上でやってる閉店セールそっくりだ。

「……くぅっ！　い、いいでしょう。ですが一週間待って下さい。キャッシュで一兆レーラを用意するには、私でもそれだけかかります」

「仕方がない。俺は寛容だから待っててやるよ」

　アレックスはそう言って立ち上がった。しかし実のところ、勝ったとは思っていない。

　ジョン・カトラルが死んだのだ。彼の命は一兆では安すぎる。

　それに、知事たちを殺した時点でクリストファーは、リベリオン教皇領へ捜そう査さが及ぶのを阻止するという目的を達成している。よってどう転んでも彼の勝ちなのだが、怒いかりの余り分からなくなっているようだ。

　気付かれる前に早く帰ってしまおうと思ったアレックスは、結局料理を一口も食べないまま超高級レストランを出て行こうとした。

　そのとき――

　クリストファーは、この世界で最も言ってはならない台詞せりふを吐はいてしまった。

「いずれルーメシア王国ごと滅ぼしてあげましょう。あのシャロンとかいう姫と、それから君の妹をファックしてから殺して、クロスロードシティの川に浮うかべてやりますよ！」

　それはある種の禁呪。アレックスの全力を引きずり出すには最も効率的な言葉。

　クリストファーに背中を向けていたアレックスだったが、懐ふところから銃じゆうを抜き、振り返って二連射した。発射された弾は、それぞれクリストファーの両頬をかすめて壁かべに穴を開ける。

「は、ひ……？」

　常人には――否いや、ミレーヌ級の達人にすら捉とらえることが出来ないアレックスの早撃ちだ。何が起こったのかすら分かっていないだろう。

　クリストファーは腰を抜かし座り込んでしまったが、アレックスは遠えん慮りよなく近づき、その顎あごを蹴けり飛とばす。

「が、ぎっ！」

　交渉の場で暴力を振るうなどビジネスマンにあるまじき行いだが、その配慮はもうどこにもない。

　これは交渉ではなく、ただの下品な喧嘩だった。

　そうさせたのは当のクリストファーなのだ。

「しゃぶれやチフアツク・ユー・デンカス野郎イツク・フエイス。イラマチオの時間だぜ」

　仰向けに倒たおれたクリストファーの口の奥に銃じゆう口こうをねじ込む。ゲロを吐かれても、涙なみだを流して哀願されても、お構いなし。鋼鉄ファッキング。

　そのままの姿勢で、口の隙すき間まから水をドバドバ流し込んでやる。鼻にも目にもかかり、とても息が苦しそうだ。

「貴様、何をやっているっ！」

　銃声を聞いたＳＰが二人、銃を構えて部屋に飛び込んできた。

　その刹せつ那な、アレックスは左手にも銃を持ち、彼らの手と膝を撃ち抜く。

「俺と会うというのに護衛を二人しか付けなかったのが敗因だな。次からはレギオンフレームを十機用意することをオススメするぜ」

「だ、だずげ、だずげで……」

　クリストファーは涙と鼻水で顔を濡ぬらして懇願してくる。靴くつを舐なめてでも助かりたいという顔だ。

「あァ？　何だ、口よりケツ穴をファックされたいのか？　ファック・ミーって言ってみろよオラ」

「ぢ、ぢがう……」

「いいか、よく聞け腰抜け野郎コツク・サツカー。お前らサノバビッチがこの合ユナイデツト・フア衆国ツキン・ステイツで粋がっている分には大目に見るが、もしルーメシア王国に手を出してみろ。まして……シャロン姫ひめやイブに指一本触れてみろ。そのときは――皆殺しだ。貴様ら全員、一族郎党、老若男女一人残さず、この俺が直々にぶち殺す。合衆国そのものを解体してルーメシア王国の植民地にしてやるぞ。分かったか？」

　本気の言葉だ。

　新大陸全てを焦土に変えても、アレックスは始まりオリジナルの五家・フアイブを根絶やしにする。

「は、はいぃぃ」

「いい返事だ。守られることを期待するぜ。お互たがいのためにな」

　アレックスは満足して嗤わらった。
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　それから銃を引き抜くと、汚きたないヨダレが糸を引いた。それをクリストファーのスーツで拭いてから立ち上がる。

　それにしても、意外と時間がかかってしまった。早くブラックファングに連絡して、罪のない妊婦を解放してあげないと。

　新婚の若い娘が機関砲を見て震ふるえているかと思うと、とても胸が痛む。




　　　　　※




　リヴァーフラット州は現職の知事が爆死し、八十人いた議員が全員逮捕もしくは書類送検されるという異常事態に陥おちいった。

　本来であればジョン・カトラルが集めた八十一人を送り込むはずだったのだが、彼かれは死んだ。財界はともかく、政界を支配する計画は頓とん挫ざしてしまった。

　アレックスはそう思っていたのだが、ある日、フロックハート自動車の社長ダニエル・フロックハートから、会わせたい男がいると電話がかかってきた。

　わざわざ向こうからガイナンシティまで出向いてくれるというのだから、会わない理由も無い。

　指定されたホテルに行くと、そこにはダニエルと、そして――

「ジョン!?」

　死んだはずの大統領首席補佐官が待っていた。

「はっはっは。驚おどろいたかアレックス。彼はジョンではないよ」

「初めましてミスター・アレックス。私は上院議員のロバート・カトラルです。兄がお世話になりました」

　ジョンと瓜うり二ふたつの男はロバートと名乗り、握あく手しゆを求めてきた。

　その声も、その笑え顔がおも、本当にソックリだ。

　だが、こうして近くでよく見ると、白髪の数が少ないと分かる。皮膚にハリがある。

　そう言えば、ジョンの弟も政治家だったことを思い出す。しかし兄は与党で、しかも大統領首席補佐官というポストを持つ超大物。対する弟は野党で、これといった役職のない目立たぬ存在だ。

　だからこそアレックスの印象も薄かったのだが、目の前に立っているロバートは、精せい悍かんだった。才能のきらめきを感じる。兄に劣らぬほどに。

　なぜ、これほどの男が埋もれているのだろうか。

　そう考えたとき、一つの仮説が思い浮かんだ。

「もしや、あなたが野党にいるのはカモフラージュ……いや違ちがう。ジョンが与党にいたのがカモフラージュで、あなたたちは既に野党を掌握している。そうですね？」

「流石さすがはミスター・アレックスだ。この部屋に入ってきてからまだ二十秒も経たっていないのに。説明の手間が省ける。ではさっそく本題に入りましょう。兄の指示で、信用できる政治塾から八十一人集めました。来月の選挙に出馬させます」

　たまらずアレックスは口笛を鳴らす。

「それは凄すごい！　水面下でそんな楽しそうなことをやっていたなんて。あなたたちは人が悪い！」

「そう言うな、アレックス。実のところ私だって、ジョンとロバートの力がここまで大きなものになっていたなんて知らなかったんだ」

　アレックスとダニエルは、賞賛と若じやつ干かんの怨みを込めてロバートを見つめる。

「そんな目で見ないで下さい。野党掌握は、全て水面下で進めなければならなかった。だから必要最低限の人間にしか知らせることが出来なかったのです」

「たとえ私たちにでも？」

　ダニエルが笑って言う。

「敵を欺あざむくには味方から。信用していないというわけではありませんよ。ただ――」

「分かっていますよミスター・ロバート。私はジョンのそういう、石橋を二度も三度も叩いてから渡わたるところを信用していたのです」

「ありがとうございます。その言葉、兄もきっと喜ぶでしょう、ミスター・アレックス」

「ミスターは不要ですよ」

「では、私のこともロバートと呼んで下さい」

「喜んで」

　ジョンの死によって、アレックスは政界へのパイプが絶たれたかに思えた。しかしジョンは、こうして遺産を残していたのだ。

　新しく得た心強い味方に、アレックスは確かな手応えを感じた。

　――この人は次の大統領になる男だ。

　彼となら、きっと世界を変えることが出来ると。そう確信した。

「どうやら打ち解けたようだな。では、そろそろ乾杯といこうじゃないか」

　ダニエルはウイスキーボトルを手にとってウインクする。

　それは、ジョン・カトラルが愛した銘柄だった。




　　　　　※




　ここ数日、エステルはこの上なく幸せだった。

　なんと、あのイーサン・カーリン教授が、ずっと家に泊まり込んでいるのだ。

　教授いわく「ここにいると、エステル君が衣食住の世話をしてくれるから、楽でいい」とのこと。

　彼らしく、食事と睡すい眠みん以外はずっと机に向かって何やら図面を引いていたが、それでもエステルは幸福だった。

　朝起きたら教授のためにご飯を作って、それから起こしに行って。

　コーヒーを淹いれてあげれば、美味おいしいと言って飲んでくれて。

　余りにもお風ふ呂ろに入らないから強ごう引いんに引きずっていくと、「人間は風呂に入らなくても死なないのだよ、エステルくん」などと言い訳するのが可愛い。

　そんなある日のこと。

　まだ朝霧が立ちこめているような時刻に、エステルは腹の上に重みを感じて目を覚ました。何事だろうと見てみると、信じられないことに、教授が自分に馬乗りになっているではないか。

「エ、エステルくん！」

　目を血走らせ、荒い息で迫せまってくる。
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　教授は見るからに興奮していた。

　自分は今から犯されるのだと、女の直感で分かった。

　――ああ、教授が……あの教授が性欲を！　嬉うれしい！

　大好きな大好きな彼が自分の体を求めているなんて、考えただけで震えてしまう。身も心も滅め茶ちや苦く茶ちやにして欲しい。さあ、早く早く。

　そう思っていたのだが。

「エステルくん、これを見たまえ！　やっと図面が完成したのだよ！」

　教授はエステルの目の前に、大きな紙を広げた。

　それは何かの設計図。

　彼特有の読みにくい文字と、対照的に美しい線で引かれた製図が特徴。

　なんだ、いつも通りの教授だったのか、とエステルは喜んだ分だけ落ち込んだ。

　それから寝ぼけた頭で、その設計図を見つめる。

　まず最初に、レシプロ式精せい霊れい発動機だなぁ、と分かった。それから、随分大きいなぁ、と首をかしげる。

　五秒経ってから、ようやく設計図のとんでもなさを理解し、唖あ然ぜんとした。

「だ、だだ、Ｗ型16気筒……ッ!?」

「そうだよエステルくん。前回のＶ型８気筒は負けてしまったからね。であれば、もっと大きな発動機を作ればいいわけだ。最初はＶ型12気筒にしようと思ったのだが、いっそ倍にした方がインパクトがある。Ｖ８を二つ合体させてＷ16だ！　シリンダーとクランクシャフトの配置に悩なやんだが、頑がん張ばった甲か斐いあって意外とコンパクトになったぞ！」

　ＷＷＷＷＷＷＷＷだぶりゆーＷＷＷＷＷＷＷＷじゆーろく。ああ、笑ってしまいそう。

　何がコンパクトなものか。アンラ・マンユですら十分怪物だったのに、その倍である。思いついた時点で頭がおかしい。しかも教授は本気で作るつもりなのだから、正気が欠片かけらも残っていない。きっと予算を獲得するために、エステルはまた皇帝や貴族の肉奴隷を何週間かやることになる。

　教授が喜んでくれるなら、それでいいのだけれど。

「……ねえ、教授。これだと、シリンダーにリキッドを送るのが間に合わないんじゃない？　もっとポンプを大きなのにしないと出力があがらないわ」

「む？　むむ？　おお、そうか！　我わが輩はいとしたことが、こんな基礎的なことを！　流石はエステルくん。やはり君に見せてよかった。ではさっそく描き直そう！」

　教授は飛び上がり、エステルの寝室から出て行こうとする。

　が、三歩ほど歩いたところで倒れてしまった。

「な、なぜだ……力が出ないし……強きよう烈れつに眠ねむい……」

「なぜって、寝ねてないからじゃない？」

「いや……しかし……三日前に仮眠を取ったばかりなのだが……」

　エステルは呆あきれ果はて、ついついため息を漏もらす。

　まったく、この人は何を言っているのだろうか。

　自分が世話をしてあげないと本当に餓死してしまいそう。

「あのね、教授。人間は三日徹夜したら眠くなるのが当然なのよ。って言うか、普ふ通つうその前に寝るわ」

「そんな馬ば鹿かな……いや、そうだったかもしれない……」

　徐々に呂ろ律れつが怪しくなっていく。

　床ゆかに寝られても困るので、エステルは頑張って教授を持ち上げて、自分のベッドに転がしてやる。

「やれやれだわ」

「うむ、面目ない……だが……」

　教授はふにゃふにゃした声で答える。

「どうしたの？　眠いなら寝たらいいのに」

「もう少し……君と話していたいのだ……せっかく設計図が仕上がったのだから……喜びを分かち合いたい……」

「!?」

　嬉しい不意打ちに、エステルの心臓が高鳴る。

　まだ朝方なのに、全身が熱くなってどうしようもない。

　これだから教授は卑ひ怯きようなのだ。

　いつも朴念仁なのに、ときたま乙おと女め心に的確な不意打ちをしてくれる。

　なのに、そこに恋れん愛あい感情が一欠片もないという事実がため息をつかせる。

「ねえ教授。私の幼おさな馴な染じみがね、久しぶりに帝てい国こくに帰ってくるんですって。面おも白しろい子だから、教授にも紹しよう介かいしてあげるわ」

「ふむ、そうか……」

　教授は、もうほとんど眠っているような声で答えた。

　――むしろ、寝ぼけてる？

　頬をプニプニ押おしてみても反応なし。

「教授、教授ぅ？」

「ふむ、そうか……」

　完全に眠っている。女の子がネグリジェ姿で隣となりにいるのに。失礼な話。でも可愛い寝顔。

「ねえ。私、あなたに恋こいしてるのよ。知ってた？」

「ふむ、そうか……」

　なんて気のない返事なのだろう。せめて寝言くらい、いつも言わないような台詞を聞かせてくれてもいいのに。

　だけど、自分はそんな彼がとても大好きで。

　このまま時が止まってしまえばいいのに、などと考えて。

「やれやれね。私はいつからこんなに草食系になったのかしら」

　そう嘯うそぶきながらエステルは、教授が風か邪ぜを引かないよう布ふ団とんをかけてやった。







エピローグ







　アレックスがリヴァーフラット州でやることは全て終わった。

　肝かん心じんのノーナイフ造船の株を51％取得したし、それ以外の企き業ぎようはミスター・イーグルが買いあさっている。クリストファーから無事に一兆レーラ振り込まれたので、アレックス自らミスター・イーグルのファンドに、五千億ほど投機した。きっと一年も経てば倍になるだろう。

　選挙に関しては残念ながら素人しろうとなので手伝えることはないが、ロバートが優ゆう秀しゆうな選挙参さん謀ぼうを用意したらしい。もし時間があれば、後学のために選挙戦略を学んでみるのも一興だろう。

　しかし、ラウドリア王国の採掘場を更さらに拡大していかなければならないし、たまに帰らないとシャロン姫に怒られてしまう。

「そういうわけで、俺たちはルーメシア王国に帰る。君のお陰かげで色々助かったよ、フィオナ」

「ど、どういたしまして……けど、そっか。もう帰っちゃうんだ……」

　最後にアレックスたちは、リベリオン教皇領のカフェに来て、勝利の宴会をしていた。本当なら酒で乾杯したいところだが、イブとフィオナは未成年なので、仕方なく紅茶とお菓か子しで我が慢まんする。

　なおミレーヌも十八歳さいだから酒は飲めないはずなのだが、ブランデーが大好物だ。けしからん奴――と、アレックスは自分が十代だった頃ころを棚に上げて思った。

「ところでフィオナ。君はこれからもリベリオン大学に通うのか？」

「うーん。正直、迷ってるわ。これからは自分で学費も生活費も稼がなきゃいけないし……それに、リベリオン教皇領が何だか信用できなくて……」

　フィオナは遠い目でそう語る。

　彼かの女じよの父親は、知事とマフィアの秘密を守るため暗殺された。リベリオン教皇領はそれに直接関与していたわけではない。しかし、知事の隠し口座がリベリオン銀行にあると聞かされたら、いい気はしないだろう。

「だったらフィオナ。俺の秘書にならないか？　君の記き憶おく力りよくは実に魅力的だ」

「えっ？　わ、私がアレックスの秘書？」

　フィオナは、ショートケーキにフォークを刺さしたままの姿勢で固まってしまった。

「別に秘書と言っても、そう難しいことをやらせるつもりはない。世界各地にあるキングダム施設のデータや、色んな国々の経済状じよう況きようや政治状況。そういったものを暗記して、俺が必要としたときに教えて欲しいんだ。裏うら帳ちよう簿ぼを一いつ瞬しゆんで記き憶おくした君なら、造作もないだろう」

「まあ……出来ると思うけど……そんな、いきなり社長秘書なんて」

　フィオナは目を泳がせ、ショートケーキのイチゴと同じくらい赤くなる。

「もちろん、嫌いやなら無理強いはしないが」

「い、嫌じゃないわ！　アレックスの秘書なら私、喜んでやる！」

　目を輝かがやかせ、どこか興奮した様子でそう叫さけぶ。

　やはりフィオナはアレックスのことを気に入ってくれているようだ。

　よしよし。ハーレム要員が増えたぞ――と、アレックスはほくそ笑む。そんなアレックスの内心を見み抜ぬいたのか、ミレーヌが睨み付けてきたが無視。

「フィオナさんＲＯＬに入るの？　じゃあ私の後こう輩はいだね！　色々と教えてさし上げましょう」

　そしてイブはフィオナの加入を素す直なおに喜び、さっそく先せん輩ぱい風を吹かそうとする。

　しかし――

「お前はＲＯＬの社員じゃないだろ。一度でも給料をもらったことがあるか？」

「あれれ？　そう言えばなかった！」

　イブをこれだけ働かせておきながら、実は正式な社員にしていない。たまにお菓子を買ってあげるだけで、新型の精製装置やら、ロータリー式精霊発動機やらを作ってくれるナイスレディ。それがイブ・ベイリアルなのだ。

　無論、アレックスも鬼ではないので、イブの名義で口座を作り、そこに毎月百万レーラずつ振り込んでいる。万が一、アレックスが志半ばで倒れても、イブが暮らしていけるように。

「考えてみれば、私もブラックファングから出向しているだけで、ＲＯＬではありませんでしたわ」

　このところ、ずっと行動を共にしているのでアレックスすら忘れがちだが、ミレーヌは金で雇やとわれた傭よう兵へいなのだ。

　戦闘のための派は遣けん社員。戦力のアウトソーシング。それが民間軍事会社ＰＭＣ。

　もっとも、戦闘など滅めつ多たにないので、普ふ段だんは完全におっぱい要員と化している。

「つまりフィオナは記念すべき社員第一号というわけだ。おめでとう！」

「あ、ありがとう……でも社員が他にいないって、急に不安になってきたわ。ＲＯＬって本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「意外に失礼なことを言うな。ちゃんとルーメシア王国に法人として登録してあるぞ。れっきとした株式会社だ」

　ちなみに株主はシャロン姫ひめ唯一人。上場する気もないので、経営権を乗っ取られる心配がない。

「ねぇねぇ、私も社員になりたい！　役職ちょうだい！」

　イブがショートケーキをパクパク食べながらおねだりしてくる。

「食べながら喋るな、行ぎよう儀ぎが悪い。しかし、そうだな……イブには開発部の部長になってもらおう。給料は月に百万レーラだ」

「わーい、やったー」

「けど、無駄遣いするといけないから全部貯金な。何か欲しいものがあったら、そのつど俺がお小こ遣づかいをやる」

「うん。それでいいよー」

　無欲な妹だ。いや、しかし金を与あたえると、訳の分からない服やぬいぐるみを大量に買ってくるので、物欲はあるのだ。やはり全額貯金させておくのが吉だろう。

「それからフィオナは……取とり敢あえず月に九十万でどうだ？」

「そんなに!?」

　フィオナは椅い子すから落ちそうなオーバーリアクションで驚きを表現する。

　確かに、月に九十万ということは、年収で一千万を越こえるわけだ。かなりの高所得者になる。大学生である彼女にとっては雲の上の金額だったのだろう。

　だが、これからアレックスと一緒に世界中を駆け回るのだ。かなりハードな日々が待っている。一千万レーラじゃ割が合わないと思う日がきっと来るだろう。

「アレックスぅ。私もＲＯＬに入りたいですわ。仲間はずれは嫌です！」

「そうは言うけど。ミレーヌはブラックファングの社員だろ。転職するのか？」

「それは……副業ですわ！」

　ミレーヌは民間軍事会社ＰＭＣブラックファングから給料をもらい、そこから派遣されてＲＯＬと行動を共にしている。そのミレーヌがＲＯＬからも給料をもらったら、何だか訳の分からないことになってしまう。しかし、仲間はずれは嫌だという気持ちも分かるので、何か適当な役職をでっち上げよう。

「だったら、ミレーヌには、おっぱい課長になってもらおう。おっぱい課は出来高制だ。俺に一回もまれるたびに五千レーラ」

「アレックス！　私の胸はそんなに安くありませんわ！　安く見ないで下さいまし！」

「そうか。じゃあ一万」

「分かりましたわ。それで手を打ちましょう」

　ミレーヌは満足げに頷いた。

　おっぱい一揉もみ一万レーラなど、どんな高級風俗店でも聞いたことがない。だが、ミレーヌのおっぱいは人類史上まれに見るおっぱいなので、一万はむしろ安いとも言える。

「アレックス……私、そういうえっちなのはいけないと思うんだけど！」

　おっぱいの適正価格という高度な経済学を語っていると、神の教え子たるリベリオン大学の生徒、シスター・フィオナが口をへの字にして抗議してきた。

「あらまあ、フィオナさん！　私の胸が羨ましいのですか？　それならそうと仰おつしやってください！　あげませんけど！」

「いらないわよ！　羨ましいけど！」

　羨ましいのか。

「ふふふふ、私の胸はアレックス専用ですわ。アレックスに揉まれるためにあるのですわ！　アレックスの頭の中は私の胸で一いつ杯ぱいですわ」

　流石に一杯ということはない。ぜいぜい二割くらいだ。

「お前ら落ち着けよ。周りの客がドン引きだ」

「あ……」

「まあ、私としたことが」

　フィオナはこの世の終わりのような顔をし、ミレーヌは下をぺろっと出し、それぞれの悪びれ方をする。

　ミレーヌが図太すぎるのは困りものだが、フィオナが普通なのも改善していくべきことだろう。この濃い面子めんつでやっていくには、普通では厳しい。

「ぴー」

「お兄ちゃん。ムルルとポポラも社員になりたいみたいだよ」

　テーブルの上で遊んでいた二匹ひきの精霊が、ピコピコ跳ねながら、アレックスを見つめていた。それが本当に社員になりたがっている目なのかは分からないが、イブがそうだと断言しているのだから、そうなのだろう。

「ポポラは私の助手にしますわぁ」

　ミレーヌは自分の精霊を持ち上げて、ムギュッと抱きしめる。

　おっぱいと綿菓子のコラボレーションだ。

　確かにポポラは揉み心地が良さそうである。おっぱい課に相応ふさわしいかもしれない。おっぱいではないが。

「じゃあ、ムルルは会長だね」

「ぴ！」

　イブはムルルを頭の上に乗せ、そんなとんでもないことを言い出す。

「待て妹よ。俺おれが社長なのに、ムルルが会長って、なあ、それはどうなんだ？」

「別にいいじゃん！」

「ぴぴ」

　なぜだか分からないが、イブもムルルもやたらと気合いに満ちた顔をしている。

「……いいけどさ」

　会長や社長という肩書きは、しょせん形式的なもの。重要なのは代表権があるかどうかだ。社長が代表取とり締しまり役やくであれば、会長はただの名誉職に過ぎない。

　おとなしくムルルに会長の座を与えても、ＲＯＬの経営に影響は微み塵じんも及およばないのだ。

「やったねムルル！　お兄ちゃんよりムルルの方が偉えらいんだってー」

「ぴー」

　イブの頭の上でムルルが翼つばさを広げて偉そうにしている。

　それが何だか妙みように悔くやしい。
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　　　　　※




「ところでお兄ちゃん。私、どーしても買って欲しいものがあるんだけど……」

　ルーメシア王国に向かうサンディブリッジ号で、イブが珍しく遠慮がちに話しかけてきた。

「おっ、さっそく部長として提案か？」

　アレックスがふざけてそう言うと、

「うん。あのね。ルーメシア王国に工場が欲しい！」

　予想もしていなかった答えが返ってくる。

「……工場？」

　アレックスはてっきり、またお菓子とか服なんかをおねだりされると思っていたのに。

　十五歳の妹は、工場と言い出した。

「それは何を作る工場なんだ」

「えっとね。量産型ロータリー式精霊発動機だよ！　アフラ・マズダをデチューンすれば、お兄ちゃん以外にも扱えることが分かったんだから、一杯作ろうよ」

　可愛かわいい少女の姿をした天才は、晴れやかに言い放った。

　それはまさに、世界のパワーバランスがぶっ壊れた瞬しゆん間かんだったかもしれない。







あとがきという名の青森県のステマ







　みなさん成なり田た亨とおるという人をご存じでしょうか。

　ウルトラＱ、ウルトラマン、ウルトラセブンというウルトラ初期シリーズを支えたデザイナーであり美術家であった人です（キャプテンウルトラをウルトラシリーズに入れたがる人もいるが俺はあえて無視するぞ）。

　その成田亨先生の回かい顧こ展てんが去年から全国を旅しているのですが、ついに『四月十一日から五月三十一日』までの日程で青森県立美術館にやってきます。

　やってくるというか帰ってくると言うべきでしょうか。

　なにせ成田亨先生は青森県出身ですから！

　青森県立美術館が本番です！

　地元民として私も非常に興奮しております。

　興味のある方は是非ともこれを機会に青森県を訪れてみてはいかがでしょうか。

　丁度、桜が咲く季節なので日本最大の桜の名所である弘ひろ前さき公園にも足を運んでください。

　二千本桜に酔いしれろ！

　青森県は大間のマグロとか十と和わ田だ湖この景観とか八はつ甲こう田だ山さんの温泉とか亡霊とか竜たつ飛ぴ岬みさきから飛び立つドラゴンとかキリストの墓とか見所盛り沢山ですぞ。




　ところで先日、某アニメ監督のトークショーに行ってきました。

　そこで某監督は「ＯＶＡが沢山売れたら、ハワイ旅行に連れて行ってもらう約束だった」という話をしていました。

　ハワイとは凄いですね。私もハワイ旅行とまでは言いませんから、売れたらご褒ほう美びが欲しいです。




　その話を編集担当Ｎさんにしたところ、

Ｎ「じゃあ重版したら酒奢おごって下さい」

　と仰いました。




私「？？？？」




　これ、普通は逆だと思うんですよ。

　私が奢られる方だと思うんですよ。

　皆さんはどう思いますか？　おかしいですよね？

　次の本が初版五十部とかに絞られて、即座に「重版出来！」になって酒を奢らされるのかと思うと恐ろしくて夜も眠れません。

　ああ、重版怖い。まんじゅうも怖い。
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